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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　汗あせが目に入りこんでいる。視し界かいがぼやけている。

　怒いかりと焦しよう燥そうで頭がいかれかけている。視界がさらにゆがみ、赤く染そまっている。

　教会の内部には夕ゆう刻こくの光が満ちている。光はステンドグラスを通され、騒そう々ぞうしい色しき彩さいに染められている。

　そのステンドグラスが粉々に砕くだけている。別の窓まども砕けている。硝子ガラスが板いた張ばりの床ゆかへと、古くなった祈き禱とう席せきへと降ふりそそいでいる。細かい破は片へんのひとつひとつで光が躍おどっている。

　視界に満ちているのは光だけではない。硝子だけではない。砕けた大理石の破片が舞まい躍っている。木片が舞い躍っている。粉ふん塵じんがこの場の呼こ吸きゆうを困こん難なんにしている。血ち煙けむりがあらゆる者たちの息を詰つまらせている。

　大おお勢ぜいの男たちが傷きずつき、倒たおれている。吹ふきだす血流が視界に筋すじを描えがいている。次々と描いている。短刀が飛び交っている。銃じゆう弾だんが飛び交っている。濃い、幾いく重えにもなった硝しよう煙えんが霧きりを作っている。この場を完全に包みこもうとしている。

　バレッツは拳けん銃じゆうを握にぎりしめている。左右の手に一丁ずつ握りしめている。四角張った形状の銃。装そう飾しよくや突とつ起き物ぶつが極きよく端たんに廃はいされた銃。ほかの者たちが手にしている銃とは明らかに異なる。彼らの銃は先せん端たんが喇らつ叭ぱ状じように広がっている。銃身以外の部分が木で作られている。無骨な撃鉄が上へ張りだしている。だがバレッツの銃は小さく、直線的であり、銃じゆう把はにも金きん属ぞくが使われている。

　その銃がふるえている。バレッツの手の中でふるえている。否いな、バレッツの指が、手が、腕うでがふるえている。緊張を感じている。腕だけではない。髪かみの毛先までもが緊張に張り詰めている。

　バレッツは歯をぎりぎりと嚙かみしめる。銃を握る手が汗ばんでいる。だが放してぬぐうことはできない。そんな余よ裕ゆうはとてもない。だからよりいっそう力を込こめる。手の感覚が麻ま痺ひしかけている。

　目の前に少年が立っている。バレッツが撃うてば絶ぜつ対たい、外すはずのない距きよ離りに立っている。だが少年は銃弾に対する恐きよう怖ふなど微み塵じんも感じていない。周囲の乱らん戦せんを気にもとめていない。口もとに薄うすい笑えみを張りつかせている。バレッツとは対照的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　少年はせいぜい十五、六歳さいにしか見えない。バレッツより五つは年下に見える。だがこの場において最も凶きよう暴ぼうな相手であることはまちがいない。最もたちの悪い相手であることは疑うたがいようもない。その証しよう拠こに、少年の周囲には切り裂さかれた男たちが倒れている。積み重なっている。肌はだを薄い毛皮に包まれた男たち。少年によって切り裂かれた男たち。

　少年の手には肉切り包丁が握られている。長さは少年の肘ひじから指先ほどもある。先端は鋭するどくとがっている。刃やいばは血に濡ぬれている。なまめかしい艶つやを放っている。毛皮の男たちを切り裂いた凶器。その凶器は、いまだに血の雫しずくを落としている。

　視界がさらに赤く染まる。赤くなった視界に別の映えい像ぞうが重なる。十歳前後に見える少女。勝ち気そうな表ひよう情じようの少女。生意気そうと言えなくもない。年ねん齢れいのわりに大人びて見える。だが年齢相そう応おうのあどけなさ、危あやうさも備そなえている。

　その少女が少年に切りきざまれている。凶暴な肉切り包丁の餌え食じきになっている。

　刃には男たちの血けつ液えきが付着している。そこへ少女の血が加えられている。血と血が混じりあっている。少女は悲鳴をあげている。少年はにやつきながらそれを見下ろしている。

　バレッツは叫さけびかける。奥おく歯ばをよりいっそう強く嚙みしめる。銃をよりいっそう強く握りしめる。おれのせいだ。そう心の中でつぶやく。

　視界の映像は、現げん実じつではない。だが現実になる可か能のう性せいは十分にありうる。そして、そうなる原げん因いんを作ったのはバレッツ自身にほかならない。

　自分だ。

　おれだ。

　気が狂くるいかける。

　なにも見えなくなる。少年以外のすべてが意識から締めだされる。教会の内ない装そうが消える。いまだに闘たたかいつづけている男たちが消える。銃を持った男たちが消える。毛皮に覆おおわれた男たちが消える。バレッツ自身の相あい棒ぼうが消える。

　バレッツは吠ほえる。少女のために吠える。

「させねえ！」

　自分の声が遠くに感じられる。

　引き金に指がかかっている。その指に力を込める。少年に対する恐怖心を忘わすれる。

　銃弾を放つ。



















　バレッツは目に伸しん縮しゆく式しきの望遠鏡を当てた。

　沖おきには帆はん船せんが停てい泊はくしている。いまは帆ほをたたんでいる。半島の沿えん岸がんを行き来するような、小型の帆船だ。外洋へ出るほどの大きさではない。

　隣となりには大型のゴンドラが横付けされている。こちらは無数の櫂かいが舷げん側そくから突つきでており、先端は海面からわずかに持ちあげられている。

　二隻せきの間で人と荷物が行き来している。密みつ輸ゆ品ひんの積つみ替かえを行っている。

　作業は十分ほど前から続いている。帆船側の角灯が淡あわい光を投げかけ、黒い海を照らしている。角灯の前を人が通るたびに、光がちらちらとまたたいている。

「どうだ？」

　隣からミゲルが訊きいてきた。あい変わらずの、ぶっきらぼうな口調だ。

　バレッツは望遠鏡を彼に手て渡わたした。

「まちがいねえな。当たりだ」

「なぜわかる？」

「真夜中なんだぜ？　普ふ通つうの船が荷に降おろしするような時間じゃねえ。それによく見てみろって。ゴンドラのほうは無灯火だろ？　このまま夜や陰いんにまぎれて、こっそり入港するつもりなんだ」

「なるほどな」

　ミゲルが望遠鏡を自分の目に当てる。バレッツよりもふたつ年下の相棒。無ぶ愛あい想そうな盗とう賊ぞく。バレッツと共にこなした盗ぬすみの仕事は数知れない。

　いまこの瞬しゆん間かんも、バレッツたちは盗みのためにここへ来ていた。街外れの沿岸に小舟を浮うかべ、密輸が行われる現場をじっと見張っていた。帆船が遠ざかっていったところを見計らい、ゴンドラのほうを襲おそって、荷を横取りするつもりなのだ。

「積み替えが終わったようだ」

　ミゲルが目から望遠鏡を離はなした。バレッツのほうへ返してくる。

　バレッツはそれを小さくたたんだ。懐ふところへしまった。ついでに服の襟えりを持ちあげ、目から下を隠かくした。顔を見られないための用心だ。申しわけ程てい度どの覆ふく面めんだが、なにもないよりはいい。ふだんは色眼鏡サングラスを愛用しているのだが、さすがに真夜中の海上でかける気にはなれなかった。

　いま一度、獲え物ものであるゴンドラの甲かん板ぱんをにらんだ。上の連中も覆面をつけている。布ぬのの袋ふくろを頭からかぶり、目と鼻、口の位置に穴あなを開けただけの代しろ物もの。沿岸警けい備び隊たいを警けい戒かいしてのことだろう。帆船もゴンドラも、まだ帆を広げたり櫂を降ろしたりする段だん階かいまでは至いたっていない。

　バレッツは相棒に言った。

「よし。音を立てずに、少しずつ接せつ近きんする」

　積み替えが終わるまで待ったのは、そのほうがお宝をさがす手間がはぶけるからだ。帆船一隻を丸ごと調べるのは大仕事だが、ゴンドラなら一目で荷の位置を把は握あくできる。ゴンドラごと荷を奪うばってもいい。

　ミゲルが確かく認にんしてきた。

「おまえが連中の注意を引きつける。その隙すきに、俺おれが泳いでゴンドラへ近づき、気づかれないように乗りこむ。連中のひとりを人ひと質じちにとって、全体の動きを封ふうじる。それでいいな？」

「ああ。頼たのんだぜ」

「心配は無用だ」

「速さが肝かん心じんなんだ」

　バレッツの言葉に、ミゲルは無言でうなずいた。彼も簡かん単たんな覆面をかぶった。布を顔に巻まいただけだが、これもバレッツの覆面と同じく、ないよりはましだ。

　バレッツは黒くろ髪かみの長身。ミゲルは髪の色が薄うすく、額ひたいが広く、身長は少し低い。同じような特徴の者は街にいくらでもいるだろう。顔を特定される心配はまずない。

　バレッツは船せん尾びへと向かった。櫂を取りあげた。連中に気づかれる前に、できるかぎり近くまで行きたい。

　櫂を静かに水面へ下ろした。小舟を少しずつ進めはじめた。ミゲルは舳へ先さきに立ち、腕うでを組んで、じっと獲物を見定めている。

　そのうしろ姿すがたをながめ、バレッツはなんとなく声をかけた。

「──ところで、ミゲル」

「なんだ」

「本気で、その格かつ好こうで泳ぐつもりかよ」

「当然だ」

　ミゲルはいつもの長ちよう套とうに身を包んでいる。下には無数の武ぶ器きが隠されている。いずれも中世の騎き士しや暗殺者が持っていたような武器だ。ひとりで騎士団を結成できるほどの分量。お世辞にも泳ぎに適てきした格好とは言えない。

　ミゲルは騎士だった先せん祖ぞに憧あごがれている、という話だった。そのため当時の武器類をせっせと集め、ひたすら修しゆう練れんにはげんでいるらしい。刀や剣けんにかぶれている者はめずらしくないが、彼の場合は常じよう軌きを逸いつしている。彼は、生まれる時代をまちがえた男なのだ。あと二百年、せめて百年ほど早く生まれていれば、騎士や傭よう兵へいとして──先祖のように──名を立てることもできただろうが。

　バレッツは、念のためにたずねた。

「今日だって持ってきてるわけだろ？　その長套の下によ。くそ重い剣だとか棍こん棒ぼうだとか」

「当然だ」

　ミゲルはまたくり返した。

　バレッツはため息をついた。

「いいのか？　錆さびたって知らねえぜ？」

「おまえだって武器は持っているだろう」

「俺は泳いだりしねえだろうが！」

　バレッツは手を胸むねに当てた。上着の内側には特とく殊しゆな燧石式拳銃フリントロツク・ピストルが吊つるされている。一いつ船ぱん的てきな燧石銃は単発式だが、この銃は二十発近い弾だん丸がんを連続して発はつ射しやできる。銃把の中には弾丸の詰つめこまれた筒つつが収おさめられている。その銃を左右の懐ふところにひとつずつ。どちらも知人の発明家──〈錬れん金きん術じゆつ師し〉と呼よばれることもある──からゆずりうけたものだ。

　ふいに、ミゲルが組んでいた腕をほどいた。

「バレッツ」

「なんだよ？」

「あれはなんだ」

「はあ？」

　バレッツは顔を上げた。ミゲルの視し線せんを目でたどった。獲物とは別の場所へ向けられているようだ。

　その対象を自分も目にとらえ、思わず櫂かいを落としそうになった。

「なんだってんだ？」

　港のある方向から、別の舟が近づいてきていた。バレッツたちの舟と同じような小舟だ。それも一隻せきや二隻ではない。舟上にはそれぞれ二、三人ずつ乗りこんでいる。そのうちふたりが恐おそろしい勢いきおいで櫂をこいでいる。

　小舟の群むれがどこへ向かっているかは、たしかめてみるまでもなかった。わずかに水面へ弧こを描えがきながらも、ほとんど一直線に帆はん船せんとゴンドラのほうをめざしている。みるみる距きよ離りが縮ちぢまっていく。

　バレッツは、目で小舟の数をかぞえた。

「最低でも十隻はいやがる──」

「何者だ？」

「わかるわけねえ！」

　声を張はりあげ、さらに目をこらした。そこで思いつき、懐から望遠鏡を出した。一振ふりで伸しん長ちようさせ、顔の前に構かまえる。丸いレンズをのぞきこむ。

　小舟の群れは高速で水面を切り裂き、進んでいた。視点を定めるのが難むずかしい。

　やっと視界におさめられた。小舟に乗りこんでいる連中。その姿を目にして、その姿が意味するところを理り解かいして、バレッツは反射的に息をのんだ。

「あいつら……獣じゆう人じん!?」

　小舟に乗っている者たちは皆みな、特とく徴ちよう的てきな外見を持っていた。服は普ふ通つうに身につけているが、そこからのぞく腕うでは産うぶ毛げがかなり長い。動物の毛皮と人間の肌はだを足して二で割わったような印象を受ける。それらが月光を受けて銀色に輝かがやいている。

　連中の目も爛らん々らんと輝いている。全員が鋼こう鉄てつの剣や短刀を持っているようだ。柄つかに布ぬのが巻まかれただけの、恐ろしく無ぶ骨こつな武器。その数々。

　彼らは獣人と呼ばれている。街の外で放ほう浪ろう生活をしている者たちだ。たまに、野生の獣けものなどを街へ売りにくることがあった。

「無む茶ちやな連中だし、海上で船を襲おそうって話も聞いてたけどよ。よりによって同じもん狙ねらってやがんのかよ？　おれたちと──」

「獣人の群れか。ついてないな」

　ミゲルが無感動につぶやく。

　バレッツはさらに観察した。連中は顔を隠かくそうともしていない。武器を持っているにもかかわらず、全身で自分たちの正体を誇こ示じしている。密みつ輸ゆ業ぎよう者しやたちからの復讐や警備隊からの追つい及きゆうなどまったく意に介かいしていない、ということだろう。いかにも獣人らしい。知ち性せいを有し、人語を話すが、人間よりもはるかに凶きよう暴ぼうとされている連中。

　小舟の群れが水上で弧を描き、帆船の正面へ、さらに左右へとまわりこんでいく。完全に取りかこむつもりなのだ。

「なんてやつらだ」

　バレッツは望遠鏡を下ろした。また懐へ戻もどした。

　櫂をこぐ手は止めたが、バレッツたちの船は慣かん性せいで進んでいた。必然的に帆船やゴンドラ、獣人たちの小舟のほうへ近づいていくことになる。詳しよう細さいが肉にく眼がんでも確かく認にんできるようになってくる。

　帆船や隣りん接せつするゴンドラの連中も獣人たちの接近に気づきはじめている。当然のことながら、船上は大おお騒さわぎになっているようだ。

　たたまれていた帆船の帆ほが展てん開かいされた。ゴンドラのほうでも動きがあり、櫂が水面へと下ろされた。密輸業者たちは船を発進させ、獣人たちを引き離すつもりらしい。

　だが、だめだ。小舟のほうがすでに、完全に帆船とゴンドラを囲んでいる。

　獣人のひとりが吠えた。直後、約十隻の小舟からいっせいに縄なわが放たれた。先せん端たんの鉤かぎ爪づめが帆船とゴンドラの舷げん縁えんにしっかりと食いこんだ。

　密輸業者たちが必死で外そうとするが、鉤爪の数が多すぎる。ふたつや三つ外したところで到とう底てい、追いつけるものではない。

　獣人たちが縄をたぐり寄せる。見る間に距離を縮めていく。

　何人かの獣人が武ぶ器きをふりかざして跳ちよう躍やくした。帆船へ乗り移った。隣接するゴンドラにも乗り移った。

　中に小こ柄がらな、異い様ように腕の長い獣人が混まじっていた。頭とう髪はつ──彼らの場合、たてがみと言ったほうがしっくりとくる──を金色に染そめた獣人。

　バレッツは思いだした。あの獣人のことは小耳にはさんだことがあった。街によく現あらわれる獣人。仲間からは金きん猿えんと呼ばれていたはずだ。異様な、一度見たら忘わすれられない風ふう体てい。

「あの獣人たち。なかなかいい動きだ」

　ミゲルが長ちよう套とうの中で固い音を鳴らした。剣けんの柄を持ちあげたらしい。

　バレッツはふり向いた。

「感心してる場合か！」

「なら、どうする？」

「どうするったって……とにかく、あれはおれたちの獲え物ものだ。横取りされてたまるかよ」

　バレッツは頭をかきむしりたくなった。ミゲルは動じる気配すら見せない。

「乱らん戦せんに加わるか」

「それもちょっとな……」

　バレッツは櫂かいを取りあげた。強く握にぎりしめた。

「獣人どもの動き、それにあの数！──きっと乱戦にもならねえ。あいつらが簡かん単たんに、あっさり密輸業者たちをぶちのめして、それで終わりだ」

「様子を見よう」

　ミゲルが目を細める。







　目を奪うばわれる。思わずつぶやいてしまう。

「すげえ」

　バレッツたちの見ている前で、獣人たちが次々と縄を投げていく。鉤爪を二隻せきの密輸船に食いこませていく。

　密輸船の乗組員たちは逃げきることをあきらめている。いまは船倉から燧石式フリントロツクの長ちよう銃じゆうを取りだしてきている。火薬によって丸い鉛なまりの弾たまを撃うちだす、単発式の銃だ。銃身と発火装そう置ちだけが金きん属ぞく製せいであり、あとはすべて木製。弾丸は銃口から直接、詰つめる形式になっている。

　彼らは乗りこんできた獣人たちに向けて撃ちまくっている。あるいは、船を傷きずつけることを恐おそれ、撃つことをためらっている者もいるようだ。

「銃か」

　隣となりでミゲルがつまらなそうにつぶやいた。彼は銃を心底、嫌きらっている。飛び道具といえば弓か弩いしゆみ。そんな信念に凝こり固まっている。

　帆船の甲かん板ぱんで銃口が次々と火を噴ふく。

　すでに乗りこんでいた獣人がまともに食らい、血を吹ふき、その場で踊おどるようにもだえる。小舟から跳とびあがっていた獣人が食らい、空中で弾はじきとばされる。水面に落ちて盛せい大だいな水しぶきをまき散らす。しぶきの一部がバレッツたちの小舟まで飛んでくる。

　銃弾は次々と獣人をとらえている。海上は火薬の煙けむりで白くかすんでいる。だが、獣人たちの勢いきおいは衰おとろえない。猛たけり狂くるい、ますます凶暴さを増ましている。

　小舟から獣人の老ろう婆ばが跳びあがった。密みつ輸ゆ業ぎよう者しやのゴンドラへ降おり立った。手には巨きよ大だいな、自分の身体からだよりも大きな槌つちを握っている。金属製の柄つかの先端に、無ぶ骨こつな鉄てつ塊かいが取りつけられた代しろ物ものだ。

　老婆が大槌をふりおろした。ゴンドラの船底に叩たたきつけた。恐ろしい形ぎよう相そうだ。ゴンドラ側の乗組員が腰こしを抜ぬかして逃げまどう。

　大槌の衝しよう撃げきを受けて、ゴンドラの船底が砕くだけ散った。木もく片へんが飛び散り、水柱が吹きあがった。乗組員たちは海へ飛びこんで逃のがれた。穴あなから海水が盛大に流れこみはじめる。老婆は仁に王おう立だちになり、周囲の乗組員たちを威い圧あつしている。

　あちこちで密輸業者たちが長銃を撃っている。だが彼らの銃は連れん射しやがきかない。一発撃つごとに、時間をかけて弾丸を詰めなおさなくてはならない。そのため、新たな弾丸を装そう塡てんしている間に、あるいは別の銃を取りあげている間に、獣人たちに距きよ離りを詰められてしまう。着実に倒たおされてしまう。

　獣人たちの大半は短刀を使っているようだ。後方、小舟に残っている獣人たちは短刀を投げ、吹き矢を放ち、密輸業者たちを倒している。そうやって帆はん船せんやゴンドラへ乗り移った仲間たちを守り、援えん護ごしている。
















　ミゲルが感想を述べた。

「たしかに、勝負になっていないな。獣人たちの勢いは圧あつ倒とう的てきだ」

「ああ」

　バレッツは上の空うわでこたえた。同じく上の空で口を開き、つけくわえた。

「中にひとり、特にすばしっこいやつがいやがる」

「俺も気づいて、さっきから見ていた」

「あれってまだ子こ供どもじゃねえのか？　しかも女だ」

　獣人たちは基き本ほん的てきに屈くつ強きようそうな男ばかりだ（あの老婆は別だ）が、その中にひとりだけ、少女──なのだろう、たぶん──が混じっていた。ほかの獣人たちよりも産うぶ毛げがやわらかそうに見える。実じつ際さいにやわらかいのだろう。獣人にも男女差があるらしい。少女は、ミゲルよりもふたつほど年下に見えた。獣人の正せい確かくな年ねん齢れいなどわからないが。

　少女は恐おそろしく素す早ばやい。両方の腕うでに鉤かぎ爪づめのような武ぶ器きを装そう備びしている。いまは帆船の甲板へ乗り移うつり、乗組員たちを次々と蹴け散ちらしている。

　いままた、銃口が少女のほうへ向けられた。火を噴き、銃弾が放たれた。

　少女はとっさに身を伏ふせ、あっさりとそれをかわした。そのまま甲板を蹴りつけるようにして前へ跳とびだした。自分を撃うった男のほうへ肩かたから突つっこんでいく。

　男は激げき突とつを受けた。抵てい抗こうすることもできず、まともに体たい勢せいを崩くずし、仰あお向むけに倒れた。

　少女は倒れかけた男の胸むねを蹴りつけ、跳ちよう躍やくし、舷げん側そくぞいの甲板へと身を躍おどらせた。身体を折り曲げ、身軽に着地する。次の獲え物ものをさがしもとめる。甲板の上を縦じゆう横おうに動きまわる。

「化け物だ」

　バレッツはつばを飲んだ。

　ゴンドラ上では金猿や老婆たちが声をかけあい、棺ひつぎのように見える箱に手をかけていた。抵抗する密輸業者たちを攻こう撃げきし、遠ざけていた。

　棺の表面には華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされている。比ひ較かく的てき小さく、本当に棺だとすれば、子供用の棺といった趣おもむきだ。価か値ちのある物が入っているとすればあの中だろう。同じ棺がもうひとつ、隣に積まれていた。合計でふたつ。今回の密輸における、最大の目玉商品といったところか。

「だが、あれ以上の使い手がいるようだ」

　ミゲルが固い声で言った。

　バレッツは最初、彼がなんのことを言っているのか理り解かいできなかった。だがすぐにのみこめた。

　身軽に動きまわっている獣人の少女。

　彼女以上の使い手がこの場にいる、ということか。

「冗じよう談だんだろ？　そんなの、どこにいるってんだ？」

　言いながら、視し線せんを船上にさまよわせた。

　すぐにわかった。

「獣人じゃなくて、密輸船のほうか！」

　帆船の昇しよう降こう扉とびらが開いていた。やたらと体たい格かくのいい男が甲板へ出ていた。天に向かってそびえるような大男だ。大男はほかの乗組員たちと同じく、布ぬの袋ぶくろの覆ふく面めんで顔を隠かくしていた。密輸の首しゆ謀ぼう者しやなのかもしれない。

　大男は見た目どおりの怪かい力りきだった。舳へ先さき側がわから乗りこんでいた獣じゆう人じんたちを軽々とねじ伏せていた。獣人たちは人間よりも力が強いと言われているが、大男の前では形無しだ。

　大男が獣人を殴なぐりとばし、平手で弾きとばす。それだけで獣人が血まみれになり、高速で回転し、海へと落下していく。

　バレッツは愕がく然ぜんとなった。

「しかもあのでかぶつ、丸まる腰ごしじゃねえか！」

　大男は武ぶ器きを帯びていなかった。素す手でで獣人たちの相手をしている。赤子をあやすような容易たやすさで、次々と獣人たちを床ゆかへ這はわせている。あるいは海へ落としている。獣人たちが赤子以下の存そん在ざいに感じられてしまう。

　ふたりの獣人が同時に、大男の背はい後ごから襲おそいかかった。

　大男はふり向きもしなかった。両手をうしろへふりあげ、迫せまりくる獣人たちの頭部をがっしりとつかんだ。そのまま獣人の身体からだを持ちあげ、前方へ放り投げた。

　ふたりの獣人たちは放物線を描えがき、海中へと没ぼつした。

　大男は凝こりをほぐすように首をまわした。

「あの男、体格がいいだけじゃない。動きも相当のものだ」

　ミゲルが感心した調子でつぶやく。

　獣人たちの小舟から無数の短刀が、針はりのような矢がいっせいに投とう射しやされた。大男の身体へと集中し、襲いかかった。

　大男は身体の前で両手を動かした。飛来した武器のすべてを、こともなくつかみとった。バレッツには目で追うのがやっとの動きだった。大男が腕をふりかぶり、いまつかんだばかりの短刀を投げ返す。小舟めがけて一息に解かい放ほうする。

　小舟の上で獣人たちが続けざまにのけぞった。水面へと落ちていった。その拍ひよう子しに獣人たちの小舟が一隻せき、裏うら返がえった。

「貴き様さま！」

　獣人の少女が叫さけんだ。大男の存在に気づいたのだ。仲間たちを血祭りにあげられていることに気づいたのだ。

　少女が船上を走る。戦う仲間たちの隣を抜ぬけていく。風そのものの勢いきおいで身を屈かがめ、乗組員たちを無視し、足の間を駆かけ抜けていく。大男へと迫っていく。

　乗組員のひとりが銃じゆうを持ちあげた。銃口が少女をとらえていた。

　少女は見向きもしなかった。ひたすら大男のほうをにらんだままで、懐ふところから短刀を投げた。少女の武器──鉤爪──は彼女の腕に直ちよく接せつ、取りつけられているため、手や指は自由に動かせるらしい。

　立ちふさがっていた乗組員が肩かたを押おさえ、手から長銃を落とした。肩には少女の短刀が刺ささっていた。

　落とした銃が船底と触ふれる前に、少女が素早くつかみとった。腕の中で銃身を回転させ、銃じゆう把はに指をからみつかせる。引き金をしぼる。銃口は、いつの間にか大男のほうへ向けられている。

　轟ごう音おん。銃口からの光。硝しよう煙えんの膨ぼう張ちよう。銃じゆう弾だんが大男の胸むねへと撃うちだされる。

　大男は少女を見下ろしていた。その腕が動いた。胸の前へと位置を変えた。胸の前で手が閉とじられ、こぶしが形作られた。

　大男は覆面をしている。だがバレッツには、男が笑ったように感じられた。きっと実じつ際さいにそうだったのだろう。

　大男の手が再ふたたび開かれた。そこから、銃弾が甲かん板ぱんへ落ちた。

　バレッツは、今度こそ手から櫂かいを落とした。足の下で水しぶきがあがった。いまの混こん乱らんの中では、だれも気がついていないが。

「あいつ。あの大男、銃弾を受けとめやがった。見切っただけじゃなくて、手でつかみやがった！」

「バレッツ、まだだ」

　ミゲルが少女のほうへ、鋭するどい視し線せんを向けている。

　バレッツは見た。少女は別の乗組員に体当たりを食わせていた。いま撃ったばかりの長銃を投げ捨すて、別の銃を奪うばいとっていた。その先せん端たんを、銃口を大男の顔へと向けている。さっきよりもさらに距きよ離りを詰つめている。ほとんど大男の鼻と銃口が触れあいそうな距離だ。

「あれじゃ、さすがに回かい避ひできねえ！」

　バレッツはそう思った。獣人の少女もそう考えていたにちがいない。

　少女がまた引き金を引いた。大男の、文字どおり眼がん前ぜんで銃弾が放たれた。

　一いつ瞬しゆん、炎ほのおと硝煙が大男の顔を隠した。海上の風に流され、すぐさまその白煙がかき消された。

「あの男。ただ者ではないな」

　ミゲルの声が流れる。

　見た。バレッツは言葉を失った。目の前の現げん実じつが信じられなかった。

　大男の口もとで覆面の布が焼け焦げ、消し飛んでいた。その下にある口があらわになっていた。大男は歯を食いしばっていた。上の歯と下の歯。その間に、銃弾がしっかりとはさみこまれていた。

　大男は歯で銃弾を受けとめたのだ。眼前から撃ちだされた弾丸を、歯でくわえこんでみせたのだ。

　さすがに少女も驚きよう愕がくし、思考を停止し、動くことを忘わすれている。

　ふいに、大男がゆらりと動いた。右の拳こぶしが下から上へとせりあがった。

　少女の腹はらへと打ちこまれた。少女の身体からだが飛ばされ、軽々と宙ちゆうを舞まった。顔には驚おどろきの表ひよう情じようが張はりついたままだ。

　少女の身体が放物線を描えがく。隣りん接せつするゴンドラまで飛ばされる。落下し、金猿の背せ中なかにぶちあたる。

　金猿は例の棺ひつぎを老ろう婆ばとふたりがかりで運びだそうとしているところだった。自分たちの小舟に向かって放ほうり投げようとしているところだった。ふたつあった棺のうち一方は、すでに別の小舟に積み終えていたようだ。

　背中に少女の激げき突とつを受けたため、金猿の手もとが狂くるった。

　すでに放り投げようとしていた勢いに、激突の衝しよう撃げきが加えられた。力の制せい御ぎよが利きかなくなった。必要以上に勢いがつき、高く、遠くへ投げられることになった。

　棺が獣じゆう人じんたちの頭上を横切る。

　落ちた。バレッツたちの目の前で水柱が噴ふきあがった。バレッツたちはびしょ濡ぬれになった。船上での戦せん闘とうに目を奪うばわれていたために、いつの間にか、かなり流されていたのだ。帆はん船せんとの距離がかなり縮ちぢまっていたのだ。

「驚いたな」

　バレッツは正直な感想を口にした。

　目の前で、華か美びな装そう飾しよくのほどこされた棺が水に浮かび、上下している。

　獣人たちの視線が、密みつ輸ゆ業ぎよう者しやたちの視線がバレッツとミゲルに、そして浮き沈しずみする棺に集中する。皆みなあっけにとられ、無言で棺とバレッツたちを見み比くらべている。

「バレッツ。どうする？」

　ミゲルが訊きいてきた。彼はバレッツよりも多くの水をかぶっていた。長ちよう套とうが水を吸すい、重そうに垂たれている。ごつごつとした武ぶ器き類るいの輪りん郭かくが浮いて見える。

　バレッツはやっと棺から視線を上げた。ミゲルと目を合わせた。

「そんなこと……」

　つばを飲みこんだ。一瞬の金かな縛しばり状じよう態たいから脱だつし、大あわてで言葉を吐はきだした。

「決まってんだろうが!?　この箱──箱か棺かは知らねえけど──とにかくこいつを引きあげろっ。いますぐに！　あんな化け物どもの相手なんかしてられっか。とっととずらかるんだ！」

　バレッツは櫂かいを拾いあげた。幸い、落とした櫂は近い位置に浮かんでいた。まずは小舟の方向をわずかに転てん換かんさせ、浮ふ遊ゆうする棺に横づけさせる。

　櫂を舟底へ置いた。棺のほうへ手を伸のばし、舟ふな縁べりへかがみこんだ。

「あたしたちの獲え物ものだっ。横取りするな！」

　張はりのある声が飛んできた。

　バレッツは声のしたほうへ顔を向けた。

「なんてしぶとさだよ!?」

　あの少女だった。獣人の少女。彼女が身を起こしていた。すでに沈みつつある、密輸業者たちのゴンドラの中で。

　獣人の少女は金猿と老婆の助けを借りて立ちあがった。バレッツたちをにらみつけてきた。大男の一撃を受けたというのに、まだ動けるというのか。

　少女が完全に立った。止めようとする仲間たちの声を無視し、ゴンドラの舷げん縁えんを蹴けりつけた。近くに浮いていた、自分たちの小舟へと飛び移る。さらに跳ちよう躍やくし、バレッツたちの小舟へと身を躍おどらせてくる。

「まかせろ。相手にとって不足はない」

　ミゲルが長套の前を開いた。中から長ちよう剣けんが出てきた。その柄つかをミゲルが握にぎりしめる。そのまま上へとふりあげる。刃が旋せん回かいし、宙にいる少女へと襲おそいかかる。

「む？」

　ミゲルがうなった。同時に甲かん高だかい音が響ひびいた。火花が散ったように見えた。

　少女が両手の鉤かぎ爪づめを交差させ、ミゲルの長剣を受けとめていた。彼女はその場で前転し、長剣の上に立った。長剣の刃の上を走り、ミゲルの腕うでの上を駆かけおりてきた。ミゲルの肩かたを蹴ってさらに跳躍、バレッツの首を狙ねらい、鉤爪の先せん端たんを突つきだしてくる。

「くそっ。しょうがねえ……！」

　バレッツは右手を懐ふところへ滑すべりこませた。銃じゆう把はを素す早ばやく握りしめた。銃を抜ぬきだす。

　前方から、相あい棒ぼうの低い声。

「まかせろ、と言ったはずだ」

　見た。ミゲルはすでに長剣から手を放していた。左手には別の武器があった。小ぶりの弩いしゆみだ。矢も細く短く、通つう常じようの半分の長さしかない。

　ミゲルが引き金をしぼった。矢が放たれ、空気が甲高く鳴いた。

　バレッツは顔をしかめた。

　少女は寸すん前ぜんで気づいた。空中で身をよじった。だが回かい避ひしきれない。矢は少女の脇わき腹ばらをとらえた。少女が喉のどの奥おくで小さく悲鳴をあげた。

　傷きずの程てい度どはわからない。どのような角度で刺さったのか、バレッツの位置からは見えなかった。

「くそっ。殺したんじゃねえだろうな」

　バレッツは唇くちびるを嚙かんだ。死人を出すような仕事はしたくない。そんなものは素人しろうとのやることだ。それこそ獣じゆう人じんたちにでもさせておけばいい。

　ミゲルが弩を下ろした。

「バレッツ。箱が流されるぞ」

「わかってる！」

　少女の身体からだがきりもみ状じよう態たいになり、水面に落ちた。波は紋もんが広がった。浮いた棺ひつぎをさらに激はげしく上下させた。

　棺の隣となりで少女が沈んでいく。その後方で獣人たちが半はん狂きよう乱らんになっている。バレッツたちのほうへ短刀を投げてくる。次々と海へ飛びこむ音が聞こえてくる。少女は、獣人たちの中ではかなり重要な存ぞん在ざいのようだ。

「ミゲル、手伝え！」

「わかった」

　ふたりで腕うでを伸のばし、棺に手をかけた。引き寄よせ、引きあげた。自分たちの小舟へと積みこむ。

　かなり重い。人ひとりぶん程度の重さはあるかもしれない。

　バレッツは銃じゆう弾だんと短刀と吹ふき矢の雨をかいくぐり、なんとか船せん尾びへと戻もどった。櫂を持ちあげ、先端を水面へと差しこんだ。

「逃にげるぞ！」

　そろそろ沿えん岸がん警けい備び隊たいが銃声を聞きつけ、ここへ駆かけつけてくる頃ころ合あいだ。連中の船はそれなりの船足を誇ほこっている。いまは、一いつ刻こくも早くこの場から離はなれなくてはならない。

　ミゲルがバレッツの指し示じを受け入れる。身を伏ふせ、逃とう亡ぼうの態たい勢せいに入る。首だけを曲げて、心残りそうにつぶやく。

「あの娘むすめ。まだ戦えたようだが……まあいい」

「なんだよ。もっと戦いたかったってのか？　あの、獣人の女とよ」

「当然だ」

「だろうな」

　バレッツはうなずいた。最後に自分も帆はん船せんのほうをふり返った。

　なぜか、大男の姿すがたは見えなかった。



















　ディタは怒いかり狂くるっていた。

　数か月前に父親が病死し、族長の地位を受けついで以来、これほどの失態は初めてのことだ。

　街の沖おきで闇やみ取とり引ひきが行われる、かなり価か値ちのある品が輸ゆ送そうされてくるらしい、という情じよう報ほうを聞きつけたのが数日前。族長になってから初めての大仕事になる、と意気ごみ、仲間たちを引き連れ、襲しゆう撃げきをくわだてたまではいいが──結果はこのありさまだ。

　なんとか意い識しき不明の仲間たちを船に乗せ、全員を連れ帰ることはできたが、大おお勢ぜいが重じゆう傷しようを負ってしまった。回かい復ふくするかどうかも定さだかではない。

「くそっ」

　ディタは吐はきすてた。脇わき腹ばらの痛いたみにうめいた。悲鳴を漏もらさないよう歯を食いしばった。手下たちの前で、弱々しいところを見せるわけにはいかない。

　いまは全員が宿しゆく営えい地ちへ引きあげてきていた。街から徒歩で一時間ほどの草原に、約三十ほどの天てん幕まくが張はられている。主だった街かい道どうからは外れており、ここへ獣人以外の者がまぎれこんでくることはまずない。

　ディタは自分の天幕の前に椅い子すを出していた。そこに腰こしかけていた。目の前はいくつかの天幕に囲まれた、広場のようになった場所だ。周囲にはかがり火がいくつも焚たかれている。火の粉が弾はじけ、暗い夜空へと昇のぼっている。まだ夜は明けていない。

　仲間たちは地べたに腰を下ろし、休んでいた。あるいは残っていた仲間──おもに女たちだ──から傷きずの手当てを受けていた。重傷の者は天幕の中で寝ねかされているため、ここにいる者たちは比ひ較かく的てき、軽傷の者ばかりだ。水に飛びこんだ者、そのせいでまだ服や髪かみから水をしたたらせている者も多い。ディタ自身もそうだった。濡れた髪が頭や額ひたいに張りついていた。濡れた服が肌はだに張りつき、不ふ快かい感かんを伝えていた。

　ディタは自分の脇腹を見下ろした。傷は浅かった。かすり傷と言っていい程度だ。それでも矢を射いられた屈くつ辱じよく感かんは消えない。怒りは深く心に刺ささっている。

「だいじょうぶかい？」

　ディタの傷を手当てしていた老ろう婆ばが顔を上げ、心配げに見てきた。元は父の乳う母ばだったという、特大の槌つちを手足のように操あやつる老婆。仲間からは怖こわいおばちゃんと呼よばれている。無ぶ愛あい想そうな態度も怖こわいが、なにより顔が怖い。一族の者たちは皆、「いい子にしてないと怖いおばちゃんが来るよ！」と言って子こ供どもをしつけているぐらいだ。

　ディタは、怖いおばちゃんにこたえた。

「当たり前だ。これぐらい、なんともない」

「しばらくは安静にするんだね」

「できるわけないだろ!?」

　思わず声を荒あらげてしまう。

　ディタは「すまない」と言ってため息をついた。草の波打つ地面を踏ふみしめた。

　周囲では仲間たちがうめき声を漏らしている。食いしばった鋭するどい歯の間からうなり声を発している。喉のどの奥おくをごろごろと鳴らしている。

　彼らとディタの間には棺ひつぎが置かれていた。木材の表面には彫ちよう刻こくが施ほどこされ、さらに金きん属ぞく製せいの装そう飾しよくまでつけられた棺だ。いまは蓋ふたが開けられ、中身が外へ出されている。ディタたちが強ごう奪だつしてきた品はこの棺だけだった。あのゴンドラには、ほかにめぼしい品はなにも積まれていなかった。

「くそっ」

　あらためて仲間たちの顔を見み渡わたした。天幕の中で寝かされている、重傷を負った仲間たちの姿すがたが目に浮うかんだ。傷を受けた瞬しゆん間かんの映えい像ぞうが目に浮かんだ。

　これほどの被ひ害がいを受けてやっと手に入れた戦利品だというのに。なのに、棺の中身は屑くずだった。がらくただった。まったく役に立たない、カネにもならない代しろ物ものばかりだった。とても納なつ得とくできる結果ではない。

「あいつらが横取りしたんだ。あたしたちの獲え物ものを！」

　拳こぶしを握にぎりしめる。また脇腹を痛みが突き抜けた。歯を食いしばった。

　もうひとつの、同形の棺。目の前で奪うばわれてしまったお宝たから。奪ったのは若わかい男のふたり組だった。

　目を閉とじる必要もなく、まざまざと思い浮かべられた。ひとりは黒髪。もうひとりは、暗い中で見たので定かではないが、わずかに額が広く、髪の色が薄うすかったように思う。いまいましいことに、連中は覆ふく面めんで顔を隠かくしていた。声だけはしっかりと記き憶おくしているが。

　棺を小舟に移うつそうとしていた金きん猿えんと怖いおばちゃんは、「持ち帰れた棺よりも奪われた棺のほうが重かった」と話している。こちらは屑だが、もう一方の棺にはそれなりに価か値ちのあるものが入っていた、ということだろう。

「あのふたり組、絶ぜつ対たいに見つけだしてやる。棺を取りもどして、そのあとでぶちのめしてやる！」

　ディタたちが多大な犠ぎ牲せいを払はらい、やっと手に入れかけていた宝を、なんの苦労もしていないふたり組があっさりと横取りしてしまったのだ。そのまま逃にげおおせてしまったのだ。断だんじてゆるされることではない。

「だけど、仲間をこんな目に遭あわせたのは大男のほうだよ？」

　怖いおばちゃんがディタの傷に布ぬのを巻まき終え、立ちあがった。一歩、漂ただようような動きであとじさる。

　ディタは首をふった。

「あの大男は帆はん船せんを守ってた。抵てい抗こうしてくるのは当たり前だ。卑ひ怯きようなことはしてない。だけど、あいつらは別だ！」

「だけど、どうやって見つけだすっていうんです？　手がかりはこいつだけだ」

　仲間たちの間から、金きん猿えんが進みでてきた。姿し勢せいの悪い、そして腕うでの長い、髪を金色に染そめた小男。彼の容よう貌ぼうはほかの獣じゆう人じんたち以上に人間離ばなれしている。金きん髪ぱつがその異い様ようさをさらに強めている。

　金猿は小ぶりの矢を持ちあげ、顔の前へかざした。ディタに射いかけられた弩いしゆみの矢だ。さらに前へ出てきて、ディタのほうへ差しだしてくる。

　ディタは腕を伸のばした。金猿から矢を受けとった。

「これがあれば十分だ。弩なんて滅めつ多たに使われるものじゃない。街に出まわってる数なんて知れてる」

「そりゃまあ、そうですが」

「それに、あの場にいたってことは、ろくな連中じゃないだろ？　きっと盗とう賊ぞくかなにかだ。どこの組そ織しきに属ぞくしているのかはわからないけど。とにかく、その手の連中に訊きいてまわれば情じよう報ほうは出てくる」

「そんなに簡かん単たんなもんですかね？　あの街に、どれだけたくさんの悪あく党とうがいることか」

「あのふたり。組織に属してるって感じではなかったけどね」

　怖こわいおばちゃんが口をはさんできた。

「組織の連中があの船を襲おそう気だったなら、ふたりだけで来たりはしないもんだろ？」

「なら、どうだっていうんだ？」

　ディタは怖いおばちゃんにたずねた。たずねてから、自分で思いついた。

「そうか。組織に属してないってことは、個人で勝手に稼かせいでるやつら……」

「それなら、心あたりがないこともありませんぜ」

　意外にも金猿が、うれしそうに申しでてきた。

「そういった独どく立りつ系けいの盗賊やらなんやら、ろくでもない連中──まあ、俺おれたちが言うのもなんですけどね。とにかく、そういった連中の集まる店があるんですよ。その店、ちょくちょく行くんですがね」

「またそんなところへ通ってるのかい？　人間の店なんかに」

　怖いおばちゃんが金猿をにらむ。

　金猿は「しまった」という顔になり、ふるえあがった。

「まあ、たまに情報収しゆう集しゆうってことで……」

「いいから続けろ」

　ディタは金猿をうながした。

　彼はこれ幸いとばかりに、怖いおばちゃんから顔をそらした。

「その店の主人からいろいろ聞けると思いますぜ」

「そいつのところ。案内できるか？」

　ディタは金猿にたずねた。

「もちろん。いつでも言ってくだせえ」

　独立系の悪党が集つどう店へ乗りこむ。その店の主から情報を得る。うまくいけば昨日のふたり組を直ちよく接せつ、見つけることだってできるかもしれない。

　悪くない考えに思えた。怖いおばちゃんも不満はなさそうだ。

　ディタは顔を上げた。一族の仲間たちを見み渡わたした。

「よし、陽が昇ったら案内してくれ。そいつのところへ、みんなで訊きにいくんだ。それまでは休むぞ」

　いまに見ていろ、と心の中でつぶやく。
















　　　　バレッツ




〈水上都市〉サザラックは悪党たちの街として知られている。

　元はただの港町だった。近きん隣りん最大の都市国家ではあったが、それだけの話だった。変化がいつ訪おとずれたのかはわからない。世界中からさまざまな物資を集める都市は、いつの間にか、世界中の悪党を集める都市にもなっていたのだ。

　街には太い運うん河がが流れている。それよりやや細い運河が縦じゆう横おうに走っている。さらに、それらの間を細かい水路が網あみの目め状じように走り、広がっている。水路の数は千とも二千とも言われている。正せい確かくに把は握あくしている者などいないのではないか。街での移い動どう手しゆ段だんは唯ゆい一いつ、船だけだ。大型のゴンドラや小型のゴンドラ、小舟などが常つねに行き交かっている。運河や水路の間にかけられた円えん弧こ状の石橋をくぐっている。

　迷めい路ろのような街路は悪党たちにとって格かつ好こうの棲みかとなっている。彼らの多くは特定の犯はん罪ざい組織に属している。悪党たちによる悪党たちのための組織だ。それぞれの組織は貧ひん民みん街や商業地区、住じゆう宅たく地区などを縄なわ張ばりにしている。組織は街で絶ぜつ大だいな影えい響きよう力りよくを誇ほこっている。街を統すべる評ひよう議ぎ会かいには組織の息がかかっているし、大半の飲食店や商店は組織にみかじめ料を払はらっている。

　組織に属さない悪党は少数派はだった。

　バレッツやミゲルはその少数派に含ふくまれていた。

　組織の情報網もうには頼たよらず、独自に盗ぬすみの仕事をこなしていた。







　ことの発ほつ端たんはステラの一言だった。彼女は〈指ゆび切きり〉亭ていの女主人を務つとめている。

「なんか、すごい価か値ちのあるものが密みつ輸ゆされてくるんだって」

〈指切り〉亭は街の海側、倉庫街に位置する酒場兼けん宿屋だ。バレッツとミゲルはこの店の上階で暮くらしている。ありがたいことに、店はどの犯罪組そ織しきの影響も受けていない。港こう湾わん地区はあらゆる組織が利用しているため、いわば勢せい力りよくの緩かん衝しよう地ち帯たいとなっているのだ。

　ステラの年ねん齢れいは若わかく、バレッツと同い年という話だった。商業地区に二号店（そちらは〈揚あげ足〉亭という名前だった）を開いた父親に代わり、こちらの店をひとりで仕切っている。彼女が寝ね泊とまりしているのは父親の店のほうだ。

「えらく漠ばく然ぜんとした話だな。密輸されてくるものってなんだよ」

　そのとき、バレッツはカウンターで遅おそい昼食をとっていた。ステラの一言はカウンターごしに発せられたものだった。

　店にはほかにも客がいたが、皆みな、うしろの卓テーブルについていた。ステラとバレッツの会話が漏れ聞こえる心配はない。

　ミゲルは壁かべ際ぎわで剣けんを構かまえていた。刃の上には水の入った硝子ガラスの杯さかずきが載のせられていた。剣を水平にし、杯が倒たおれないようにしているのだ。

　ミゲルによれば、集中力を鍛きたえるための訓練だという。店の客は常じよう連れんが多く、ミゲルの奇き行こうにあらためて驚おどろくような者はなかった。

　ステラは杯を磨みがきながら、バレッツの問いにこたえた。

「知らないわよ。ただそんな話を聞いただけ。あ、でも、いつ送られてくるかってことはわかってるわよ。明日の夜中だって。第三桟さん橋ばしの沖おきで受け渡わたしが行われるみたい」

　ステラは酒場の主人という立場を利用し、さまざまな事じ情じように通じている。彼女の父親は異い様ように広い人脈を持っており、彼女はその一部を店と共に受けついでいる。

　彼女が事情通である理由は他にもあった。彼女自身の外見がそうだ。彼女を目当てに訪おとずれる客の数は決して少なくない。客たちは彼女に対して、ついつい口をすべらせてしまう。バレッツの目から見ても、それなりに魅み力りよくのある顔と身体からだではあった。バレッツ自身は、彼女の前で認みとめたことなど一度もないが。

「ねえ。襲おそっちゃえば？」

　ステラは、単刀直入に切りだしてきた。

「来るのは帆はん船せんが一隻せきと大型のゴンドラが一隻。護ご衛えいの数は二十人ぐらいだって。うまく立ちまわれば、なんとかなる数でしょ？」

「おめえ、軽く言ってるけどな。二十人っていやあ、相当な数だぞ？」

「だから、うまく立ちまわればって言ってるじゃない」

「それに、ずいぶんくわしい情じよう報ほうが出まわってるみたいじゃねえか」

　バレッツは指先で色眼鏡サングラスの位置を戻もどした。これも知りあいの発明家が作ってくれたものだ。とはいえ、色眼鏡自体はそうめずらしいものでもない。

「おめえの耳にも入るってことは、それなりに噂うわさが広まってるってことだろ？　先にほかの悪あく党とうどもが狙ねらってそうだし、それどころか、警けい備び隊たいが仕し掛かけた罠わなって可か能のう性せいもあるじゃねえか」

「そんなことないって。だってこの情報をくれたの、がせネタは絶対に言わない人だもん。あたしだけにってことで、特別に教えてくれたの」

「だれだよ、そんな物好きなやつ」

「風ふう船せん爺じじい」

「あの爺じいさんか……」

　この店の、常連客のひとりだった。恐おそろしく高こう齢れいであり、にもかかわらず、どうやらほかの客たちと同じく（むしろほかの客たち以上に）ステラに好意を寄よせているらしい。彼は無数の瓦ガ斯ス入り風船を使い、隣となりの大陸から海を越こえてここまでやってきた、という噂だった。

「なら、信用できるかもしれねえな」

「でしょ？」

　いつも、これと似にたような流れだった。ステラが情報を提てい供きようし、バレッツとミゲルが盗みの仕事を実行する。利益の中から情報料と家や賃ちんをステラに支し払はらう。盗んだ品を売りさばく、あるいは買い手を見つけるのもステラの役目だった。

　バレッツは杯を取りあげ、水を飲んだ。

　杯を、よく磨かれた木のカウンターへ戻す。

「その密みつ輸ゆに関わってる連中。でかい組織の関係者ってことはねえだろうな？　だとしたら、あとあと面めん倒どうだぜ」

「そりゃ、少しぐらいの関係はあるかもしれないけど。組織そのものってことはないんじゃない？　もしそうなら、風船爺が教えてくれてるはずだし」

「爺さん自身が知らなかったってこともあるじゃねえか」

「そうだけど」

「微び妙みようなところだよな」

　サザラックは悪党たちの街だが、それはたんに悪党の数が多いというだけの話だ。彼らがより強い力を持っているというだけの話だ。住民のすべてが悪党というわけではない。当然のことながら、市民の大半は善ぜん良りような一いつ般ぱん住民に過すぎない。まっとうな職しよくがあり、家族があり、先せん祖ぞ代々この街に住んでいる。

　バレッツは丸まる椅い子すを回転させた。身体からだの向きを変え、相あい棒ぼうに問いかけた。

「ミゲル。おまえはどう思う？」

「俺おれは、どちらでもいい。バレッツがやりたければやれ。俺も手伝う」

　明めい快かいな答えだ。

　バレッツはどう判はん断だんすべきか迷まよった。たしかにカネは欲ほしい。たくわえは底をついている。そろそろステラに、正せい確かくにはその父親に家賃を支払わねばならない時期でもある。

　バレッツは相棒の姿すがたをじっとながめた。悩なやみのない彼がうらやましいと思った。

　また、なんとなく声をかける。

「なあ。その訓練、飽あきねえか？」

「訓練は、飽きる飽きないの問題じゃない」

　ミゲルは集中を乱みださない。

　バレッツはかじりかけのパンをつかみ、ミゲルのほうへ投げつけてみた。

　ミゲルは手首を操あやつり、刃やいばの上の杯さかずきを天てん井じよう付ふ近きんまで垂すい直ちよくに放りあげた。さらに腕うでを返し、刃を突つきだし、切っ先をパンに刺さした。パンを突き刺したままで剣けんの位置を元へ戻もどし、刃で杯を受けとめ、しゃがむような動きで落下の衝しよう撃げきを殺した。またも剣が水平に固定される。刃の上で杯が揺ゆらめき、やがて静止する。

　ミゲルが杯を見つめたままで言った。

「食べ物を粗そ末まつにするな」

「……わかった。気をつける」

　言ってから、バレッツは椅子の向きを戻した。ステラと顔を合わせた。

「すげえな。いまの見たか？」

「すごいわね」

「あいつは一生、現げん役えきだ」

「きっとそう。だけど、あんたも同じだ、なんて考えないほうがいいわよ」

「うるせえ」

　──こんな会話を交かわしたのが一日半前。







　そしていままた、バレッツとミゲルは同じ場所へ戻っていた。

〈指切り〉亭、開店前の早朝。まだ陽ひも昇のぼらないような時じ刻こく。

　小舟で水路を進み、〈指切り〉亭の裏うら口ぐちへつけた。店は水路に隣りん接せつする形で建っている。舟で直ちよく接せつ、乗りつけられる構こう造ぞうになっている。サザラックの街路は非ひ常じように入り組んでいるため、馬車を使うことは不可能に近い。そのぶん、街全体が小舟やゴンドラの移い動どうに適てきした構造になっているのだ。

　幸い、早朝の水路にほかの船せん影えいはなかった。ただの一隻せきともすれちがわず、だれにも見られることなくたどり着けた。

　ステラは──薄はく情じようにも──ぐっすり眠ねむりこんでいた。バレッツとミゲルは彼女を叩たたき起こした。店の戸と締じまりを確かく認にんさせて、棺ひつぎを店内へ運びこんだ。

　三人で椅子や卓テーブルを壁かべ際ぎわへ寄よせた。棺を店の中央に置いた。棺を得た際のいきさつ──ゴンドラを襲おそおうと待ちかまえていたら目の前で獣じゆう人じんどもに先を越こされて密みつ輸ゆ業者との乱らん闘とうが始まってそれを見ていたらなぜか目の前に棺が飛んできた！──を聞いて、ステラはげらげらと笑った。

　三人でたなぼた的な成功と幸運を喜びあった。

　緊きん張ちようと期待に引きつった顔で、一息に棺の蓋ふたを開いた。

　中から少女が出てきた。







「子こ供どもだ」

　と、ミゲルが見たままを口にした。

「たしかに子供ね」

「ああ。子供だ」

　ステラとバレッツも同意した。三人で棺と少女を取りかこんだ。

「や、やっと出られたわ」

　少女が身を起こした。まだかなり幼おさない。十歳さいにも満たないのではないか。

　身につけている服は一見、簡かん素そだが、使われている布ぬのが上じよう質しつであることはすぐにわかった。艶つやのある赤い靴くつをはいている。下町の、どこにでもいる少女というわけではなさそうだ。

　なら、どこのだれだというのか。

「冷たかった。とても冷たかったわ」

　少女は腕うでを曲げた。自分で自分の身体からだを抱かかえこんだ。

　わずかに浸しん水すいしていたらしい。少女の服は濡ぬれそぼっていた。髪かみも湿しめり気を帯び、額ひたいや頭に張はりついていた。身体がかすかにふるえている。奥おく歯ばがカチカチと鳴っている。

　棺などに入れられていて、よく窒ちつ息そくしなかったものだ。あまりにも窮きゆう屈くつだったため、手足を動かすことができず、棺の内側を叩いて助けを呼よぶこともできなかったらしい。

「ステラ」

「ん。わかってる」

　バレッツの呼びかけにこたえ、ステラがカウンターのうしろへまわりこんだ。

「なにか温かいものを用意するわ。ミルクでいい？　それともお湯割わりとか」

「ありがとう。ミ、ミルクをいただけるかしら」

　少女が青い顔を上げ、舌した足たらずな口調でこたえた。いまだに声がふるえている。

　バレッツはミゲルにうなずきかけた。

　ミゲルはうなずきを返した。身につけていた長ちよう套とうを外し、少女の肩かたにかぶせた。

　少女がミゲルの顔を見上げる。「ありがとう」と礼を言う。彼女は両手で長套の前をかきあわせた。重みでよろめき、倒たおれかけた。
















　バレッツは片かた手てで彼女の身を支ささえた。

「だいじょうぶか？」

「ええ、だいじょうぶ。ところで──」

「ところで、だれなんだ？　おまえはよ」

　バレッツは少女の言葉をさえぎってたずねた。

　視し線せんが交こう錯さくした。少女が先にそらした。

　彼女は店内をぐるりと見まわした。ミゲルの上でしばらく視線を留とどめ、次にカウンターの奥にいるステラを見つめ、またバレッツのほうへ目を戻した。

「ここ、どこなの？　あなたたちはだれ？」

「質しつ問もんをしてるのはこっちだ。先にこたえろ」

「あら、質問をしてるのはわたしだって同じよ。先に訊きこうとしていたんだから」

「なかなか生意気なガキじゃねえか」

「聡そう明めいな少女だ」

　ミゲルが言った。長套を外したために下の装そう備びがあらわになっている。

　どの装備も革かわ紐ひもや金具で留とめてあった。たとえば柄えに三本の鎖くさりが、さらにその先に棘とげつきの鉄球がつながれた代しろ物もの。つるはしを小ぶりに、より凶きよう悪あくにしたような代物。投とう擲てき用ようの短剣。鎌かま。鉄てつ製せいの棍こん棒ぼう。中に砂すなを詰つめこんだ革かわ袋ぶくろ。背せ中なかには鉄製の盾たてらしきものまで背負っている。その盾の内側にも、いろいろと武ぶ器きが隠かくされているはずだ。

　バレッツは注意した。

「ミゲル。ガキをほめてる場合じゃない」

「すまない」

「お宝たからが出てくると思ったら、役に立たない──それどころか、見るからにやっかいそうなガキが出てきやがったんだ。せっかくいい重さだと思ったのに！　まちがいなく金貨やら薬やら宝ほう石せきやらが出てくると思ったのに！」

　バレッツはあらためて少女のほうをながめた。

　彼女はまだ棺ひつぎの中に腰こしかけていた。中身が完全に見えているわけではないが、ほかになにか入っているようには見えなかった。棺の中身は少女だけ。そう考えてまちがいなさそうだ。

　少女が頰ほおをふくらませる。

「あら、いい重さだなんて言わないでほしいわ。それじゃまるで、わたしがすごく重いみたいじゃない。失礼ね」

「これを飲んで」

　ステラがカウンターから出てきた。ミルクの杯さかずきを少女に手て渡わたした。鍋なべで手早く温あたためたものだ。白い湯気が立ちのぼっている。

　少女は両手で受けとった。しばらく湯気を顔で受けた。彼女は杯の縁ふちに口をつけ、熱すぎたらしく、わずかに顔をしかめた。

　上目づかいになり、またもバレッツに訊いてくる。

「それで、だれなの？　あなたたち。船を襲おそった人たちの仲間？──ではなさそうだけど。毛皮に包まれていないし」

「ちょっと待った。船を襲った人たちってことは──見てたのか？　獣人どもの襲撃をよ」

　バレッツはたずねた。この少女は、ずっとこの棺に入れられていたわけではないらしい。

「見てたわ」

「なら、あの襲しゆう撃げきのときは、まだ船の上にいやがったってことだろ？　普ふ通つうに動きまわれてたってことだろ？　なのに、なんでそんな棺に入ったりしたんだよ。無理やり入れられちまったのか？」

「ちがうわ」

　杯の上で、少女が小さく首をふる。

「だって、とても怖こわかったんだもの。襲ってきた人たちに殺されるんじゃないかって思った。だから、とっさに、近くにあったこの棺の中に隠れたの。大あわてで中身を外へ出して。そしたら蓋ふたが開かなくなってしまって」

　肩をすくめる。その先はわかるだろう、というように。

　ステラが椅い子すを引っぱってきた。背もたれを前にして腰かけ、少女を正面から見下ろした。

「なら、その棺に入れられて売りとばされてた、というわけじゃないってことよね。なんで密みつ輸ゆ船せんなんかに乗ってたわけ？　子こ供どもの乗るものじゃないと思うけど」

「密輸船？　わたしが乗ってたのは、密輸船なんかじゃないわ」

「明らかにそういう雰ふん囲い気きだったぜ？　真夜中に荷の受け渡わたしをして、無灯火でこの街を目ざしてた。うしろぐらいことがないのに、なんでそんなことするよ？」

　バレッツは立ちあがった。自分も椅子を引っぱってきた。少女の右側に陣じん取どる。

「そんなこと、わたしにわかるわけないわ。夜中になったのは、きっと向こうを出た時間の関係だと思う。船が灯あかりをつけていなかったのは、きっと燃ねん料りようが切れていただけよ」

「なら、覆ふく面めんをしてたのは？」

「昨日は寒かったから」

「んなわけあるかって」

　バレッツはあきれて肩かたをすくめた。

　少女が口をとがらせ、また訊いてくる。

「それより、あなたたちだれなの？　おじさまの仲間？」

「おじさまって？」

　ステラがたずねた。

　少女はうつむきかげんになり、用心深い表ひよう情じようになった。

「知らないってことは、おじさまの仲間ではないってことね」

「聡明な少女だ」

　と、ミゲルがまた感想を述のべた。バレッツとステラはそれを無む視しした。

　バレッツは質問を続けた。

「まず、おめえの正体を話せ。そしたらおれたちがだれなのかも言ってやる。いいか、もういっぺん訊くからな。なんであの船に乗ってた？　おめえは何者なんだ？」

「わたしは……わたしの名前は、レベッカよ」

「名前なんかどうだっていい」

　バレッツの言葉に、少女──レベッカは少しむっとしたようだ。ふくれっ面つらになり、だが一いち応おうは話しはじめた。

「わたしは、べつにだれってことはないわ。お母さまのところからお父さまのところへ引っ越こしてきただけ。うちはお金持ちなの。あの船に乗っていたのは使用人で、おじさまはお父さまの、一番の部下」

　レベッカは話した。彼女の両親は離はなれた街で別べつ居きよしているという。家庭の事情というやつだろう。父親はサザラックで暮くらしており、母親は別の都市国家で暮らしている。レベッカはいままでずっと母親のもとで育てられていたが、今回、父親のもとへ引きとられることになった。昨日は朝から船で移い動どうし、夜になってサザラックの沖おきまでたどり着いて、父親の部下であるおじさまに迎むかえられているところだった。

「でも、わたしはいやだったの。いままでも十分に窮きゆう屈くつな生活だったけど、お父さまと一いつ緒しよに暮らすことになれば、もっと窮屈になるわ。何度か預あずけられたことはあったから、そのことはわかってたの。部屋から部屋へ移動するだけでも人を呼よんで、いちいち安全をたしかめてもらって。屋や敷しきの中を好きに歩きまわることもできない。そんなのって信じられる？」

「さあな。だけど、おめえが金持ちのお嬢じようさまだってことはわかるぜ」

「だから、それがいやで、わたしは逃にげだそうと思った。ちょうどおじさまに薬入りのお茶を飲ませて、身体からだをしびれさせて、やっとそばから離れられたところで──あの怖い人たちに襲われてしまったの。毛皮に包まれた人たちに」

「獣じゆう人じんだ」

　ミゲルが神しん経けい質しつそうに訂てい正せいする。

「おじさまっていうのは、やっぱあいつのことだろうな」

　バレッツはレベッカからミルクの杯を取りあげた。喉のどが渇かわいていた。一口、ミルクを飲みこんだ。ステラが非ひ難なんがましい目で見てくる。「子供の飲み物を横取りするなんて、ほんと最低ね」とつぶやいてくる。

　バレッツはステラの小言を聞き流し、杯をレベッカに返した。レベッカは二度と口をつけようとしなかった。生意気なガキだ。

「おじさまは、おじさまよ。とても大きくて力持ちなの」

「あの大男だ」

　ミゲルが無む意い識しきの動作で剣けんの柄つかをつかんだ。大男の強さを思いだし、対たい抗こう意識を燃もやしているらしい。

　バレッツはふと思いつき、レベッカにたずねた。

「なあ。いま薬を飲ませたって言ったな？　あの大男、薬を飲まされて、なのにあそこまで強かったっていうのか？　べらぼうだったぜ、あいつはよ。まさに化け物だ」

「言ったでしょ、おじさまは力持ちなんだから」

　レベッカがカウンターのほうへ歩み寄よった。背せ伸のびをしてミルクの杯をその上へ置いた。かかとを床ゆかへ戻もどし、ふり向き、バレッツたちに質問を向けてくる。

「さあ、今度はあなたたちの番よ。いったいだれなの？　ここはどこ？」

　バレッツとステラは顔を見合わせた。正直にこたえるべきかどうか。

　と、考えていたところで、横からミゲルが口を出した。

「俺おれたちは盗とう賊ぞくだ。おまえたちの船を狙ねらっていたが、襲おそう前に獣人たちが襲しゆう撃げきをかけた。俺たちは先を越された。だが偶ぐう然ぜん、おまえの入った棺ひつぎが海へ、俺たちの目の前へ落ちた。だから俺たちは棺を引きあげて逃にげた。中に価か値ちのある物が入っていると思ったからな。それで、ここは俺たちの家だ」

「ミゲル、おまえな」

「正直にこたえすぎだわ」

　バレッツとステラは手で顔をおおった。頭を抱かかえこんだ。ひどい頭ず痛つうがしてくる。

　レベッカは、それほど驚おどろいてはいないようだ。盗賊という存そん在ざいに実感が湧わかないのかもしれない。彼女はミゲルの言葉を冷静に受けとめ、嚙かみしめるように言った。

「そう。泥どろ棒ぼうなのね、あなたたち」

「だが獣人たちとは無関係だ。俺たちは、殺しはやらない」

　ミゲルが淡たん々たんと続ける。

　バレッツはあきらめ、顔と頭から手を下ろした。レベッカに話しかけた。

「わかっただろ？　おれたちはお宝たからがほしかった。なのに、出てきやがったのはおめえだけだ。迷めい惑わくしてんだよ。親おや父じさんは大金持ちだって言うけどよ。おめえがもぐりこんだ棺の中、元はなにが入ってたんだ？」

「よく知らないわ。荷に造づくりはほかの人たちにまかせっきりだったから」

「中身、自分で出したって言ったじゃねえかよ」

「出したけど、たいしたものはなかったはずよ。ちょっとした服だとか小箱だとか。そんなものばかり」

　バレッツはため息をついた。どうせよく見もせずに放りだしてしまったのだろう。自分がもぐりこむために。実じつ際さいは目が飛び出るようなお宝たからが入っていたにちがいない。その服は金貨数百枚まいに値あたいするような品だろうし（とびきりの生き地じとちりばめられた宝ほう石せき！）、小箱の中身は想そう像ぞうしただけでめまいがしてくるような代しろ物ものだったに決まっている。

　それらはすべて投げ捨すてられてしまったのだ。あのゴンドラは船底に穴あなが開き、みるみる沈しずんでいくところだったから──お宝は海の藻も屑くずとなった可か能のう性せいが高い。乗組員たちはお宝を拾うどころではなかったはずだ。

「やっぱり宝物なんかなかったと思うわ」

　レベッカがつけくわえる。

「帆はん船せんから移うつされたのは棺がふたつだけだし。もうひとつのほうだって、中身は同じようなものだったはずよ」

　バレッツは「同じように価値のある代物だったんだろうよ。おめえにそれが見み抜ぬけなかっただけで」と心の中でののしった。なんといまいましいことか。その、もう一方の棺については、獣人たちに奪うばわれてしまったのだ。まんまと先を越されてしまった……。

「残念ながら、幸運は得られなかったってことね」

　ステラが落らく胆たんした声で言った。

　バレッツもうなだれ、うなずいた。目の前の棺を見下ろしてみたが、それほど価値があるようには見えない。凝こった装そう飾しよくが施ほどこされてはいるが、それだけだ。装飾だけなら〈指切り〉亭ていの内装だって負けてはいない。

　レベッカに、投げやりにたずねる。

「それで……これは純じゆん粋すいな興きよう味みで訊きくんだけどよ。その大金持ちだっていうおめえの父親、なんて名前なんだ？　どこのどいつだ？」

「そんなこと言えるわけないわ。お父さまの名前がわかったら、あなたたち、わたしを人ひと質じちにして身みの代しろ金きんを取るつもりでしょう」

「んなことするかよ」

「誘ゆう拐かいは成功率りつが低い。あれは素人しろうとのやる仕事だ」

　ミゲルが少し傷きずついたように、むっつりと言う。

　レベッカは鼻を鳴らした。無理して大人びたふるまいをしている。

「だとしても、話すわけにはいかない。わたしは家出中の身だもの。送りかえされたりしたら、たまったものじゃないわ」

「馬ば鹿か抜ぬかしやがれ」

　バレッツは椅子の背にもたれた。

「んなもん送りかえすに決まってんだろうが。うまくやれば謝しや礼れいだってもらえる。それをいただいて終わりだ」

「そんなことさせるもんですか。あなたたちは一いち応おう、わたしを誘拐したんだもの。そのことに変わりはないわ。謝礼なんてとんでもないことよ。お父さまに言いつけてもいいし、街の警けい備び隊たいに言いつけてもいい。そうなればあなたたち、一生、監かん獄ごくで暮くらすことになるでしょうね。お父さまはとても知りあいが多いの。評ひよう議ぎ会かいのえらい人にも知りあいはいるから、あなたたちを死し刑けいにしてもらうことぐらい、とても簡かん単たんなことだわ」

「聡そう明めいな少女だ」

　ミゲルが再さい三さん、くり返した。

　ステラは「少しだけ、認みとめるわ」と同意した。

　レベッカは急になにか思いついた様子で、店の内装を真しん剣けんな目で見つめはじめた。しばらくきまじめな表ひよう情じようで観察し、やがて納なつ得とくがいったらしく、バレッツたち三人の目を順々に見てきた。

「ねえ、お願い。いまのは噓うそだから。言いつけたりしないから、もう少しだけここに置いてくれない？　どうせどこか行き先は決めなくちゃいけなかったんだもの。この店、とても居心地がよさそう」

「おめえ馬鹿か？　おめえをここに置いとくなんて、できるわけねえだろうが」

　バレッツは今度こそ本気であきれた。椅い子すからまた身を起こした。

「さっきも言っただろ？　おれたちはしょっちゅう盗ぬすみをやってるんだ。それで食ってる。おめえなんて邪じや魔までしょうがねえし。それに、ここがどこだかわかってんのか？」

　幼おさない顔を見つめる。

「サザラックなんだぜ？　悪あく党とうどもが大手をふって歩いてるような街だ。おれたちは盗とう賊ぞくってだけじゃなくて、人殺しかもしれねえ。理由もなく殺しを楽しむような極ごく悪あく人にんかもしれねえ。ここに置いてくれ、なんてとんでもねえ話だ。馬鹿を言うにもほどがあるぜ」

「さっき殺しはやらないって、そっちの人が言ったわ」

　レベッカがミゲルのほうを指さす。ミゲルが几き帳ちよう面めんにうなずく。

　バレッツの代わりに、ステラが口を開いた。

「そう言ったのはミゲルだけでしょ？　殺しをやらないのはミゲルだけかもしれない。あたしはひどい女かもしれない。あんたなんか知らないって言って、林りん檎ごの樽たるに詰めて、石と一いつ緒しよに海へ沈しずめちゃうかもしれない」

　おめえなら本当にやりかねないよな、とバレッツはつぶやいた。幸い、ステラの耳には届とどかなかったようだ。

　レベッカがさらに反はん論ろんしてくる。

「そんなことをするような人が、ミルクを飲ませてくれたりするもんですか」

「鋭するどいわね」

　ステラが渋しぶ々しぶながら認みとめる。

「ねえ、お願い。少しだけここに置いて。あなたたちはきっといい人よ。わたしを放ほうりだしたりしないで」

「やなこった」

　バレッツは即そく答とうした。こんな面めん倒どうな荷物を背せ負おいこんでたまるものか。

　ステラも、めずらしくバレッツの肩かたを持った。

「ほめてくれるのはうれしいけど。でも、そんな余よ裕ゆうないわ。この男どもが仕事をしくじってくれたことだし」

「それはねえだろ？　不ふ可か抗こう力りよくじゃねえか」

「なら、警備隊のところへ行くわ。あなたたちが泥どろ棒ぼうだって、誘拐犯はんだって言いつけてやる」

　レベッカが無理に強がった表情で言った。あからさまに脅きよう迫はくしてくる。

　バレッツはため息をついた。

「よしわかった。いい度ど胸きようだ」

　たまにいるのだ、こういうわけのわからない小こ娘むすめが。自分の中で勝手な結論を導みちびきだして、それを周囲にまで押おしつけようとしてくる。もっとも、その小娘がここまで若わかい──というより幼い──場合はあまりないが。

「どうするつもりだ？」

　ミゲルが首をかしげた。ステラも物問いたげな目で見てきた。

「カネも入らなかったっていうのに、こんな面倒なことに関かかわってる暇ひまなんかあるか」

　バレッツは椅子から立ちあがった。

「いますぐ、このガキを売っぱらう」







　また裏うら口ぐちから小舟に乗りこんだ。バレッツが櫂かいを握にぎり、水路をゆっくりと進んだ。

　いつの間にか空には朝あさ陽ひが昇のぼっていた。緑色に濁にごった水路を照らしている。水面がまばゆく輝かがやいている。行き交う別の小舟も目につくようになった。

　路地から路地へ、小さな橋が水路をまたいでいる。その下を小舟で、身を屈かがめながらくぐり抜ける。その瞬しゆん間かんだけ舟が影かげに包まれる。

　左右には石いし造づくりの建物が並ならんでいる。大たい抵ていが三階建てか四階建てだ。住人たちが窓まどから身を乗りだし、洗せん濯たく物ものを吊つるしている。一階の窓からは調理の湯気が立ちのぼっている。どこかから子こ供どもたちの声が聞こえている。

　これほどまでに運河や水路が発達しているのは、この街が海の上に造られているためだ。なぜ海の上などに街が造られたのかはわからない。理由はだれも知らない。どのみちバレッツは流れ者であり、生まれたときからこの街に住んでいるわけではなかった。街そのもにそれほど興味があるわけではない。

　意い識しきが記き憶おくの中をさまよう。

　この街を訪おとずれたのは数年前のことだった。当時、バレッツはとある悪党の用よう心じん棒ぼうを引き受けていた。悪党は大物だった。サザラックを根ね城じろとする犯はん罪ざい組そ織しきの幹かん部ぶだった。

　あるとき、その悪党が人を殺した。その罪つみをバレッツにかぶせた。バレッツは評ひよう議ぎ会かい所しよ属ぞくの警けい備び隊たいから追われる羽目になり、事じ情じようを知ったステラの父親にかくまわれた。

　彼はバレッツを〈指切り〉亭ていの上階に住まわせてくれた。建物は一階が〈指切り〉亭の店てん舗ぽ、二階が倉庫、三階が居い間まと寝しん室しつを備そなえた住じゆう居きよ部ぶ分ぶんになっていた。ステラと父親は当時、すでに別の家へ移うつっていたため、問題はなにもなかった。

　ステラの父親はバレッツに「いつまでいてくれてもいい」と申しでてくれた。その言葉に甘あまえ、警備隊の追つい及きゆうを逃のがれてからも、バレッツはずっと〈指切り〉亭の三階に居い着ついていた。もちろん家や賃ちんは十二分に支し払はらっているし、一いち応おうは夜間の警備員代わりにもなっているつもりだった。

　ミゲルの事情も似にたようなものだ。

　彼が〈指切り〉亭へ来たのはバレッツよりも少しあとのことだった。当時、彼はとある組織から追われていた。バレッツが用心棒を引き受けていた組織とは別の組織だ。ミゲルが追われていた理由は、バレッツはまだ聞かされていない。彼もバレッツと同じように、ステラの父親によって〈指切り〉亭にかくまわれた。

　時間をもてあましていたバレッツとミゲルが（一いち応おうは）意気投合し、ふたりで盗ぬすみの仕事を始めるまでに、それほどの時間はかからなかった。用心棒の仕事ほど危き険けんではないし、どちらにしても用心棒など二度とやる気にはなれなかったので、バレッツにとってはちょうどよかったのだ。なにより気楽な点がいい。だれに命令されることも、拘こう束そくされることもない。

　バレッツは意い識しきを現げん実じつへと引き戻もどした。視し線せんを小舟の中の棺ひつぎへと落とした。中にはレベッカが入っている。彼女が中から棺の蓋ふたを叩たたいている。

「いいかげんあきらめやがれ」

　視線を上げた。目的地は港こう湾わん地区と貧ひん民みん街がいの境さかい目めにある。水路に囲まれた一区画全体がひとつの敷しき地ちとなっており、崩くずれた石いし塀べいに囲まれている。

　石塀の間から薄うす汚よごれた建物が見えてきた。古く、高さこそ一いつ般ぱん家か屋おくの三階分程てい度どしかないものの、底面積は敷地に比ひ例れいして広い。

　建物の壁へき面めんを蔦つたが這はいまわっている。あちこちが剝はく落らくし、欠落し、ひびが走っている。敷地内のところどころに見える鉄てつ柵さくも、ねじ曲がり、さびに覆おおわれている。まさに幽ゆう霊れい屋敷といった風ふ情ぜいだ。建物や敷地がずいぶんと長い間、手入れされていないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　この一帯で唯ゆい一いつの教会。

　石造りの聖せい堂どうと、それに隣りん接せつする神父用の宿しゆく舎しや。さらに、神父が「立りつ派ぱな修しゆう道どう院いんです」と主しゆ張ちようする建物。

　小舟を石塀の切れ目から延のびる、朽くちかけた木製の桟さん橋ばしにつけた。数すう段だんだけの階段が見えている。そこをのぼれば荒あれ放題の敷地だ。密みつ林りんさながらに雑ざつ草そうが茂しげっている。

「さてと」

　バレッツはひび割われ、黒ずんだ桟橋に足をかけた。ミゲルに縄なわを投げてもらい、水面から突きでた杭くいにくくりつける。小舟が流されてしまわないように。







　シャボーは祭さい壇だんの前に立っていた。

　バレッツは右側、最前列の祈き禱とう席せきに腰こしを下ろした。祈禱台に足を投げだした。

　ミゲルは通路をはさんだ左側の祈禱台に音もなくもたれかかった。

「ふたりとも、今日はどういったご用よう件けんです？　まさか、とうとう信しん心じんが芽生えたとか。それとも、純じゆん粋すいに私の顔が見たくなったとか」

　彼はこの教会を管理する唯一の神父だ。まだ若わかい。年ねん齢れいは三十に届かないだろう。くたびれた法ほう衣いに身を包んだ優やさ男おとこ。顔は悪くない。むしろ女性的な美び貌ぼうすら感じさせる。

「馬ば鹿か言え」

　バレッツは座すわったままで彼を見上げた。

「今日は提てい案あんがあってきたんだ。あんたと取り引きがしてえ」

　そう切りだし、バレッツは昨夜のできごとをかいつまんで話した。密輸船への襲しゆう撃げきをくわだてたこと。そこで偶ぐう然ぜん、棺のような箱を手に入れたこと。中にやっかいな少女が入りこんでいたこと。そして、その少女をもてあましていることなど。

「そこで提案だ。──ほら、見てみろって」

　聖堂内をぐるりと見まわしてみせた。

　正面と左右のステンドグラスから色とりどりの光が射さしている。天てん井じようは高く、屋根まで完全な吹ふき抜ぬけになっている。左右に並ならぶ柱の上、壁面にもまっすぐな通路が張りめぐらされている。かなり大きな教会と言っていいだろう。

「あんた以外、人っ子ひとりいないじゃねえか。あい変わらず外も荒れ放題だしよ。こんな状じよう態たい、どれぐらい続いてんだ？　少なくとも何年か前、おれがこの街へ来たときには、もう似にたような感じだったぜ？」

「しょうがないじゃないですか。いくら努力して募ぼ集しゆうしても、だれも働きにきてくれないんですから」

「修道院のほうも無人だろ？」

「そうです」

　シャボーが、しゅんとなってうなずく。

　港湾地区は人々が働きに出る場所であり、いわゆる住じゆう宅たくは少ない。この地区から信者を確かく保ほすることは不ふ可か能のうに近い。従したがって、シャボーは信者を貧民街に求めるしかないわけだが──貧民街の者たちは日々の生活に追われており、老いも若きも忙いそがしくしている。礼れい拝はいに訪おとずれる者は多いが、雑ざつ務むを手伝えるほどの余よ裕ゆうがある者は皆かい無むだ。財ざい政せい的てきに困こん窮きゆうしている教会では、彼らに施ほどこしをすることもできない。

　必然的に、教会と修道院は人員が欠けつ乏ぼうすることになってしまう。寄き付ふ金きんも必要最さい低てい限げんしか集まらないため、建物や敷地は荒れ放題に荒れてしまうわけだ。

　バレッツは畳たたみかけた。

「そこで提案なんだ。さっき話したガキだけどよ、行き場がなくて困こまってる。だから、あんたに格かく安やすで売ってやったっていいぜ。ガキも居い所どころができて幸せ、あんたも人手が確保できて幸せ。もちろん、俺たちだってカネが得られて幸せ。どうだ、すばらしいこったろ？　おれたちなりの人助けだ」

「ちょっと待ってくださいよ。売る、とおっしゃいましたか？　そんなの、人助けでもなんでもないじゃないですか。本来はおうちへ帰すべき少女を、人手にもおカネにも困っている私に売りつけるなんて。極ごく悪あく非ひ道どうもいいところです」

「それでみんな幸せになれるんだ。問題はねえだろ？　神さまも祝福してくれるって」

「主はそんなことを祝福したりしません！　それに、純じゆん粋すいに幸せになれるのはバレッツさんたちだけじゃないですか！」

　シャボーが声を張りあげ、ため息をついた。祭壇の前から通路へと降おり立ち、ミゲルのほうへと歩み寄った。ミゲルは胸の前で腕を組んでいる。

　シャボーはバレッツに、ミゲルのほうを向いたままで訊きいてきた。

「その子、女の子なんでしょう？」

「そうだ」

「うちにあるのは男子修しゆう道どう院いんです。女子修道院じゃありません」

「どうせ修道士なんかひとりもいねえんだから。女子修道院ってことにすりゃあいいだろ？」

「勝手なこと言わないでください」

　シャボーが口をとがらせる。

　ミゲルはいつもどおりの無む表ひよう情じよう、むしろ憮ぶ然ぜんとした表情でバレッツたちのやりとりに聞き耳を立てている。

　そのミゲルの上じよう腕わんに、シャボーが指先を這はわせた。

「同じぐらいの年齢の男の子なら考えてみたかもしれませんけど。そんな女の子を引きとるよりも、ミゲルさんがたまに働きにきてくれるほうがずっといいですよ。そちらになら、おカネをお支し払はらいしたってかまいません」

　シャボーは男だん性せいだが、同じ男性であるミゲルに真しん剣けんかつ邪よこしまな想おもいを抱いだいている。性せい癖へきを知る人間からは背はい徳とく神父と呼よばれている。

　ミゲルの腕うでがさっと動いた。目にも止まらぬ速さで長ちよう套とうの中へと入れられ、出たときには短剣を握にぎりしめていた。短剣の刃やいばがひらめく。

　トン、という軽やかな音が響ひびいた。

　シャボーがのけぞり、喉のどから絶ぜつ叫きようをほとばしらせた。

　バレッツはまばたきをして見た。シャボーの手の甲こうに短剣が刺ささっていた。彼の手はミゲルによって祈禱台の上へ押おしつけられていた。短剣は手の甲を貫かん通つうし、下の祈禱台に突き立てられているらしい。手を完全に、下の板に縫ぬいつけられた形だ。

　シャボーは悶もん絶ぜつしているが、痛いたみのために短剣を引き抜くことができない。手を動かすことすらできないようなありさまだ。

「だいじょうぶか、シャボー？」

　バレッツはたずねた。刃は骨ほねの間を通っているようだ。どうせたいした傷きずではない。そのあたりのことはミゲルも心得ているだろう。

　シャボーは涙なみだを流していた。

　ミゲルは鼻を鳴らし、無言で刃を引き抜いた。シャボーの身体からだを解かい放ほうする。

　シャボーはだらだらと血の流れる手を抱えこんだ。哀あわれっぽい目でバレッツの相あい棒ぼうを見つめた。

「ミゲルさん、なにをするんですか!?」

「汚けがらわしい手で触さわるな」

「私は聖せい職しよく者しやですよ？　汚らわしいなんて、とんでもない！」

　少なくともあんたの内面は十分に汚らわしいだろ。と、バレッツは思った。
















「で、シャボー。カネの受け渡わたしはいつにする？　商品のほうはいますぐ納のう入にゆうしてやるからよ。額がくは、そうだな。金貨十枚まいってところでどうだ？」

　金貨一枚は、標ひよう準じゆん的てきな労働者にとってだいたい半月ぶんのかせぎだ。それよりもやや少ないぐらいだろうか。その十倍だから、だいたい五か月ぶんのかせぎに値あたいする。

「待って。待ってください！　勝手に決めないでください！　そんなおカネ、あるわけないじゃありませんか!?」

「噓うそつけ。ぎりぎり用意できる額だろうが？　ちゃっかり貯めこんでんだろ？　大金ではないにしろ、毎月それなりの寄付金を集めてるってことぐらい知ってんだぜ。せっかく払はらえる範はん囲いで提てい案あんしてやってんだからよ。つべこべ言うようなら、あいつをぶっ壊こわす」

　バレッツは懐ふところから燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを出した。正面の聖せい像ぞうに銃口を向けた。

　シャボーがうろたえる。手を串くし刺ざしにされて蒼そう白はくだった顔が、さらに血の気を失って色を失う。

「なにをやってるんですかっ。冗じよう談だんじゃありません！　これは脅きよう迫はくです。完全な脅迫ですよ。いきなり女の子を引きとるよう要求して、おカネを要求して、私の手を短剣で突き刺して！」

「それはおまえが悪い」

　ミゲルがぼそりと主しゆ張ちようした。

　シャボーはさらりと聞き流した。

「さらには、大切な聖像に銃を向けるなんて！　あんまりです。すぐにそれをしまってください。銃なんて不安定な代しろ物もの、いつ暴ぼう発はつするかわからないじゃないですか。まちがって弾たまが出てしまったら、どうするつもりですか!?」

「そこらの安物とはわけがちがうんだ、こいつはよ。おれが引き金を引かないかぎり、絶ぜつ対たいに弾は出ねえ。その点は安心していいぜ。ただ、問題はおれの指なんだよな。どうもこう、いつでも撃うてる状じよう態たいで固定するってのが苦手でよ。無む意い識しきのうちに、引いちまってることがたまにあるんだよ。だから、あんまり時間がねえと思ったほうがいいぜ」

「寄付金の出しゆつ資し者しやは多くありませんけど、中には組そ織しきの大物だっているんですよ？　組織の中には信心深い方だっているんです。聖像を壊したりして、そのことがその方に知れたら、バレッツさんだってただじゃすみません！」

「おれが証しよう拠こなんか残すわけねえだろ？　自分は無関係だって言い張るに決まってんじゃねえか。こう見えても噓は得意なんだ。あんたが大おお騒さわぎしたところで、おれのほうが堂々と胸むねを張って、この背はい徳とく神父がおれに罪つみを着せようとしてるだけだって言ってやるさ」

「そんな、ひどい……」

「ひどいもんか」

　バレッツは立ちあがった。

「で、どうする？　金貨十五枚で手を打つか？」

「さっきは十枚って言ったじゃないですか！」

「不満か？　なら二十枚でどうだ」

「無む茶ちや苦茶ですよ！」

「なら二十五枚」

「わかった！　わかりました。金貨十枚。それでいいです。その代わり、分ぶん割かつ払ばらいにしてくださいよ？」

「終わりだな」

　ミゲルが勝手にシャボーの法ほう衣いを持ちあげ、生き地じで短剣をぬぐった。

　バレッツは背はい後ごの身しん廊ろうを入り口まで戻もどった。扉とびらを押し開け、大げさな身ぶりで地面を指し示しめした。

　扉の外側に棺ひつぎが置かれている。中でレベッカが暴あばれているらしく、かすかに金切り声が漏もれてきている。かすかに振しん動どうが感じられる。

「商談成立ってことだ。商品はこの中にある。しっかり面めん倒どう見てやってくれよ」

　シャボーが激はげしくまばたきをくり返し、うるんだ目で棺を見つめる。







「一丁あがりだぜ」

　前金を〈指切り〉亭ていのカウンターに叩たたきつけた。シャボーがとりあえず支払ったのは金貨一枚まい。滞たい納のうした宿代には足りないが、ステラが納なつ得とくするには十分な額だ。

　時刻はちょうど昼時。店内はそれなりに客が入っていた。〈指切り〉亭は基き本ほん的てきに酒と軽食だけを出す店なので、この時間でもそれほど混こみあうことはない。

　カウンターに陣じん取どっているのはバレッツとミゲルだけだ。ミゲルはサンドイッチを黙もく々もくと口へ運んでいる。バレッツは祝しゆく杯はいということで、ひたすら麦酒ビールを飲みまくっていた。

「あのガキを厄やつ介かい払ばらいできて、さらにカネまで手に入ったんだ。上等だろ？　昨日の襲しゆう撃げきだって、無む駄だにならなかったってことさ」

　バレッツは麦酒ビールの杯をさらに空けた。

　事じ情じようを聞いたステラがうなる。

「そりゃまあ、あんたたちはうまくいったかもしれないけど」

「おまえもだ」

「まあ、あたしも。一いち応おうは宿代も入ったし」

　ステラが肩かたをすくめる。彼女は会話を続けながらも、手て際ぎわよくパンを切り、間に燻くん製せい肉にくとチーズをはさんでいる。ほかの客たちに対応しているのだ。

「でも、考えてみたら極ごく悪あくじゃない？　あの子、修しゆう道どう院いんへ行くの、めちゃくちゃいやがっていたんだから。前に一度、預あずけられかけたことあるとかなんとか」

「んなこと言ってたか？」

「言っていた」

　ミゲルが、自分が食べたサンドイッチの歯型をじっと見つめながら言った。

　バレッツは眉まゆを吊つりあげ、ステラに、手ぶりで麦酒ビールの追加を頼たのんだ。

「そうだったか？」

「そうよ。死ぬほど退たい屈くつで窮きゆう屈くつで頭がおかしくなりかけたって。せっかく窮屈な生活から逃げだしてきたのに、同じぐらい窮屈なところへまた入れられたらたまらないって。あの拒きよ否ひ反はん応のう、尋じん常じようじゃなかったわ」

「だから、俺がまたあの棺ひつぎに閉とじこめた」

　ミゲルが言った。尋常ではない拒否反応に対応したのは自分だ、と主張したいらしい。

　バレッツはミゲルの発言を放置し、ステラに反はん論ろんした。

「だからどうだっていうんだ？　そりゃ、あいつ自身は不満かもしれねえけどよ。どっちみちここでかくまう、なんてできっこねえだろ？　ここに居い候そうろうがもうひとり増ふえる、なんて冗じよう談だんじゃねえ。だれが面倒みるんだ？　おれか？　ミゲルか？　それとも、ステラとおやっさんのところで預あずかってくれんのか？」

「それは困こまるけど。まあ、だからバレッツの意見を受けいれたわけだし」

「そういうこった。それに考えてもみろって。修道院以上に適てきした場所なんかねえだろ？　シャボーの野や郎ろうは筋すじ金がね入りの変へん態たいだ。男にしか興きよう味みを示しめさねえ」

　隣となりでミゲルが露ろ骨こつにいやそうな顔をする。

　バレッツは指先で色眼鏡サングラスを押しあげ、続けた。

「あそこ以上に安全な場所なんかねえって。ほかにおれたちが里親を見つけてやったとするぜ？　その里親がレベッカに手を出さねえ、なんてなんで言いきれる？　あいつはガキだが、一応はなんていうか──それなりにかわいらしい女の子ではあるんだ。そういうガキが趣しゆ味みってな変態、シャボーとは別の意味での変態なんて、そこらへんにごろごろしてら」

「あんたとかね」

「ま、ステラよりはましかもな。まだあっちのほうがよ」

　そう言った直後、ステラが包丁を投げつけてきた。本気だ。空気が音を立てて切り裂さかれる。

　バレッツは身をそらせ、包丁の軌き道どうから顔をずらした。だが避よけるまでもなく、ミゲルが手を伸のばし、包丁を指先ではさんだ。反はん射しや的てきに腕が動いてしまったらしい。

　ミゲルが、包丁をステラに返しながら言う。

「動作が大げさすぎるな。それでは投げる前に、相手に見切られてしまう」

「……以後、気をつけるわ」

　ステラが包丁を受けとる。燻くん製せい肉にくを切る作業に戻もどる。

　カウンターにすわった別の客が驚きよう愕がくに目を見開き、ステラとミゲルをまじまじと見ていた。初めて店を訪おとずれた客らしい。

　バレッツは身を起こした。カウンターの中へ腕うでを伸のばし、チーズの切れ端はしをつかみとった。ステラに手をはたかれる。めげずに別のチーズをつかみ、口へ運んだ。

「とにかく、最さい適てきな判はん断だんだったってことだよ。修道院なら三食もついてるし。それに、いくらシャボーの教会がすたれてるって言ったって、一応いくらかの信者は礼れい拝はいに来てやがるんだ。そいつらの口からレベッカの話が広まって、それが警けい備び隊たいまで届とどくことだってあるだろ？　親は警備隊に捜そう索さく願ねがいを出してるはずだし。親が引きとることになれば、万事めでたしってわけだ」

「シャボー、かわいそうよね。もしそうなったら──あの子の話が警備隊に伝わって、親が引きとりにくることになったら、無む駄だ金がねを払はらったってことになるわけでしょ？　あんたたちに」

「あたしたちに、と言えってば」

「べつにどうだっていいけど」

「そうなったところで、おれたちの責せき任にんじゃねえさ」

　バレッツは肩かたをすくめた。

　ステラも「ま、おかげで宿代が入ったんだから文もん句くはないけどね」と納なつ得とくする。

　ミゲルが空になった皿を持ちあげ、ステラに返した。腕を戻しながら訊きいてくる。

「あの娘むすめがシャボーのもとから逃にげだす、ということはないのか？」

「そのへんはシャボーも心得てるさ。せっかく手に入れた人手なんだからよ。逃がさないように用心はしてるだろ」

　バレッツはこたえ、また一口、麦酒ビールを喉のどへ流しこんだ。

　左側で音がした。入り口の扉とびらが開く音だ。

　バレッツはなにげなくそちらへ目をやった。

　ステラが顔を向け、「いらっしゃい！」と声をかける。

　店内に影かげが射した。大男が身を屈かがめ、入り口をくぐるようにして入ってきた。

　客たちのざわめきが一いつ瞬しゆんでしずまる。天てん井じように頭がつかえそうな、強きよう烈れつな偉い容ようにすべての視し線せんが集中する。

「よう。ここにバレッツってやつはいるか？　あとは、ミゲルってやつと」

　大男が低い声で言った。軽い口調なのに、海の向こうまで響ひびきそうな迫はく力りよくがあった。

　相手の容よう貌ぼうを目にして、バレッツは麦酒ビールを吹ふきそうになった。ただ体たい格かくの大きさに驚おどろいたわけではない。別の理由で腰こしを抜ぬかしかけた。

「あいつ……!?」

「まちがいない。船では顔を隠かくしていたが、あの男だ」

　ミゲルがそう言い、長ちよう套とうの中へ腕うでを入れた。武ぶ器きに手をかけたのだろう。

　昨夜、帆はん船せんの上で暴あばれていた大男。歯で銃じゆう弾だんを受けとめた怪かい物ぶつ。レベッカの言う『おじさま』。

　それが、〈指切り〉亭ていへ現あらわれた。







　バレッツはミゲルの脇わき腹ばらをつついた。声をひそめ、ささやいた。

「どうする？　なんでばれたんだ？　つうか、実じつ際さいばれたと思うか？　それとも、たまたま飲みにきただけか？」

「わからないな」

「第一あいつ、なんでおれたちの名前なんか知ってやがんだよ。ばれたにしてもよ」

「調べあげた、ということか」

「最悪じゃねえか！」

「ねえ」

　ステラが眉まゆをひそめ、訊きいてきた。包丁をまな板の上へ置いている。

「どうしたってわけ？　知りあい？」

「頭こっち貸かせ！」

　素す早ばやく手て招まねきしてみせた。

　ステラは不ふ審しんそうな表ひよう情じようになりながらも、カウンターに身を乗りだしてくる。

　バレッツも伏ふせるようにして身を乗りだした。ステラの耳もとへ自分の口を寄よせ、小声で説明する。

「今朝、話しただろ？　昨日の船にいた大男だよ。あの化け物野や郎ろう！」

「それって、ひとりで獣じゆう人じんたちを撃げき退たいしたっていう──」

「そいつだ」

「噓うそでしょ？」

　ステラが上体を起こす。大男のほうをまじまじと見つめる。

　バレッツはカウンターに突つっ伏し、腕で顔を隠した。入り口のほうをちらりとふり返った。大男は入り口に立ち、店内を悠ゆう然ぜんと見まわしているようだ。表情からも態たい度どからも、この上ない余よ裕ゆうと自信が感じられる。

　ステラが、顔を大男へ向けたままで訊いてきた。

「なんでそんなやつが来るのよ。バレッツたちがあの棺を拾ってから、まだ数時間しか経たってないでしょ？　バレッツたち、証しよう拠こはなにも残さなかったって言ってたのに。いくらなんでも早すぎるじゃない」

「どうする？　逃にげるか？」

　バレッツはミゲルにたずねた。

　彼のほうは顔を隠しもせず、鋭するどい目で大男を見み据すえている。

「馬ば鹿かを言うな。昨日、あの男の戦いぶりを見て、手合わせをしたいと思っていたところだ。さがす手間がはぶけた」

「さがすどころか、こっちのほうが見つかってんじゃねえか！」

　バレッツは考えた。レベッカの方面からばれたのだろうか。大男がレベッカを発見し、レベッカからバレッツたちのことを聞いてきたのだろうか。

　だが、バレッツたちはついさっき教会から戻もどってきたばかりだ。あのあとで大男が教会へ行き、レベッカから話を聞き、さらにここへ駆かけつけてきた、などということは考えられない。そんな時間は到とう底ていなかったはずだ。

「よくわかんねえけどよ。とにかく、厄やつ介かいごとはごめんだ。おれは逃げる」

「もう遅おそいみたいよ」

　ステラがバレッツの背はい後ごへ顎あごをしゃくった。

　バレッツはそちらへ目をやった。客のひとりが「バレッツとミゲルなら、あっちだぜ」などと軽く言い、カウンターのほうを指さしていた。

　バレッツは大男を見た。目が合った。大男がにやりと笑えみを作った。

　大男が視線をバレッツから外し、ステラにうなずきかけて、「麦酒ビールを一杯と、ウィスキーを一杯。たのむぜ」と注文する。あらためてバレッツたちに注意を向けなおす。

「ちくしょう。なんてこった」

　バレッツは下した唇くちびるを嚙かんだ。バレッツたちが棺ひつぎを──中身がレベッカだとは知らなかったとはいえ──持ち逃げした、ということを知り、とがめにきたのだろうか。そのことに怒いかり、ぶちのめしにきたのだろうか。

　大男がバレッツの隣となりに腰こしを下ろした。丸まる椅い子すがきしんだ。

「おめえがバレッツだな？　隣がミゲルか」

　先にミゲルが「そうだ」と無ぶ愛あい想そうにこたえた。

　バレッツは観念した。うなずき、「あんたは？」と大男にたずねた。

「俺の名前はキルベガンだ。今日は、おめえらに頼たのみがあってきた」

「キルベガンって──まさか、あのキルベガンか？」

「そのキルベガンだ」

　大男がにやつく。

「噓うそだろ？　信じらんねえ」

　バレッツは相手の全身をくまなくながめた。

　キルベガン。地上最強と噂うわさされる伝説の男。本当に実じつ在ざいしているとは知らなかった。ただの都市伝説だとばかり思っていた……。

「だれだ？」

　隣でミゲルが片かた方ほうの眉まゆを上げる。

「知らねえのか？　オールド・クロウ──ってのは、さすがに聞いたことあるよな。そいつに仕えてるって噂の用よう心じん棒ぼう。キルベガンに守られてるかぎり、オールド・クロウは絶ぜつ対たいに安全だって話だ」

　サザラックにはいくつかの犯はん罪ざい組そ織しきが巣くっている。中でも最も強大な組織を率ひきいているのがオールド・クロウだった。計算では百二十歳さいを超こえるはずだが、いまだに現げん役えきだと言われている。街の評ひよう議ぎ会かい議ぎ長ちようなど彼の一声で簡かん単たんに交代させられるらしい。表舞ぶ台たいに出ることはまずなく、その実じつ態たいは謎なぞに包まれており、用心棒であるキルベガンともども、実際に見たことのある者はほとんどゼロに近い。少なくともそう言われている。

「そんなにすごい人って──本人なの？」

　ステラが大男の前へ、注文された品を置いた。目をぱちくりとさせている。

　キルベガンを名乗る人物が、さらに笑みを広げる。

「信じる信じないは、おめえらの勝手さ」

「……信じるに決まってるぜ」

　バレッツは胸むねの内でつぶやいた。獣じゆう人じんの群むれをひとりで撃げき退たいしてのける人物。銃じゆう弾だんを手で受けとめ、さらには歯で受けとめられる人物。しかもそれらの行こう為いは、レベッカに麻ま痺ひ性せいの薬を飲まされた状じよう態たいでやってのけていたという。そんなことができる人物がこの世界にいるとしたら、それは地上最強の男、キルベガン以外には考えられない。

　バレッツは思わず身を起こした。無む意い識しき的てきに背せ筋すじが伸のびてしまう。

「ちょっと待った。なら、あいつの父親っていうのは……？」

　レベッカは、「おじさまはお父さまの、一番の部下」と話していた。ならば、レベッカの父親はオールド・クロウだというのか。

「んな馬鹿な」

「なにをぶつぶつ言ってやがる？」

　キルベガンが訊きいてきた。彼はウイスキーのショットグラスを一口であおった。

「いや。なんでもねえ」

「キルベガンとやら。俺たちに頼みがある、と言ったが」

　ミゲルが質しつ問もんを向けた。

　そうだ。バレッツは考えた。キルベガンは頼みがあると申しでてきた。バレッツたちが棺を持ち逃げした犯人だと知っていたなら、こんな言い方はしてこないはずだ。純じゆん粋すいに「レベッカを返せ。でなければ殺す」と脅おどしてくるはずだ。ならば、キルベガンはどういうつもりでここへ来たというのか。

　バレッツはステラのほうを親指で示しめし、キルベガンに保ほ証しようした。

「こいつのことは気にしなくていいぜ。おれたちの仲間みたいなもんだ。どんな話だろうが、聞かれてこまることはねえ」

「なるほど」

　キルベガンが椅子の上で尻しりの位置を変えた。軽く左右へ視し線せんを走らせる。カウンターにほかの客はいない。キルベガンの体重を受けて、丸椅子が悲鳴をあげつづけている。いまにもばらばらに壊こわれそうだ。

「そうだな。なんていうか……ま、見たところ、おめえらは信用できる連中のようだ」

　ステラがカウンターの奥おくで吹ふいた。

　キルベガンは不思議そうな表情で彼女の顔をながめた。

　ステラは「気にしないで。なんでもないから」と言って手をひらひらとふった。「おかわりはどう？」などと、取りつくろうようにたずねている。

　バレッツは己おのれを落ちつかせるため、麦酒ビールの杯さかずきをぐっとあおった。

　キルベガンがバレッツたちのほうへ顔を戻もどし、あらためて話す。

「この際さい、正直に言っちまうけどよ。俺おれがオールド・クロウのために働いてるってのはまちがいねえ。さっきおめえが言ったとおりだ。でもって昨日の夜、そのオールド・クロウの船が沖おきで襲おそわれたんだよ。運の悪いことに、親おや父じさんの──オールド・クロウのひとり娘むすめがさらわれちまったみたいなんだ」

　やはり思ったとおりだ。レベッカはオールド・クロウの娘だった。

　それならキルベガンたちが昨夜、顔を隠かくしていたこともうなずける。彼らはボスの娘を極ごく秘ひ裏りに移い送そう中ちゆうだった。そのことを対たい抗こう組織の者たちに知られるわけにはいかなかった。自分たちがオールド・クロウの組織に属ぞくする者だ、ということを知られるわけにはいかなかった。だから、そうなる可か能のう性せいのある要素はすべて排はい除じよしていたのだ。娘がこの街に来ている、という事実はオールド・クロウにとって弱みになる。

　レベッカは「うちはお金持ちなの」などと話していたが、金持ちどころの話ではない。彼女の父親は、街の富とみと権けん力りよくをほとんど一手に握にぎっている。

　バレッツはキルベガンに続きをうながした。

「それで？」

「俺は、そのさらったやつらを殺すことに決めたんだが」

　今度はバレッツが吹いた。口の中の麦酒ビールをすべて、カウンターのほうへ勢いきおいよく飛ばした。ステラはとっさにフライパンを持ちあげ、直ちよく撃げきをふせいでいる。

　キルベガンが、あきれたように目をぎょろつかせる。

「おいおい、騒そう々ぞうしいやつらだな。さっきから、どうしたってんだ？」

「いや、なんでもねえ。ちょいと麦酒ビールを、なんていうか……喉のどに詰つまらせちまっただけだ」

「それはひょっとして、レベ──」

　レベッカのことか、と言いかけたミゲルの足を、バレッツは思いきり踏ふみつけた。

　ミゲルが喉の奥おくでうめき、非ひ難なんがましい目で見てくる。

　バレッツは視線で必死に「よけいなことは言うな！」とうったえかけた。ミゲルは一いち応おう、納なつ得とくしてくれたようだ。

　バレッツは息をつき、ステラから渡わたされた布ぬので口まわりをぬぐった。目を上げ、キルベガンにたずねた。

「その娘。もちろん見たことも聞いたこともねえが。いくつぐらいなんだ？」

「今年で十歳さいになる」

「オールド・クロウの娘にしちゃ若わかくねえか？　もし噂うわさが本当だとしたら、オールド・クロウってのはかなり年とし寄よりのはずじゃねえか。なのに、十歳の娘っていうのは」

「年寄りだからって、十歳の娘がいてもおかしくはねえだろう？」

　キルベガンがおもしろがるように訊きいてくる。

　ステラが「なるほどね。いまだに組そ織しきを仕切ってるぐらいだし、それぐらいの元気はあったっていいかも」と、しみじみとつぶやく。

「で、さっきの話なんだけどよ」

　キルベガンは言いつつ、麦酒ビールの杯を傾かたむけた。また一口で空になった。彼の巨きよ体たいは店内の視線を集めているが、彼自身は気にもとめていないようだ。こういった好こう奇きの目には慣なれているのだろう。明らかに、ただ者ではない。

「頼たのみってのは、おめえらにその娘をさがしてほしいってことだ」

「なんでまた、おれたちに？」

　バレッツは用心深くたずねた。これは罠わなかもしれない。バレッツたちが棺ひつぎを持ち去ったことを疑うたがっていて、それをたしかめるために言っているのかもしれない。

「んなこた決まってる。こたえは単たん純じゆんだ──ぶっちゃけた話、俺たちが動くわけにはいかねえってことさ。この件けんに関しちゃ、うちの組織は動かせねえ。組織に所しよ属ぞくしてる、あるいは少しでも関係のある人間もな」

「どうして？」

　ステラがサンドイッチ用の食材を脇わきへ押おしやる。完全に話に引きこまれている。

「ボスの娘がさらわれた、なんてことをほかの組織に知られるわけにゃいかねえんだよ。実じつ際さいにさらった連中が組織がらみの相手じゃねえ、ということはわかってる。もしそうならとっくに取り引きの要求なりなんなりが来てるはずだからな。どうせあの子がだれかもわからずにさらったんだろう。でもって、もしほかの組織があの子のことを知れば、本気で見つけだそうとするのは目に見えてる。なんたってオールド・クロウの弱点を握にぎれるんだからよ。連中は、そのためならどんなカネも努力も惜おしまねえはずだ」

　ミゲルが無表情に、だがどうやら深く納なつ得とくした様子でうなずく。

「おまえたちの組織に関係のある者が少女をさがしていれば、いずれはオールド・クロウの娘がいなくなった、という事実が知れわたってしまう。それは避さけたい。だから俺たちに頼んできた、というわけか」

「同じ理由で、ほかの組織のやつらに頼むこともできない。ほかの組織にちょっとでも関係してるやつらだとまずい。そういうことだろ？」

　そう言って、バレッツは色眼鏡サングラスごしにキルベガンの顔を見つめた。

「ま、そういうこった。いまいましいことに、もう船が襲われたって話自体はどっかから漏もれちまったみたいだけどよ。この上さらに、娘のことまで知られるわけにはいかねえんだ」

　キルベガンが杯の上で指をまわし、ステラに飲み物のおかわりを頼んだ。杯に手をかけて、バレッツたちのほうへ肩かたを寄せてくる。それだけで、バレッツはのしかかられているような圧あつ迫ぱく感かんをおぼえた。

「で、どうする？──と言っても、この話を耳にした以上、おめえらに拒きよ否ひ権けんはねえんだけどよ。二日以内に娘をさがしてくれ。礼は弾はずむぜ」

　思わず耳がぴくりと動いてしまう。バレッツはたずねた。

「いくらだ？」

「金貨十枚まい。口止め料も含ふくめて、前金は金貨五枚だ」

「組織の存そん続ぞくを左右するようなガキをさがすってのに、十枚は安くねえか？　最低でもその十倍が相場だろう？」

　バレッツはわざとふっかけてみた。そのほうが、レベッカの行ゆく方えを知っている、ということを疑うたがわれずにすむと思ったのだ。

　キルベガンは大げさにため息をついた。

「おいおい、口に気をつけな。仮かりにもオールド・クロウの娘だぜ？　ガキはねえだろうが、ガキは。せめてお嬢じようさまだとか姫ひめだとか、そういう呼よび方をしろって」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえ」

「報ほう酬しゆうに関しちゃ、俺が十枚と言えば十枚だ。上がりもしねえし、下がることもねえ。文もん句くを言うようなら俺がいまここでおめえらを殺す。それでどうだ？」

「その仕事、受けるわ」

　ステラが横から割わって入った。臨りん時じ収しゆう入にゆうを期待してのことだろう。彼女は追加の杯をキルベガンの前へ置いた。

　バレッツは言った。

「ちょっと待てよ。勝手に決めてんじゃねえ」

「おめえらに拒否権はねえんだよ。ちゃんとオールド・クロウの娘を見つけだすか、俺にぶっ殺されるか。ふたつにひとつだ。娘の件けんを口外しても、俺はぶっ殺しにくるからな。おめえらをぶっ殺すことに関しちゃ、遠えん慮りよする必要はなにもねえんだ。だれに知られたってかまわねえ。派は手でにやらせてもらうぜ」

「できるかな」

　ミゲルが長ちよう套とうの前を開いた。

　バレッツの予想どおり、ミゲルの手は武ぶ器きの柄つかに添そえられていた。







　ちくしょう。次から次へと、ややこしいことばかりだ──バレッツは心の中でぼやいた。

「おいミゲル。もめごとはごめんだって言っただろ？」

「暴あばれるなら外でやってよね」

　二方向から制せい止しされるが、ミゲルの耳にはバレッツの声もステラの声も届とどいていないようだ。瞳ひとみは目の前の大男だけをとらえている。

　キルベガンが愉ゆ快かいそうに笑う。

「なるほどな。仕事を任まかせた相手の実力を知るってのも、悪くないかもしれねえ」

「やめろって」

　バレッツの声は、むなしく店内に響ひびくだけだ。

　ミゲルが丸まる椅い子すから降おり立った。キルベガンも悠ゆう然ぜんと床ゆかへ足をつけた。右手にはステラが出した麦酒ビールの杯を握にぎっている。片かた手てだけでミゲルの相手をするつもりらしい。

　ほかの客たちは場の雰ふん囲い気きを察さつ知ちし、椅子や卓テーブルを壁かべ際ぎわへ寄せはじめた。早くも「大男に銅どう貨か十枚！」「ミゲルに銀貨一枚！」などと、勝負に対する賭かけが始まりつつある。常じよう連れんたちは基き本ほん的てきにろくでもない連中ばかりなのだ。常連でない客たちは驚おどろき、卓に代金を置いて、そそくさと入り口へ向かっている。

　バレッツは頭を抱かかえた。ステラも頭を抱えていた。

「店内で喧けん嘩かなんて。なにか壊こわされでもしたら、父さんになんて言われるか……」

　ステラの嘆なげきが終わる前に、ミゲルが前へ飛びでた。

　彼はキルベガンとの距きよ離りを詰つめた。武器をふりあげる。つかんでいるのは剣けんだとばかり思っていたが、ちがうようだ。柄えの先に鎖くさりが、その先に星型鉄球をつけた武器だった。せまい店内ではこちらのほうが扱あつかいやすいと判はん断だんしたのだろう。

　柄の先についている鎖と鉄球は三つ。鎖の長さは一本一本、それぞれ異ことなる。

　ミゲルが武器をふりおろした。鉄球がひとつひとつ独どく立りつし、キルベガンのほうへ、別々の速度で襲おそいかかる。この速度差があるため、キルベガンが回かい避ひすることは難むずかしい──はずだった。

「よっ」

　キルベガンの口から、気の抜けたような声が発せられた。

　彼は左手を素す早ばやく動かした。片手だけで、迫せまり来る鉄球をすべてつかみとった。飛来する速度が異ことなるため、逆ぎやくに片手でも対たい処しよできたらしい。まるで胡桃くるみをつかむような気安さ。実じつ際さいは、鉄球は人の拳こぶしほどの大きさがあるというのに。

　さすがに、ふだん無む表ひよう情じようなミゲルの顔にも驚おどろきの色が浮うかんだ。

　対照的に、キルベガンの顔には意地の悪い笑えみが張はりついたままだ。ミゲルの武器をしっかりと手の中におさめている。ミゲルがいくら引っぱろうと、キルベガンの手はぴくりとも動かない。

　ミゲルはすぐさま、武器の柄から手を放した。長套の中へ腕を戻し、中から弩いしゆみを出した。昨夜、獣じゆう人じんの少女に対して使ったのと同じ武器だ。

　ミゲルが引き金をしぼる。矢が鋭するどい音とともに解とき放たれる。

　だが、キルベガンはあっさりと避よけた。矢は店の梁はりに突つき刺ささった。

　ミゲルの舌した打うち。彼は弩も投げ捨すてた。床ゆかを蹴けりつけ、うしろへ距きよ離りをとろうとしたが──一いつ瞬しゆん、遅おそかった。

　キルベガンの足がミゲルの眼がん前ぜんにあった。蹴りが迫りつつあった。キルベガンはなにげなく足を上げただけのようだが、その速度と重量は巨きよ大だいな丸太の一いち撃げきを思わせる。

　ミゲルは両腕を交差させ、なんとか顔への直撃をふせいだ。腕の外側でキルベガンの蹴りを受けた。だが蹴られたことにちがいはない。

　そのまま店の端はしまで飛ばされた。椅子と卓と見物客をはねとばし、背せ中なかから壁かべに打ちつけられた。なすすべもなく床へ落ちる。

「悪くねえな。威い勢せいのいいふたり組がいるって話を聞いたんで、会いにきてみたんだけどよ。おめえらに仕事を頼たのんだのは正解だったみてえだ」

　キルベガンが首をまわし、音を立てる。

「……まだ終わりじゃない」
















　倒たおれた椅子や卓の間から、ミゲルが這はいだしてきた。ゆらりと立ちあがった。今度は別の武器をかまえている。腕に装そう着ちやくする剣で、刃が三みつ叉またに分かれている。いつの間にか取りつけていたらしい。

「まだやるってのか？」

　キルベガンが麦酒ビールの杯をまたも一口で飲み干ほし、カウンターに置いた。足を開き、腰こしをわずかに落とした。さっきよりも真しん剣けんにやりあうつもりらしい。口もとには笑みが漂ただよっているが、容よう赦しやするつもりはなさそうだ。

「おい、やめろってば。もう十分だろ？」

　バレッツは言った。ミゲルは「だまって見ていろ」とつぶやくように言葉を返してきた。キルベガンも「もう少しぐらい稽けい古こをつけてやるさ」などと軽口を叩たたいている。

「バレッツ、やめさせてよ」

「わかってる」

　ステラに請うけあった。

　直後、ミゲルが膝ひざを曲げた。弾だん丸がんのような勢いきおいで飛びだした。

　キルベガンのほうも、木の床ゆかを踏ふみしめ、前へ出ていく。

「くそっ」

　バレッツは吐はきすてた。丸まる椅い子すを蹴りつけ、ふたりの間へと身を躍おどらせた。懐ふところに両手を差しこみ、同時に二丁の燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを引き抜ぬく。

　両腕をそれぞれの方向へ伸ばした。一方の銃口をミゲルの額ひたいに、もう一方をキルベガンの額に突きつけた。引き金に指をかけた。

　ミゲルの身体からだが銃口から紙かみ一ひと重えの位置で静止する。キルベガンの身体もほぼ同じ距離で止まった。ふたりの──否いな、三人の動きが石せき像ぞうのように固定された。

　バレッツは、それぞれに命じた。

「ふたりとも、そこまでだ。賭かけてた連中には悪いけどよ。引き分けってことでいいだろ？」

　ミゲルが不服そうにうなる。顔の前から銃口をはらいのける。キルベガンのほうへ目を向け、相手に戦せん闘とうを続ける意思がないことを見てとり、舌した打うちしつつ腕と武器を長ちよう套とうの内側へ戻もどす。

　キルベガンはバレッツの顔と銃口とを見み比くらべ、口笛を吹ふいた。

「やるじゃねえか。おめえもなかなかのもんだ」

　キルベガンは金きん貨かを無む造ぞう作さに取りだし、カウンターのほうへ投げた。

　ステラがあわてふためき、両手でそれを受けとめる。ほおずりせんばかりの表ひよう情じようで見下ろす。

　その姿すがたを横目でながめながら、キルベガンがバレッツとミゲルに言ってくる。

「仕事のほう、頼たのんだぜ。しっかりやるこった」

「今日は、臨りん時じ収しゆう入にゆうの多い日だわ」

　ステラが金貨の枚数を数え、「わーお」と、うれしそうな声を出した。




　　　　ウーゾ




　ウーゾは祭さい壇だんの前で手を組んでいた。膝ひざをついていた。かれこれ二十分ほどこうしている。週に一度は礼れい拝はいへ来ることに決めているのだ。

　手下たちは背はい後ごにひかえている。周囲を見み張はる者以外は、皆みな、ウーゾ同様に祈いのりをささげている。

　ウーゾは信しん仰こうを馬ば鹿かにする者に対して容赦しない。それは手下であっても同じことだ。だから、彼らもおとなしく頭こうべを垂たれているが──そろそろ限げん界かいが近づいているらしい。もぞもぞと動く気配が伝わってくる。

　辛しん抱ぼうのないやつらめ。信仰の薄うすいやつらめ。

　さらに、満足いくまで祈りをささげた。手下のことを頭から締しめだした。

　日ひ頃ごろの行いを神に懺ざん悔げする。神よ、どうかおゆるしください。僕ぼくはまた対たい抗こう組そ織しきの人間をひとり、包丁でばらばらに切ってしまいました。その肉をほかの肉に混まぜて、特とつ価かで売りさばいてしまいました。人間の肉でソーセージを作ってしまいました。それを、やはり特価で売りさばいてしまいました。

　顔を上げた。聖せい像ぞうがウーゾを見下ろしていた。静かな表情だ。

　よし、きっと神さまは僕をゆるしてくださったぞ。明日はまた別の人間をばらすとしよう。そういえば、手下の中に裏うら切ぎり者がいるかもしれない、という話を耳にしたっけ。

　ウーゾの組織は貧ひん民みん街がいの西側を縄なわ張ばりにしている。正せい規きの手下は約二十名。間かん接せつ的てきに支し配はいしている数はその十倍。ウーゾはまだ若わかいが、この世界は実力がものを言うのだ。年ねん齢れいなど出世には関係ない。

　組織は肉屋を本ほん拠きよ地ちにしている。貧民街の内外を問わず、多くの飲食店に食肉を卸おろしている精せい肉にく店てん。一いち応おうは近きん隣りん住民向けの小売も行っている。いわゆる表の職しよく業ぎようというやつだ。近所の住民たちは、経けい営えい者しやが犯はん罪ざい組織の頭かしらだ、などとは夢ゆめにも考えていない。なにも知らずに上じよう機き嫌げんで毎夜の食材を購こう入にゆうしていく。

　ウーゾは殺した人間の肉をみずからさばき、売り物に混ぜることがあった。もちろん、気づいた客はいままでにひとりもいないが。

「シャボー」

　神父に呼よびかけた。シャボーは祭壇の隣に立ち、ウーゾを見下ろしていた。男好きの背はい徳とく神父ではあるが、さすがに、ウーゾに対しては手を出してこない。強きよう烈れつな恐おそれを抱いだいているためだ。ウーゾを怒おこらせればあっさりソーセージにされる、ということを理り解かいしているためだ。たまに、もの欲ほしそうな目で見つめてくることはあるが。

　ウーゾは立ちあがり、服の皺しわを伸のばした。布ぬの地じの色は深しん紅く。この服はかなり気に入っている。返り血を浴びても汚よごれが気にならないからだ。

　背後で手下たちも立ちあがった。しびれ、凝こった身体をほぐしはじめた。

　ウーゾは懐ふところから金貨の入った革かわ袋ぶくろを取りだした。神父のほうへ放ほうり投げる。

「これ。今月分だから」

「ありがとうございます。ちょうど不ふ慮りよの出費があったところで。本当に助かりますよ。ウーゾさんに主の恵めぐみがあらんことを」

　ウーゾはこの聖堂の、最大の出しゆつ資し者しやだった。純じゆん粋すいに信仰心から寄き付ふ金きんを出している。シャボーからはなんの見返りも得ていない。

　シャボーはカネだけではなく人手も求めているようだが、それを用意するのは──残念ながら──ウーゾには難むずかしかった。

　ウーゾの手下は荒あらくれ者ばかりだ。彼らを人手として送りこんだりしようものなら、単調かつ刺し激げきの少ない仕事に耐たえきれず、三日と経たたないうちにシャボーを殺してしまうことだろう。その可か能のう性せいはかなり高い。

　シャボーには「人手ぐらいカネで雇やとえ」と言っているのだが、「無む償しようの奉ほう仕し活動でなくては意味がない」らしい。それはそれで納なつ得とくできる話だった。

「ウーゾ、さん……我われ々われ、さっきから、気になって、いるのですが」

　手下のひとりが身をかがめ、耳打ちしてきた。極きよく度どに肥ひ満まんした男だ。身長一六五センチ、体重は二〇〇キロちょうど。肌はだの色は抜ぬけるように白く、艶つやがあり、もち肌と言っていい。仲間からはオルメカと呼よばれている。脂し肪ぼうのために喉のどがつかえるらしく、彼のしゃべり方は非ひ常じようにぎこちない。しかも、常つねに息を切らしている。

「なんだ？」

　ウーゾは眉まゆをひそめた。オルメカの服には血けつ液えきが大量に──それこそウーゾとは比くらべものにならないほどに──付着している。豚ぶたの血なのか、牛の血なのか、あるいは人間の血なのか。判はん然ぜんとしない。

「あの、神父の顔。それに、あっちの──」

「うん。僕ぼくも気になってた」

　ウーゾはシャボーの顔に目を戻もどした。一いつ瞬しゆん、石柱の一本に視し線せんを投げかけ、すぐにまたシャボーと目を合わせた。

　シャボーは「なんでしょう？」というように首をかしげた。顔には引っかき傷きずが無数に走り、青黒く腫はれあがっている。せっかくの優やさ男おとこが台なしだ。

「ねえ、シャボー」

「はい、ウーゾさん。ウーゾさんに幸あれ」

「それはいいよ。それよりその顔、いったいどうしたっていうの？　まあ、だいたい想そう像ぞうはつくけど。なんていうか……あの子は？」

　あらためて、柱のほうを目で示しめした。

　柱には少女が縛しばりつけられていた。胸むねと腹はらと足のまわりを何重にも縄なわで巻まかれ、柱にぴったりと固定されている。口には布ぬのが押おしこまれ、猿さるぐつわの役目を果たしている。

　少女は先ほどから頭を上下左右にふりまわし、髪かみをふりみだし、全身でもがいていた。なんとかいましめから逃のがれようとしている。

「あの子、なに？」

「あ、新しい修しゆう道どう女じよです」

　シャボーは法ほう衣いの裾すそで額ひたいの汗あせをぬぐった。法衣はところどころに鉤かぎ裂ざきができていた。おそらくは顔と同じく、少女の爪つめによって引っかかれたものだろう。髪も乱みだれている。目もやたらと充じゆう血けつしている。目を指で突つかれたのかもしれない。右手には包帯まで巻まいているではないか。包帯にはいまだに血がにじんでいる。まるで戦場をくぐり抜けてきたように見える。

　手下たちの間にどよめきが広がった。この聖堂に修道女が来た。それは驚おどろくべきことだ。それに、それだけではない。

「ねえ、シャボー」

　ウーゾはゆっくりとたずねた。馬ば鹿かな（そして瀕ひん死しに見える）神父が意味をしっかりと理り解かいできるように。

「この教会では、新しい修道女を磔はりつけにするものなの？　これは儀ぎ式しきかなにか？」

「いえ。そういうわけではないのですが」

「それに彼女、どこかからさらってきたわけ？　言っておくけど、僕に無む断だんで犯はん罪ざいに手を出したりしたら、ただじゃおかないからね。仮かりにもシャボーは聖せい職しよく者しやなんだから。こんな子こ供どもを縛りつけたりして、いったいどういうつもりなの」

「犯罪行こう為いだなんて、とんでもありませんよ！」

　シャボーは口から泡あわを飛ばした。額から大量の汗を流している。

　ウーゾは頰ほおについたシャボーの唾だ液えきをぬぐい、彼をにらみつけた。

　だが、シャボー自身は気づいていないようだ。

「これはむしろ慈じ善ぜん行為です。身み寄よりのない子供を引きとってきただけです！　この子のために、どれだけひどい目に遭あったことか！」

　どうやら噓うそはついていないらしい。少なくとも「ひどい目に遭った」という部分は──見るからに──本当だと思える。

　ウーゾは肩かたをすくめた。どうだっていい。シャボーが勝手なことをしているのなら問題だが、そうでないなら好きにさせておけばいいのだ。

　ウーゾは忙いそがしい身だった。肉屋と犯罪組織の両方を切り盛もりしなくてはならない。小こ娘むすめに関かかわっている暇ひまなどあるわけがない。

「ならいいや」

　少女はまだ頭を激はげしく上下させており、なにかうったえかけるような目でウーゾたちを凝ぎよう視ししている。まったく、うっとうしいったらありゃしない。

「とにかく、もうちょっと仲良くやることだね。その子と」

「そうします」

「ところでシャボー。お願いがあるんだけど」

　ウーゾは本題を切りだした。ウーゾからのお願い。シャボーが断ことわれないことはわかっていた。ウーゾは、ほとんど唯ゆい一いつと言っていい大口の出しゆつ資し者しやなのだから。

「ほんの少し前にね、ちょっと気になる話を耳にしたんだ。なんでも昨日の夜、オールド・クロウの船がだれかに襲おそわれたらしくってさ。オールド・クロウってのがだれなのかは、聞いたことぐらいあるでしょ？」

　訊きかれて、シャボーはこくりとうなずいた。知っているようだ。

　ウーゾは続けた。

「それでさ。奪うばわれた品の中に、かなり貴き重ちようなものが含ふくまれていたらしいんだ。襲しゆう撃げき者しやがだれなのか、その品がなんなのか、くわしい話はわからないんだけどね。だけど、おカネには換かん算さんできないほど価か値ちのあるものだって聞いてる。美び術じゆつ品ひんかもしれないし、特別な貴き族ぞくの家に伝わっていた宝ほう飾しよく品ひんかもしれないし。それとも、怪あやしげな〈錬れん金きん術じゆつ師し〉が造つくったとんでもない発明品かもしれない。とにかく、情じよう報ほうを集めといてくれる？」

「それはもう、私にできることでしたら。なんでも」

　シャボーがさらに額の汗をぬぐう。

　ウーゾは念を押した。

「こんなさびれた教会でも、一いち応おうは信者たちが礼れい拝はいに来るんだから。数もそこそこだし、職しよく業ぎようや地位は多た岐きにわたってるし。その人たちから、しっかりと聞いといて」

　そのとき、少女の口から布ぬのが外れた。

「その荷物。貴重な品物の行ゆく方え。わたしならわかるわ」

　少女が息を切らせ、勢いきおいこんで言った。

「わたし自身、昨日、その船に乗っていたんだもの。船を襲ったのがだれか、宝たから物ものを持っていったのがだれか。わたしにはわかってるわ。それを教えてあげるから、この縄をといて。必要なことを教えてあげる代わりに、わたしを〈指切り〉亭ていというところまで連れていって。わたしをこんな目に遭あわせて──わたしを追いだして、こんなところへ置き去りにして！　あいつら、絶ぜつ対たいにゆるさないんだから。絶対にしかえししてやるんだから！」

「あれ、だれだって？」

　ウーゾは少女のほうへ顎あごをしゃくり、もう一度、シャボーにたずねた。

「あ、新しい修道女です」

　と、シャボーはまたこたえた。
















　　　　バレッツ




　レベッカを取りもどさなくてはならない。オールド・クロウの娘を。

　いざ、シャボーの教会へ。朝と同じ水路をまた進んだ。

　サザラックの街は大運うん河がの両岸に広がっている。とはいえ、大運河は決して直線的に流れているわけではない。街の中心部をまともに貫つらぬいているわけではない。むしろ中心部では蛇だ行こうし、大きく右側へふくらんでいる。上空から見ればまさに大だい蛇じやさながらだろう。大運河の全長は三千メートルとも四千メートルとも言われている。

　シャボーの教会はそのふくらみの内側にあった。地図を見てみればわかるが、教会の立地は街の完全な中心と言えなくもない。いまでこそ荒あれ果はてているが、元はサザラックの街自体、この教会を囲む形で発はつ展てんしたのかもしれない。

「……んなこと、あるわけねえか」

　朝と同じ景色が移うつろい、左右を流れていく。異ことなるのは光線の具合だけだ。水路に面した酒場で老人たちが卓テーブルに着いている。昼間から酒を飲み、くだを巻まいている。ろくでなしどもが時間を持てあましている。水路ぞいの地面に腰こしかけ、足を水面のほうへぶらぶらさせている。通りすぎるバレッツたちの舟を目で追いかけている。

　ミゲルは舳へ先さきで直立不動の姿し勢せいを保たもち、胸むねの前で腕うでを組んでいた。無言なのは普ふ段だんどおりだが、どことなく刺とげ々とげしい空気が感じられる。

「……なんだよ？」

　バレッツは色眼鏡サングラスのレンズごしに相あい棒ぼうを見つめた。

　ミゲルは、ふり返らずにこたえた。

「〈指ゆび切きり〉亭ていでの勝負。なぜ止めた？」

「おいおい。まだんなこと怒おこってんのか？」

「当然だ」

「止めるに決まってんだろうが？　あのまま続けてみろよ。店の中、めちゃくちゃになってたぜ。そりゃミゲル自身は無事にすんで、相手をこてんぱんに伸のせたかもしれねえけどよ。ステラのことも考えてやれって」

　ミゲルはしばらくだまりこんでいたが、やがて「それは、そうかもしれない」とつぶやいた。素す直なおに非ひを認みとめたようだが、なにか文もん句くをつけなくては気がおさまらないらしい。「だが」と、さらにつけくわえてきた。

「おまえは銃じゆうを持って割わりこんだ。あの武ぶ器きは、銃は、好きになれない」

　ミゲルが首だけを横へ向け、冷たい目でバレッツの胸を見てきた。服の布地を通して、その下にある燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを見ているのだろう。

　バレッツはその銃を、服の上から軽く叩たたいた。

「口で言っても聞かなかったろ？　それに、銃ぐらいみんな使ってんじゃねえか」

「それも気に食わない。それに、おまえの銃は特別だ」

「べつに好きで使ってるわけじゃねえさ」

　銃ごときで責せめられたり、卑ひ怯きよう者もの扱あつかいされたりしてたまるか。そんな反発心が頭をもたげてくる。

「それに、ミゲルだって弓矢だとか弩いしゆみだとか使ってんじゃねえかよ。飛び道具って点では一緒だろ？」

「まったく別物だ。矢は己おのれの力によって飛ばす。あくまで身体からだの延えん長ちようだが、銃はそうじゃない」

「前も言ったけど、おれの銃はもらいものなんだよ。便利だし、棄すてるわけにもいかねえから使ってるだけだって。おれがむやみにぶっ放すところなんて、ミゲル、一度だって見たことねえだろ？　できれば使いたくねえぐらいなんだからよ」

　櫂かいを操あやつり、角を曲がった。別の船とぶつかりそうになり、あわてて船体を左側へ寄せる。ゆるやかな波を舳先で切り裂さき、進んでいく。

　ミゲルが顔を前へ戻もどした。

「……わかった。おまえの主義に口をはさむのはよそう」

「それってつまり、ミゲルの主義にも口出しはするな、喧けん嘩かぐらい好きにやらせろってことか？」

　バレッツはたずねた。

　ミゲルは返事しない。じっと前だけを見つめている。視し線せんの先には細い水路が延のびており、その先に崩くずれた石いし塀べいが見える。シャボーの教会だ。

「それって完全に論ろん理りのすり替かえだぜ。屁へ理り屈くつもいいところだ」

　まったくしょうがねえな、と胸の中でつぶやいた。

　なんだかんだ言って、ミゲルはバレッツよりもふたつ年下であり、まだまだ子こど供もなのだ。




　　　　ディタ




　獣じゆう人じんたちが街へ出ること自体は、それほどめずらしいことではない。

　だがディタの場合だけはちがった。あまり街が好きではなかった。よほどのことがないかぎり踏ふみこまないようにしている。ほかの仲間たちはさまざまな理由を見つけては遊びに出ているようだが。

　自分は保ほ守しゆ的てきすぎるのかもしれない。草原や森を渡わたる放ほう浪ろう生活の中で育ち、ずっと父親やその他の仲間たちにかわいがられてきた。そのせいで、ほかの世界へ出るのが怖こわくなっているのかもしれない。

　そんなことを考えながら、ディタは六名の仲間たちを引きつれて歩いた。皆みな、武器は布に包んだ状じよう態たいで運んでいる。警けい備び隊たいに呼びとめられても面めん倒どうだからだ。怖いおばちゃんは大おお槌づち。金きん猿えんとその他の五名は短刀。ディタの鉤かぎ爪づめは伸しん縮しゆく式しきなので、わざわざ隠かくす必要はない。腕に巻いた布の下に、直ちよく接せつ、収しゆう納のうされているのだ。

　入り組んだ街を歩いた。小さな橋を何度も渡り、入り組んだ路地を抜ぬけ、両側の建物が上階でつながっているような道を進んだ。まるで迷めい路ろさながらだ。いまの季節は比ひ較かく的てき、歩きやすいが、冬場になれば水路の水に浸つかってしまうような道も多い。

　ディタはわざと人気の多い道を選んだ。わざと通行人たちにぶつかっていった。ぶつかるたびに、相手の懐ふところへ手をしのばせ、カネの入った革かわ袋ぶくろをかすめとっていった。

　すりをくり返した。あっという間に五つの財さい布ふが集まった。盗ぬすまれた者たちは、だれひとりとして自分がすりに遭あったという事実に気がついていない。迷めい惑わくそうな顔をして、あるいはおびえた表情でよけていったが、ただそれだけのことだ。

　ディタは、動きの速さには絶ぜつ対たいの自信があった。

「さすがですね」

　金猿が器用に口笛を吹ふく。

　ディタは鼻を鳴らし、革袋のひとつを仲間たちに投げた。

「好きに分けろ」

　裏道へ入った。怖いおばちゃんの案内に従したがい、奥おくへ奥へと進んでいく。せまい路地を何度も抜けた。建物の下をくぐった。坑こう道どうを思わせる通路を通った。近道をしているらしい。

　やがて、石いし造づくりの建物に囲まれた中庭といった風ふ情ぜいの場所へ出た。下は石いし畳だたみで舗ほ装そうされており、右側には水路が流れている。正面の建物はちょうど水路の角に建っているらしく、背はい後ごにも流れを有しているようだ。

「あそこです」

　金猿がうれしそうに指さす。

　たしかに酒場らしい店があった。小ぢんまりとした三階建ての建物。一階の奥まった場所には木もく製せいの扉とびらがあり、上には〈指ゆび切きり〉亭ていと書かれた看かん板ばんがかかっている。一階の壁かべ際ぎわや二階の窓際には鉢はち植うえが並ならべられ、花がつぼみをつけており、建物に彩いろどりを加えている。

　ディタは足をとめた。

「金猿が知ってるっていう情じよう報ほう屋や。それがあそこにいるんだな？」

「べつに情報屋を生なり業わいにしてるわけじゃなくて、ちょっとした事情通ってところなんですけどね。あの店の女主人で、俺たち獣人でも気にせず入れてくれてるんでさ」

「女主人？　そいつ、女なのか？」

「それがどうかしたんですかい？」

「意外だな」

「ディタだって女だよ」

　うしろから怖いおばちゃんが言ってきた。金猿がくっくっと笑う。ほかの仲間たちも笑っている。

　ディタは思わず顔を赤らめた。頰ほおをふくらませてしまったが、すぐさま彼らから顔をそらせた。いちいち目くじらを立てるようなことではない。そんな器うつわの小ささを仲間たちに見せるわけにはいかない。

　取りあわず、先に立って歩いた。

「入るぞ」

〈指切り〉亭の扉を開けた。薄うす暗ぐらい中へ入った。







　客の入りは五分といったところだった。

　なぜか客たちは一生けんめい卓テーブルや椅い子すを動かしていた。どうやら本来の位置に戻もどしているようだが、理由はわからない。

　それよりなにより、カウンター席の大男に目を惹ひかれた。大男はひとりで杯さかずきを干ほしていた。

「あいつ！」

　昨夜、船の上で戦った相手。それと似にていなくもない。昨夜の大男は覆ふく面めんをしていたので確かく信しんはないが。

　ほかの仲間たちも同じように考えたようだ。金猿が口を寄よせてくる。

「お頭かしら。あいつ、ひょっとして──」

「わからない。あたしが訊きいてみる」

　ディタはつぼを飲みこんだ。あれが昨日の大男と同一人物だとしたら、声をかけるのはむしろ危き険けんだ。ディタたちは襲しゆう撃げきをかけた側なのだから。

　だが、それでも気にはなった。本人なのか知りたいと思った。自分たちをぶちのめした相手と話ができるのだとしたら、それはこの上なく興きよう味み深い。

　カウンターのほうへ、大男の背後へと近づいていく。

「おい」

　呼よびかけた。

　ディタの足音を聞きつけたらしく、大男がふり返った。同時に、カウンターのうしろにいた若わかい女が「い、いらっしゃい」と声をかけてきた。

　女は目を丸くし、なぜか引きつったような顔をしている。金猿の話が本当ならば、この店は獣人に慣なれているはずなのだが。布ぬのの包みが武ぶ器きであることに気づいたのかもしれない。

　この女が金猿の知りあいだろうか。そんなことを考えていたら、うしろで金猿が「よう。今日は仲間を連れてきたぜ」と、その女に手をふってみせた。

　女がぎこちなくうなずく。声を落とし、金猿に話しかける。

「あんたが獣じゆう人じんだってのは知ってたけど。その、なんていうか……この街へ来てる獣人って、あんたの仲間以外にもいろいろといるわけ？　ほかの一族っていうか」

「いや、俺おれたちだけだと思うぜ。ほかに獣人の一族がいるなんて、聞いたことも見たこともねえ」

「じゃああんたたちが、この街に出入りしてる唯ゆい一いつの獣人なわけね。その一族の構こう成せい員いんってわけね。べつに、それが悪いってわけじゃないんだけど。ぜんぜん平気だし、大歓かん迎げいだけど」

「妙みようなこと訊きやがるな。そうだって言ってるじゃねえか」

　女の顔はなぜか青くなっている。「なんで、もう片かた方ほうのほうまで……」とかなんとか、口の中でわけのわからないことをつぶやいたりしている。ディタだけでなく、怖こわいおばちゃんも眉まゆをひそめているようだ。

　ディタは、とりあえず挙きよ動どう不ふ審しんな女は無む視しすることに決めた。対たい応おうは顔見知りである金猿にまかせればいい。まずは大男と話さなくては。

　大男のほうへ指を突つきつける。

「おまえ！　そう、おまえだ。身体からだの大きいやつ」

「俺か」

　大男はゆっくりと椅子をまわし、首だけではなく身体ごとディタのほうへ向きなおった。

　ほかの客たちも、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやであるディタたちを遠とお巻まきにながめている。明らかに、獣人という存そん在ざいに慣なれていない様子だ。こちらはどうだっていい。

　ディタは大男にたずねた。

「おまえ。あたしたちとどこかで会ったか？　最近のことだ」

「さあ、どうかな。俺のほうは、さっぱり記き憶おくにねえんだが」

　大男は無む造ぞう作さに、指先で首をぽりぽりと搔かいた。やはり人ちがいなのだろうか。もし本人なら、大男のほうがディタたちのことに気づくはずだ。昨夜、ディタたちは顔を隠していなかったのだから。

「くそっ」

　ディタは小声でののしり、拳こぶしを握にぎりしめた。人間の顔はいまだにどれも似にて見える。体たい格かくが同じだと、特にこの男や昨夜の男のように特とく徴ちよう的てきな身体つきをしていると、どれも同じ相手だと思いこんでしまう。

　ディタは言った。

「なんでもない。勘かんちがいだったみたいだ」

　大男は「べつにいいさ」というように、おどけた表ひよう情じようを作った。

　ディタは店の女へ注意を戻した。金猿にたずねる。

「事情通っていうの。この女だな？」

「ええ、はい。ステラっていうんですけどね」

「事情通かどうかは自信ないけど。でも、事情に取り残されてるってわけじゃないかも」

　女はまんざらでもなさそうに、それでいてどこか落ちつかない態たい度どで認みとめた。彼女はディタたちに訊いてきた。

「それで。注文はどうする？」

　うしろから、すかさず仲間の一人が「麦酒ビールを六杯ぱい」と注文を投げた。さっき手に入れたばかりの、哀あわれな通行人の革かわ袋ぶくろを持ちあげ、ディタのほうへいたずらっぽい笑えみを向けてきている。

　見ると、ほかの仲間たちはもう壁際の卓テーブルを囲み、酒の到とう着ちやくを待っていた。調子のいい連中だ。怖いおばちゃんもふくみ笑いをしつつ、仲間のほうへ向かっている。ほかの客たちはこわごわ、ディタの仲間たちをながめている。

「あれを出せ」

　ディタは隣となりの金猿に命じた。

　金猿はすぐに意味をくみとり、服の下から短い矢を取りだした。昨夜、ディタに射いかけられた弩いしゆみの矢だ。これを見ただけで、ディタはまた脇わき腹ばらが痛いたむような気がした。傷きずは消毒され、いまは何重にも布が巻かれている。

　金猿がディタと大男の間、カウンターの上へ矢を置いた。

　ディタはカウンターごしに、ステラという名の女にたずねた。

「この矢に見覚えはないか？　こういう矢を使うような男だ。心当たりがあれば教えてくれ」

　ディタは残りの、四つの革袋を取りだした。ひとつひとつ開いていく。中には銅どう貨かや銀貨が詰つまっている。さすがに金貨まではないが、それでもなかなかの額がくだ。ディタは中身をすべてカウンターにぶちまけた。

「教えてくれたら、これをぜんぶくれてやる」

「その矢って……」

　矢を見るなり、ステラの表情があからさまに変化した。いままで以上に青くなった。

　どうやら当たりだったようだ。事情通というのは本当らしい。この矢の使い手について知っているらしい。

　ステラはなぜか、おそるおそる、前に陣じん取どっている大男と目を合わせた。

　大男は矢を見つめ、「ほう……」とうれしそうな声を出した。彼も矢のことを知っているらしい。理由はわからないが。

　ステラは顔をしかめている。ほとんど悲ひ痛つうと言っていいような表情をしている。まるでいたずらの現げん場ばを押おさえられた子こ供どものように。

　ディタはいらだち、返答を急せかした。

「どうした？　知ってるなら教えろ。知ってるのに隠したりしたら、ただじゃおかないからな」

「知ってるというか、知らないほうがよかったっていうか……できれば、別の機会に持ってきてほしかったな、なんて」

「なあ、獣じゆう人じんの嬢じようちゃんたち。その矢だけどよ。どこで手に入れたんだ？」

　大男が腕うでを伸のばし、金猿からさっと矢を奪うばいとった。体格に似つかわしくない、洗せん練れんされた動きだった。人間の大男は皆みな、このように素す早ばやい動きができるものなのだろうか。

　矢を奪われた金猿は狐きつねにつままれたような顔をしている。

　ディタは大男をにらみつけた。

「獣人の嬢ちゃんじゃない、ディタだ。それに、このことは、おまえには関係ない」

「ま、関係ねえのは関係ねえんだけどよ。いま事情通云々の話をしてただろ？　俺も、ここではちょいとした事情通で通ってんだよ。なあ？」

　大男がステラに同意を求める。矢を指先でつまみ、大げさな動きでふってみせる。

　ステラは矢を眼がん前ぜんで見せられて、ますます気まずい表情になっているようだ。ふたりの間には複ふく雑ざつな事情があるらしい。ディタには関係ないし、関心もないことだが。

「ありがとよ」

　大男は矢をディタのほうへ差しだしてきた。

「この矢。俺は、見たことあるような気がするんだよ」

「なら教えろ！」

「その前に、ちゃんと教えてほしいもんだな。この矢、どうしたって？　なんで持ち主をさがしてやがるんだ？」

　ディタは矢を受けとり、金猿と顔を見合わせた。仲間たちのほうをふりかえる。この男の言葉をどう受けとめるべきか。

「それは──」

　うさんくさいが、事情通というのは本当なのかもしれない。さらにさまざまな事情を得るために、こちらにも質しつ問もんしてきているのかもしれない。

　怖いおばちゃんたちは肩かたをすくめている。自分たちに判はん断だんはできない、とさじを投げている。物事を判断するのはお頭かしらであるディタだから、当然と言えば当然のことだが。

　大男がさりげない調子で訊きいてきた。

「昨日、獣人たちが商船を襲おそったって話を聞いたんだけどよ。おめえらのことか？」

　そこまで知っているなら話は早い。説明も楽だ。

　ディタは大男の顔を見上げた。この男が昨夜のことを密みつ輸ゆ業者や警けい備び隊たいに話したところで、ディタたちにとっては痛くもかゆくもない。うまく街から逃にげだして、しばらく近づかなければいいだけの話なのだから。

　ディタは「いいだろう。教えてやる」と言ってうなずいた。

「おまえの言うとおり、あたしたちが船を襲ったんだ。だけど、手に入ったのは屑くずの入った棺ひつぎだけだった。もうひとつの、もっと重かった棺は、別のやつらに横取りされてしまったんだ。それを取りもどしたくて、あたしはこうやって矢の持ち主をさがしてる」

「てことは、そこにある矢を使ったやつがもう一個の棺を持ち逃げした、ということだな？」

　言いながら、大男はステラに片かた目めをつむってみせた。ステラはますます固い表情になった。身体からだも硬こう直ちよくしているようだ。無理やり口く説どかれているのかもしれない。

　ディタは大男に、またうなずいてみせた。

「そうだ。だから、早くそいつらの居い所どころを教えろ。どこのどいつなのか。知ってるんだろ？」

「そう焦あせるなって。おめえさっき、屑の入った棺を手に入れた、と言っただろ？」

「それがどうした」

　ディタはこたえた。思いだすだけでも腹はらが立ってくる。あの中身は本当に、どうしようもないがらくたばかりだった。

「その棺、よかったら俺おれにくれねえか？　おめえらにとっちゃ屑かもしれねえが、俺にとっちゃ価か値ちのあるものかもしれねえ。俺は、そういうもんに興きよう味みがあるんだよ。もしその棺を届とどけてくれるなら、こっちはよろこんで情じよう報ほうを提てい供きようさせてもらうぜ」

　大男は最前、ディタがぶちまけたカネに視し線せんを走らせた。

「俺は、その程てい度どのカネには興味がねえんでな」

「お頭」

　金猿が身を寄せ、そっと耳打ちしてくる。

「あんな棺ぐらい、くれてやったっていいんじゃないですかい？　中身は完全な屑だ。こいつは自分にとっちゃ価値のあるものかもしれねえ、なんて言ってますがね。あんなもの、だれにとっても屑に決まってますぜ」

「わかってる」

　ディタは金猿に、続けて大男にうなずいてみせた。たしかに、ディタたちにとっては損そんのない取り引きだ。受け入れるだけの価値はある。

「いいだろう、届けさせる。場所は、ここでいいのか？」

「いや、そうだな。俺もこれからちょいと出る予定なんで、そっちへ届けてもらおうか」

　大男は唐とう突とつに、カウンターに拳こぶしをドン！　と叩たたきつけた。

　麦酒ビールを注いでいたステラが飛びあがった。思わず杯さかずきを落としてしまい、床ゆかへ中身をぶちまけてしまう。

　そのステラに、大男がたずねた。

「おい嬢じようちゃん。おめえの友だちは、いまどこへ向かってやがるんだ？　もちろん正直に話すよな。話さねえわけにはいかねえはずだが」

「き、教会……」

「どこの教会だ？」

「シャボーって男がやってる、港こう湾わん地区と貧ひん民みん街がいの間あたりにある教会。水路に囲まれた」

　ステラの返事を聞いて、大男が満足そうにうなずく。

「だってよ。俺は教会へ行くことになった。配達先は、そっちのほうで頼たのむぜ」

「問題ない」

　ディタは仲間のひとりにうなずきかけた。仲間はうなずきを返した。これから宿しゆく営えい地ちへ戻もどり、棺を送りとどけてくれる、ということだ。

　ディタは大男にたずねた。

「それで、この矢を使ってるやつはだれなんだ？　早く話せ。棺は、絶ぜつ対たいに届ける」

「そうだな。うん……」

　大男はなにか考えるように、その思考を楽しむように天てん井じようをながめ、顎あごをのんびりとなではじめた。

　ディタはいらだってきた。さっさとこの男に飛びかかって、喉のどもとに鉤かぎ爪づめを突つきつけて、無理やり口を割わらせてやろうか。

　本気でそう考えはじめた頃になって、やっと大男が顎から手を離はなした。

「サザラックには悪あく党とうどもの組そ織しきがいくつか存そん在ざいしてるんだよ。そのことは、いくらおめえらでも聞いたことぐらいあんだろ？」

「それぐらい知ってる。それとこれと、なんの関係がある？」

「最後まで聞けって。でな、その中に、ここんとこ特に勢いきおいをつけてやがる連中がいるんだけどな。そこの親玉がそういう矢を使ってたような気がするんだよ。かなり若わかい野や郎ろうで、自分でも現げん場ばに出ることが多いって話だから。きっとそいつなんじゃねえか？」

「あたしたちが会った連中はふたり組だった。組織の頭かしらが、ふたりだけで襲しゆう撃げきに出てきたりするもんか」

「血の気の多いやつなんだ、そいつはよ。だからこそ、若いながらに組織をまとめられた。頭とう目もくまで上りつめたってことは、その程てい度どのことはやってのけるってことさ」

　大男が「わかるだろ？」というように片目をつむってみせる。ディタも若いと言いたいのだろう。少々、無む茶ちやをやるぐらいのほうが仲間はついてくる。それ自体はわかる話だった。

　ディタは顎を引き、大男にたずねた。

「その男。名前は？」

「ウーゾ。居い場ば所しよは──」

　大男は貧民街にある精せい肉にく店てんの場所を詳しよう細さいに説明した。仲間のひとりが「そのあたりなら知ってますぜ。けっこうやばいあたりだ」と、うしろから声をあげる。

　ウーゾという男の噂うわさは、ディタも聞いたことがあった。

「どうだ？　役に立ったろ？」

「まあな。噓うそだったら絶対におまえを見つけだして、この手で喉をかき切ってやる。わかってるな？」

「もちろん。俺は教会にいるから、いつでも来てくれていいぜ」

　大男が上じよう機き嫌げんでこたえる。




　　　　ステラ




　やっと獣じゆう人じんたちが出ていってくれた。

　ほかの客たちも、さすがにもう変わった出来事はないと判はん断だんしたようだ。卓テーブルやカウンターにカネを置き、ステラに挨あい拶さつを投げつつ去っていった。

　一ひと段だん落らくついて、店内に久ひさ々びさの沈ちん黙もくが降おりる。

「さて。説明してもらおうか」

　キルベガンが、カウンターごしに凄せい絶ぜつな笑えみを向けてきた。天てん井じよう近くの梁はりを指さす。そこにはミゲルの放った矢が刺ささったままになっている。一いち目もく瞭りよう然ぜん、獣人たちが持ってきた矢とまったく同じものだ。

　ステラはすくみあがった。キルベガンは説明を求めているものの、ディタの話を聞いて、大体のことは察しているはずだ。その上で「説明してもらおうか」と言ってきている。ステラ自身の口から直ちよく接せつ、真実を聞くために。

　ステラは腹はらをくくり、ほぼ正直に話した。バレッツたちが船を襲おそおうとしていたこと。獣人たちが先を越こしてしまったこと。棺ひつぎを持ち去ってみたら、中にレベッカが入っていたこと……。

「でね。あたしたちであの子を引きとったり、なんてできるわけないじゃない？　だから、シャボーのところへ預けたのよ。修しゆう道どう院いんなら安全だし、シャボーはなんていうか、その──あなたが知ってるかどうかわかんないけど。少なくとも、あの子にちょっかい出したりするような性せい格かくじゃないから。彼女は預けられることをいやがったけど、あたしたちにはどうしようもないし。最さい善ぜんの策さくだと思って、バレッツたちが連れていくことにしたわけ」

「なるほどな」

　キルベガンがうなずく。

「ま、ありそうなこった」

「あの、先に言っておくけど。あの子にひどいことしたり、なんてのは絶対にないからね。すごく丁てい重ちように扱あつかったんだから。そりゃ、最初はあの棺に入れて連れてくることになったけど。あれは、あの子が勝手に入ってたわけだし」

「べつに怒おこったり、疑うたがったりはしてねえさ」

「ほんとに？」

「バレッツたちが盗ぬすみを仕事にしてるってことはわかってた。その稼か業ぎよう自体は、俺が否ひ定ていできるもんじゃねえからな。あいつらは密みつ輸ゆの情報を耳に入れて、積荷を奪うばおうと考えた。至いたって普ふ通つうのこった」

　キルベガン自身、犯はん罪ざい組そ織しきに所しよ属ぞくしているのだ。それどころか頭目の用よう心じん棒ぼうまで引き受けている。悪事に関しては寛かん大だいということだろう。

「レベッカを手に入れてからのことについちゃ、俺がバレッツの立場でも同じようにしたさ。あいつらは──俺が現あらわれて、レベッカが大物の娘むすめだとわかった。それで驚おどろき、すぐに見つけだすと約束して、あわてて預けたところへ取りにいった。そういうこったろ？」

「まあ、そんな感じ」

「ただ、俺をかつごうとしたことに関しちゃ、ちょいといただけねえな。レベッカを見つけだすと約束して、俺からまんまとカネをせしめようとしやがった」

「だって、ただで見つけだします、なんて言ったらあからさまに怪あやしいじゃない」

「そりゃそうだが、バレッツの野や郎ろうは値を釣つりあげようとまでしやがったぜ？」

「ぐ……」

　キルベガンの言いうとおりだ。

　ステラはため息をついた。忘わすれてくれていたらいいと思っていたのだが。

　カウンターの下へ手を入れ、カネの保ほ管かん箱ばこを開けた。

「わかったわよ。返せばいいんでしょ？　返せば。ほら、前金の金貨五枚まい」

「それと、ここでの飲み代を無料にしてもらおうか。ついでってことでな」

「はいはい」

「永えい遠えんに」

「永遠!?」

　すぐさま拒きよ否ひしようとしたが、キルベガンの涼すずしげな目に見つめられ、ステラは断だん念ねんした。

　ステラやバレッツたちは、キルベガンをカモろうとしていたのだ。本来ならこの程てい度どですむ話ではない。キルベガン自身、カネになど困こまっていない──それどころか、オールド・クロウの用心棒をつとめているという噂うわさが本当ならば、かなりの報ほう酬しゆうを得ているはずだ──が、ちょっとしたお仕置きということで、いまのような要求を出しているのだろう。

「いいわ。できれば、友だちを連れてきたりしないでよね。みんな無料に、なんてやってたら、あっという間に店がつぶれちゃう」

「わかった」

「ねえ。さっきの、獣じゆう人じんとのやりとり。ちょっと気になったんだけど」

　ステラはカウンターから出た。席をまわり、客たちが置いていったカネを回かい収しゆうしていく。いまキルベガンに返したカネに比くらべれば、本当に微び々びたる金きん額がくでしかないが。

「なんだ？」

「なんで噓うそを教えたわけ？　あの矢を使うのがミゲルだってこと。獣人たちから棺ひつぎを横取りしたのがバレッツとミゲルだってこと。あんた自身、気づいてたはずでしょ？　なのに、あの矢を使うのは貧ひん民みん街がいの肉屋だ、なんて言って」

「バレッツたちには、ちゃんとレベッカを保ほ護ごしといてもらわなくちゃならねえからな。そこへ獣人が乗りこんでって、また乱らん闘とうにでもなってみやがれ。レベッカの身に危き険けんが及およんじゃまずいだろ？　だから適てき当とうな相手を、獣人たちにぶっ飛ばされてもよさそうな相手を選んでやったのさ」

「それが肉屋を根ね城じろにしてる悪あく党とうってわけね。あたしもちょっとだけなら聞いたことあるけど、そいつのこと。ウーゾって名前の悪党。まだ子こ供どもだっていう」

「さすが事情通だ」

　キルベガンは椅い子すから床ゆかへ足を下ろした。

「さて。ちょっくら教会へ行って、バレッツたちを脅おどかしてくるか」

　げらげらと笑う。その声だけで、並ならべられた杯さかずきやランプの傘かさがびりびりとふるえる。

　人がいいのか悪いのかわからない男よね、とステラは思った。またカウンターの裏うら側がわへまわる。

「あんまりいじめないでやってよね。あいつら、獲え物ものがオールド・クロウの船だ、なんて知らなかったんだから。あんたと敵てき対たいする気なんてないし」

「それもわかってる」

　キルベガンは足を踏ふみだした。入り口へ向かいかけたところで、なにか思いだしたように立ちどまった。ステラのほうをふり返ってくる。

「そうだ。よかったら、なにか食い物をくれるか？　腹が減へったんでな。弁べん当とう代わりだ」

「いやだ、なんて言っても通じないんでしょ」

　ステラは集めたカネを保管箱へ放りこんだ。手を洗い、特大のサンドイッチを作りにかかった。この男なら、軽く五人前はたいらげるだろう。




　　　　バレッツ




「レベッカがここにいないって、どういうこった？　なんでいねえんだよ、ついさっき渡わたしたばっかのガキが。新しい修しゆう道どう女じよにするんだろ？」

　バレッツたちが戻もどってきたとき、シャボーは雑ざつ草そうだらけの敷しき地ち内を歩いていた。聖せい堂どうと修道院の間に広がる中庭だ。貧民街と隣りん接せつしているとは思えないほどに緑のあふれている空間。周囲の木々はやや育ちすぎのきらいがある。

　そこで、バレッツはひとまずシャボーを締しめあげた。法ほう衣いの襟えりもとをつかみ、揺ゆさぶり、ふりまわし、芝しば生ふに膝ひざをつかせた。詰きつ問もんし、シャボーの返答を聞いて激げつ昂こうした。いまは、さらに詰問を続けているわけだ。

「話を最後まで聞いてください！　私はやめてくださいって言ったんですよ？　せっかく大金を支し払はらって得た修道女だから、この場へ残すように頼たのんだんです。でも、ウーゾさんはだめだって。自分たちの根城でじっくり話を聞きたい、と言って彼女を連れていってしまったんです。私は抵てい抗こうしたんですよ？　本当に何度も何度もお願いしたんですよ？　でも、この聖堂に寄き付ふ金きんを出してくれているのはウーゾさんですし。大金を払って得た修道女だから渡せない、という道理は通じなくて」

「ウーゾって、あの人肉屋ウーゾか？」

　バレッツはシャボーの襟から手を放した。ミゲルと視し線せんを交かわした。

　シャボーはその場で尻しりもちをついた。せきこみ、服の皺しわを神しん経けい質しつそうに伸のばしている。服が破やぶれたり顔が傷きずだらけになったりしている理由は、たずねなくてもなんとなくわかった。

「人肉屋ウーゾ。それなら、俺おれも聞いたことがある」

　ミゲルは少し離はなれた木の幹みきにもたれ、バレッツたちのやりとりを見守っていた。いまは、先ほどまでよりも強い興きよう味みを示しめしている。

　バレッツは相づちを打った。

「ああ。最近は派は手でに暴あばれてるって話だからな。目立ってて当然だ」

「包丁さばきは相当のものらしいな。銃じゆうとも互ご角かくにやりあえるとか」

「おめえの興味はそれだけかよ？　ま、たしかに、そんなふうに言われてるみたいだけどよ。かなりいかれてるって話だぜ」

　ウーゾは対たい抗こう組そ織しきの構こう成せい員いんを肉切り包丁でさばき、食肉に混まぜて売りとばすと言われている。一いつ般ぱん市民には想そう像ぞうもつかないような話だが、裏社会では広く知られている逸いつ話わだ。

　バレッツ自身は用よう心じん棒ぼう時代に一度だけ、ウーゾと顔を合わせたことがあった。雇やとい主とウーゾとの取り引きに同席したのだ。

　バレッツはシャボーにたずねた。

「そのウーゾが、レベッカを連れてっただと？」

「はい」

「なんでだよ？」

「ウーゾさんは、昨夜オールド・クロウの船が襲おそわれたらしい、その積荷に興味がある、という話をされていたんです。私に情報を集めろと言って……それを聞いていた彼女が、ウーゾさんに話しかけて。自分ならくわしいことを教えられるって」

「待った。ウーゾはオールド・クロウの船について知ってたのか？　昨日、襲われたのがオールド・クロウの船だってことを知ってただと？」

「はい」

「でもって、レベッカを連れていったってことは──」

　再ふたたび、ミゲルと視線を交わした。

　ミゲルが組んでいた腕うでをほどく。

「知っていたのかもしれないな。レベッカが何者なのか、ということも」

「だとしたら、めちゃくちゃまずいじゃねえか！」

　バレッツはシャボーのそばから離はなれた。ミゲルのほうへ歩み寄り、顔を突きあわせた。声をひそめる。

「ろくでもねえことになるぞ──ウーゾの組織は急速に勢いきおいを伸ばしてる。結果的に、オールド・クロウの組織とは反目することになってやがる」

「その争いで優ゆう位いに立つため、ウーゾは人ひと質じちとしてオールド・クロウの身内をさらった、ということだな。それがレベッカだった」

「あの人肉屋はとち狂くるってる。ろくでもない話は山ほど聞いてるんだ。そんなやつが、対抗組織の親玉の娘むすめを手に入れちまったんだぞ？　どんなことしでかすか、わかったもんじゃねえ！」

　むしろウーゾらしい残ざん虐ぎやく性せいを発はつ揮きするに決まっている。レベッカの足の指を切せつ断だんし、それをオールド・クロウのもとへ送りつけ、「シマを明けわたさなければ毎週、小娘の指が送られてくるぞ」とかなんとか脅きよう迫はくを行うかもしれない。それどころか、もっとおぞましいことが行われるかもしれないのだ。オールド・クロウへの挑ちよう戦せん状じようとして、見せしめとして、レベッカがソーセージにされるかもしれない。

「とんでもねえ。とんでもねえことだ！」

「もしレベッカの身に危き害がいが加えられることになれば、キルベガンがだまってはいない。俺たちに対しても制せい裁さいを行うにちがいない。そういうことか」

　ミゲルが言ってきた。

　バレッツは激はげしく首をふった。

「ちがう！　そりゃそれもうっとうしいが、そういう問題じゃねえ！」

　伸びすぎた芝生を蹴けりつけた。足の下で地面がえぐれ、芝と土とが前へ飛んでいった。放物線を描えがき、シャボーの近くへ落下する。

　シャボーは事じ態たいが飲みこめていない様子でバレッツたちを見ている。当然だ。彼は、レベッカがオールド・クロウの娘だ、などと夢ゆめにも考えていないのだから。

　バレッツはさらに芝生を蹴りこんだ。踏みにじった。

「ちくしょう、ミゲル。レベッカが殺されちまったらどうする？　ばらばらにされちまったらどうする？　なにもかも、完全におれたちのせいだ。おれたちがここへ連れてきたせいで、ウーゾに見つかっちまって……この先、めちゃくちゃ寝ね覚ざめが悪いじゃねえか。そう思うだろうがよ!?」

「たしかに、寝覚めは悪くなるな。それは不ふ愉ゆ快かいだ」

　今日は恐おそろしく天気がいい。白い雲がいくつか浮うかんではいるものの、その背はい景けいはどこまでも能のう天てん気きな、目が覚めるような青色だ。

　むしろ目なんか覚めたくない、これが夢であってほしい、とバレッツは思った。

「ねえ、何者なんです？　あの子。レベッカっていうんですか？　私が訊きいても名前すら教えてくれなくて」

　シャボーが情なさけない口調で訊いてくる。

「うるせえ、おめえはなにも知らなくていいんだよ。こんど訊いてきたら殺す。おれの気にさわることを一言でも口にしたら殺す。くしゃみをしても殺す。せきをしただけで殺す。蜂はちの巣すにしてやる。いいな？」

「レベッカが連れ去られたと言うが」

　ミゲルが口を開いた。バレッツの後方、教会の建物を見ている。

「それほど前のことではないだろう」

「そりゃそうだろうが……どうなんだ？」

　バレッツはシャボーのほうへ顔を向けた。シャボーはようやく立ちあがろうとしているところだった。

「そうですね。ええと──」

「ウーゾがレベッカを連れて帰ったのはどれぐらい前か、と訊いてるんだ。早く答えやがれ！」

「ほんの少し前だと思いますよ。ウーゾさんたち、ちょうどバレッツさんたちと入れちがいに帰られたぐらいで」

　バレッツは拳こぶしを握にぎりしめた。

「くそっ。ここの出しゆつ資し者しやがウーゾだったなんて、考えもしなかったぜ」

「なら、まだ殺されたりはしていないだろう。あの少女は」

　そう言ってミゲルが長ちよう套とうから腕を出した。手には棘とげつきの、鉄の棍こん棒ぼうが握られている。

「少女が被ひ害がいを受ける前に、ウーゾから奪うばいかえす。それで問題はないはずだ」

「ミゲル。おまえ、たんにウーゾと戦ってみたいだけじゃねえだろうな？」

　だとしても、ウーゾからレベッカを取りもどすべきだ、というミゲルの意見には賛さん同どうせざるをえない。彼女をシャボーに預あずけてしまった以上、自分たちには彼女を確かく保ほする義ぎ務むがあるのだ。少なくともバレッツはそう思った。やっかいなことこの上ないが、しかたない。

「ちくしょう。あの棺ひつぎを拾っちまったせいで、面めん倒どうなことばかりだぜ」

「それで。ウーゾはどこへ行った？」

　ミゲルがシャボーに、棘つきの棍棒を突きつける。

　シャボーは喉のどの奥おくで悲鳴を漏もらした。うろたえながらもこたえた。

「ウーゾさんは、肉屋を経けい営えいしているんです。一階が売り場や食肉処しよ理り場じようになっていて、二階より上が事じ務む所しよになっていて」

「んなこた知ってる」

　バレッツは舌した打うちした。ウーゾはそこへ、本ほん拠きよ地ちへ引きあげたということか。そこへレベッカを連れていったということか。手下たちが最も多くそろっているであろう本拠地へ。

　ますますやっかいなことになった。




　　　　レベッカ




　レベッカは肝きもが据すわっているとよく言われる。だから恐きよう怖ふは少しも感じなかった。なにか危き険けんがあるとしても、そのときはどうせおじさまが助けにきてくれる。そんな確かく信しんがあった。

　だが、さすがに、極きよく端たんな肥ひ満まん体たいに運ばれるのは不ふ快かいだった。教会で抱かかえあげられ、ここまで連れてこられてしまったのだ。肥満体の男はオルメカという名前らしい。

　まず街を横切り、精肉店の中へ通された。途と中ちゆうで靴くつが扉とびらの枠わくに引っかかり、片かた足あしだけ落ちてしまったのだが、だれも拾おうとしてくれなかった。抗こう議ぎの声は無む視しされてしまった。そのまま階かい段だんを運ばれ、三階にある広い部屋へとたどり着き、やっと肥満体の腕うでから逃のがれられた。床ゆかへ下ろされ、自分の足で立つことができた。

　ウーゾいわく、ここは精肉店の事務所だという。たしかに木もく製せいの机つくえがいくつかと、椅い子すがいくつかと、来客用らしい革かわ張ばりの長椅子や卓テーブルなどの調度がひとそろいあった。奥の窓まど際ぎわにはどっしりとした、豪ごう華かな机が置かれている。そこがウーゾの定位置らしい。

　レベッカは向かいに置いた椅子へすわらされた。背せもたれのある簡かん素そな椅子だ。

　部屋にはウーゾの手下たちが群むれていた。壁際に立っていたり、椅子にすわっていたり。机の前で書類をめくっている者もいるが、大半がレベッカに注目している。それはそうだろう。このような場所へ十歳さいの少女が来ることなど、そうあることだとは思えない。

「ここ、とてもくさいわ」

　レベッカは正直な感想を口にした。

　牛肉や豚ぶた肉にくなどの、畜ちく産さん物ぶつのにおいが建物全体にしみこんでいるのだ。石の階段にも木の床にも、もちろん漆しつ喰くいを塗ぬった壁かべにも、いたるところに血の跡あとがついている。汚よごれを落とそうとした努力すら見受けられない。まったくもってひどい場所だ。

　よくこんないいかげんな連中にお肉屋さんがつとまるものだわ、とレベッカは思った。

「まあ、しょうがないかもね。この区画全体が似にたような感じだったし」

　ここへ来るまでに通った街まち並なみもひどかった。どうやら貧ひん民みん街がいらしく、道はごみだらけ、嘔おう吐とだらけ。石いし畳だたみはあちこちで掘ほり起こされたようになっており、中央が陥かん没ぼつしており、水路の水がまともに流れこんでいた。道のあちこちに汚お水すいがたまり、猫ねこの死し骸がいが浮うかんでいた。なぜか魚の死骸まで浮かび、死んだ両者が追いかけっこをしているように見えた。レベッカは吐はき気をこらえるのに苦労したものだ。この建物だけではなくて、周辺一帯が悪あく臭しゆうを発している。

　ふと、思いなおした。いくら事実とはいえ、彼らに「くさい」などと言ってしまったのはまずかっただろうか。あまりにも配はい慮りよのない発言だっただろうか。

「気にしていたなら、ごめんなさいね。べつに非ひ難なんしているわけじゃないの。ただ、少し驚おどろいてしまったから。こういう場所、わたし、あまり馴な染じみがなくて」

「どうだっていいよ。こんな場所にも人は住んでいるからね。ここの肉は格かく安やすだから、買いにくる客はいくらでもいるんだ」

「それはよかったわ」

　おえっ。こんな店でお肉を買うだなんて。

　ウーゾは豪華な机のうしろで、これまた豪華な革張りの椅子に座っていた。

　彼はどこからともなく巨きよ大だいな肉切り包丁を取りだし、それで手のひらをぴたぴたと叩たたきはじめた。先せん端たんは鋭するどくとがっており、刃は渡わたりはウーゾの肘ひじから指先ぐらいまであるだろう。かなり大型の包丁だ。ほとんど剣けんと呼よべるような長さ。

　ウーゾが訊きいてくる。

「それで。レベッカって言ったっけ？」

「そうよ」

「なにを知ってるの？　その前に、君はだれなの？　なんで積荷のことを知ってるって？　昨日の、あの船の」

「それは──」

　返答する前に、レベッカは考えた。

　ここで素す直なおに「わたしは船の持ち主であるオールド・クロウの娘むすめだから」とこたえてしまうのはよくない。そんなことをすれば、あとで父親のところへ送りかえされてしまうかもしれない。せっかく家出を試こころみているというのに。

　必要なことだけを伝えよう。そう決意した。

「わたしもあの船に乗っていたの。襲しゆう撃げきに遭あって、あわてて逃にげだしてきたの」

「なんで君みたいな子こ供どもが乗ってるのさ？　なにか貴き重ちようなものを輸ゆ送そうしてた、と聞いてたんだけどな」

　あなただって子供は子供じゃない。と、レベッカはひそかに反はん論ろんした。ウーゾの容よう貌ぼうは、大人と呼ぶには若わかすぎるように見える。いったいいくつぐらいだろう。レベッカとバレッツの間ぐらいだろうか。

　息を吐きだした。よけいなことを考えるのはよそう。

「わたしは家出してるの。それで、とっさに棺ひつぎへもぐりこんで、ここへ来ることになったんだけど」

「なるほどな。密みつ航こう者しやか」

「みっこうしゃ？」

「勝手に棺へ入りこんだって、そう言ったよね？」

「ええ、言ったわ」

「だいたいの事情はわかった。そのことに関しては、もういいよ」

　ウーゾが肉切り包丁を持ちあげる。窓の光にかざし、目を細め、刃先の状じよう態たいをたしかめる。なにげなくふりおろし、宙ちゆうを切り裂さく。隣となりにいたオルメカがわずかに悲鳴をあげて飛びのく。

「君はあの船に乗ってた。だから襲撃者がどんな連中なのか知ってる。そういうことでしょ？」

「もちろん知ってるわ。わたし、すぐあの棺の中へ隠かくれてしまったから、なにもかも見ていたわけじゃないけど。でも、あいつらがもうひとつの棺を運びだしているところは、この目でしっかりと見たもの」

「きっとそっちの棺に入ってたんだ。お宝たからが」

　ウーゾの言葉を聞いて、レベッカはまた首をかしげた。お宝とはなんだろう。どちらの棺にしても、たいして価か値ちのあるものは入っていなかったはずだが。バレッツたちも同じ勘かんちがいをしていたように思う。

　もちろんレベッカ自身、すべての荷の中身を把は握あくしているわけではないのだ。荷にはレベッカの知らない、なにか重要なものが含ふくまれていたのかもしれない。それが獣じゆう人じんたちによって奪うばい去られてしまったのかもしれない。

「荷を奪ったのがだれか、どんなやつらなのか。わたし、それをあなたたちに教えてあげる。だから、その見返りとして、あなたたちはわたしを〈指切り〉亭ていへ連れていくの。そのことについては、わかってくれてる？」

「〈指切り〉亭、なら、わかり、ますぜ」

　オルメカが苦しそうに言った。彼はなにをしゃべるときでも苦しそうだ。街の端はしから端まで全力疾しつ走そうしてきたように息を切らせている。

　ウーゾはうなずいた。肉切り包丁の切っ先をレベッカのほうへ向けてきた。

「これは好こう奇き心しんで訊くんだけどね。君、なんでそんなところへ行きたいわけ？　子供が酒場なんて、普ふ通つうは行かないものだと思うけど」

「あそこの人たちに、ひどい目に遭わされたの。だから、仕返しをしなきゃ気がすまなくて。それと、しばらくはあそこへ住みこもうって決めたから。これでいい？」

　ウーゾたちは顔を見合わせ、肩かたをすくめている。家出娘の考えることはよくわからない、とでも言いたそうに。

　肉屋の主は、また包丁で手のひらを叩きはじめた。

「わかった。で、だれが積荷を奪ったって？」

「教えたら、本当に連れてってくれるのね？」

「君をその店へ連れてったところで、僕たちが損そんすることはなにもないからね。それぐらい、いくらでも引き受けてあげるさ」

「なら、教えてあげる」

　襲撃者は獣人たちよ、とレベッカは話した。彼らの容よう貌ぼうや戦いぶりなども詳しよう細さいに伝えた。噓うそをついているわけではない、ということを理り解かいしてもらうために。

　場が全体的にざわついた。男たちは「あいつらか」「なかなかやっかいな連中だぜ」「だけど、昨日の襲撃でずいぶんと弱ってんじゃねえのか」「なら、戦ってもあっさり勝てるんじゃねえか」「当たり前だぜ」などと言葉を交わしている。

　ウーゾは手下たちの言葉を無む視しして、おもむろに包丁を机つくえの上へ突つき立てた。軽い動作だったが、切っ先は深々と刺ささった。刃がびりびりとふるえる。

　部屋は一いつ瞬しゆんで静まりかえった。ウーゾの声だけが響ひびいた。

「わかった。なら僕ぼくたちは、さっそく行ってみることにするね。獣人たちのところへ。宿しゆく営えい地ちの場所については、前に、聞いたことがあると思うから」
















「じゃあ、わたしは──」

「だけど、すぐに君を〈指切り〉亭へ連れていくわけにはいかないな」

「あら、どうして？」

　驚おどろいてたずねた。

「僕は、人にだまされるのがすごく嫌きらいなんだ。もし君の言ったことが噓だったら──獣人たちがお宝を持っていないようなら、すぐにここへ戻ってきて、君を八つ裂きにしなきゃならない。そのために、少しの間だけ残っててもらうよ」

「つまり、わたしを疑うたがうってことね？　ひどい。そんなのあんまりだわ」

　抗こう議ぎしたが、無む駄だだった。

　ウーゾがうなずくなり、いっせいに手下たちが群むらがってきた。縄なわを取りだし、あっという間にレベッカを椅子へ縛しばりつけてしまう。

　レベッカは広い部屋の真ん中で縛りあげられた。まったく身動きがとれなくなった。

「じゃ、またあとで」

　ウーゾたちがぞろぞろと出ていく。

「ひどい」

　レベッカは叫さけび声をあげようとしたが、寸すん前ぜんで思いとどまった。仮かりに声が外へ、下の通りへ届とどいたとしても、ここまで上がってくるためには肉屋の中を通つう過かしなくてはならない。そうなる前に、声に気づいてくれた人物がだれであろうと、きっとウーゾの手下たちに止められてしまう。

　あとしばらくの間は、この異い臭しゆうに満ちた空間でじっと待っているしかないのだ。

「ほんとにもう。なにもかも、みんなあいつらのせいだわ」

　レベッカはバレッツたちの姿すがたを思いうかべ、胸きよう中ちゆうで彼らを存ぞん分ぶんになじった。

　足は椅子の脚あしに縛りつけられている。手はうしろへまわされ、身体からだごと椅子の背もたれに縛りつけられている。

　ほんとにもう。窮きゆう屈くつなのはいやだ、と言っているのに。




　　　　ディタ




　ディタはサザラックの中でも特に貧ひん民みん街がいを軽けい蔑べつしている。

　なによりも不ふ潔けつだ。石いし畳だたみの上には吐と瀉しや物ぶつが絨じゆう毯たんさながらに敷しきつめられている。石畳の間からは水路の水がじくじくとしみだしてきている。区画全体が運うん河がと水路に飲みこまれようとしている。なのに、評ひよう議ぎ会かいは補ほ修しゆうしようとしない。見向きもしていない。住民たちもそのことを当然と考えている。

　乾かわいている地面のほうがめずらしいぐらいだ。その乾いた地面でさえも、石畳がひび割れ、掘りかえされて、裸足はだしでは絶ぜつ対たいに歩けないようなありさま。あちこちに生ゴミが捨すてられている。それらの山が崩れている。肉汁や腐くさった野菜の汁しるが吐瀉物と混まじりあい、強きよう烈れつな悪臭を放っている。

　ディタたちは郊こう外がいの天てん幕まくで暮くらしているが、そちらのほうが何倍も清潔だと思えた。少なくともそばを流れる川は澄すんでいる。水を飲むこともできる。

「くせえ」

　金猿は鼻をつまみながら歩いている。

　精せい肉にく店てんの前へ着いた。三階建ての建物だ。一階部分は通りに面しており、大きく開け放たれている。そこに木もく製せいの陳ちん列れつ台だいが作られ、切り分けられた肉と値ね札ふだが並ならんでいる。うしろには体たい格かくのいい、白い服を身につけた男が立っている。店番と門番を兼かねているのだろう。

「ちがうな」

　少なくともこの男は、棺ひつぎを横取りしたふたり組──その、どちらかの片かた割われ──ではない。

　客はひとりだけだった。中年の主婦らしき女が陳列台の前に立ち、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの店番と値の交こう渉しようをしている。

「行くぞ」

　ディタは両腕をふるった。手の甲こうから鉤かぎ爪づめが飛びでた。仲間たちも武ぶ器きから布ぬのを払はらう。

　店の入り口へ近づいていった。金猿が前へ出ていき、中年の女を押おしのける。

　女は「きゃっ!?」と悲鳴をあげ、よろめき、ディタたちをまじまじと見つめた。慣なれない獣じゆう人じんの姿すがたを、そして短刀や大おお槌づちを目にして驚きよう愕がくし、脂あぶら汗あせを流し、無言で逃にげていった。

　店番らしい男が目を向けてくる。さっきまでの柔にゆう和わな顔がこわばり、鋭するどい視線がディタたちを射いている。肉屋の店番などをやっているが、やはり、実じつ際さいはウーゾの手下なのだ。組そ織しきに属ぞくしている悪あく党とう。

「なんだおめえら？　汚きたならしい獣人どもが、商売の邪じや魔まなんか──」

「ウーゾはどこだ？」

　相手の言葉をさえぎり、ディタはたずねた。

　男の表ひよう情じようがいっそう険けわしくなった。

「なんの用だ？」

「ウーゾはどこだ、と聞いてる」

「知ってても言うわけがねえだろうが!?」

　大男が右手を下へ伸のばした。陳列台の裏うら側がわだ。ディタたちの位置からでは見えないが、なにをしようとしているかは想そう像ぞうがついた。

「動くんじゃねえ！」

　そう怒鳴り、男がさっと腕を前へ出した。ディタは刃物かなにかが出てくるものと予想していたが、そうではなかった。男は燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを構かまえていた。銃身が、それを握にぎる手が小きざみにふるえている。

　馬ば鹿かな男だ、とディタは思った。通つう常じよう、銃から発はつ射しやできる弾だん丸がんは一発だけだ。あれでは一人しか倒たおすことができない。こちらは六人もいるというのに。

　銃ごときが脅おどしになると思っているのだろうか。戦いのことをなにも知らない素人しろうとなら、あれだけで十分に脅せるのかもしれないが。

　ディタは怖こわいおばちゃんにうなずきかけた。

　怖いおばちゃんが一歩、前へ移い動どうし、巨きよ大だいな大おお槌づちをふりかぶった。

　男が顔をひきつらせる。銃口を上げ、引き金に指をかける。

　だが遅おそい。男の顔に鉄てつ塊かいの影かげが落ちた。悲鳴をあげる間もなく、大槌の一いち撃げきが男の肩かたを砕くだいた。絶ぜつ叫きようがほとばしる。

　と同時に、轟ごう音おんと閃せん光こう。それに、火薬の猛もう烈れつなにおい。

　男の銃が発射されてしまったのだ。弾丸がディタのほうへ飛んできた。

　ディタは首を横へ倒した。赤熱した鉛なまりの弾たまが耳もとをかすめ過すぎていった。

　顔をしかめる。

「おばちゃん。気をつけろ」

「すまないね」

　怖いおばちゃんが腕を伸ばし、男の手から銃をもぎとる。そのまま背はい後ごへと投げ捨てる。

　男はすでに気を失っているようだ。肩からは激はげしい出血がある。筋肉の発達した男でなければ腕ごともげていたかもしれない。

　怖いおばちゃんが軽く押すと、男はそのまま後方へ倒れた。陳列台のうしろで昏こん倒とうし、痙けい攣れんを始めた。

　金猿が訊きいてくる。

「お頭かしら。だいじょうぶですかい？　銃弾がかすっちまったみたいですが」

「なんともない。ただ……くそっ。髪かみが少し焦こげた」

　仲間たちが前へ出てくる。怖いおばちゃんを遠えん慮りよがちに囲む。「気をつけなきゃだめだぜ、おばちゃん」などと、やはり遠慮がちに注意している。怖いおばちゃんは「わかってるよ」と、不ふ機き嫌げんそうにこたえている。

　それを横目に見つつ、ディタは陳列台の横をまわった。奥おくはひっそりとしている。ウーゾたちが駆かけつけてくる気配はない。

「どういうことですかね？」

　金猿が横に並ならんだ。顔が赤い。息が酒くさい。ついさっき、〈指切り〉亭ていで麦酒ビールを一気飲みしてきたせいだ。ディタ以外の者たちは皆みな、同じようなものだった。

「わかるもんか」

　ディタだけは麦酒ビールを飲んでいない。族長が昼間から酔よいつぶれるわけにはいかないからだ。それに、正直なところ、ディタはあまり酒に自信がなかった。すぐに、前後不覚におちいってしまう。

「入るぞ」

　陳ちん列れつ棚だなの隣となりを通り過すぎる。両開きの扉とびらを突つきとばすようにして開ける。

　その瞬しゆん間かん、猛烈なにおいが襲ってきた。店頭で感じていた肉の臭しゆう気きを数百倍にしたような臭気だ。この街区に満ちている悪臭とは別の凶きよう暴ぼうさがある。

　中は薄うす暗ぐらく、むやみに広かった。天てん井じようが高い。窓まどはない。入り口から射さしこんでくる陽光だけが床ゆかを、壁かべを照らしている。いくつか木製の台があり、上には包丁や糸いと鋸のこ、鋏はさみなど、さまざまな道具が置かれている。

　ディタは仲間に指し示じを出し、壁かべ際ぎわの角灯に火をつけさせた。角灯は柱ごとに吊つるされているようだ。神しん経けい質しつそうなまたたきが次々と起こり、場を赤く、黄色く照らしだした。

　室内の様子が浮うかびあがる。

「肉の処しよ理り場じようだ」

　怖いおばちゃんが言った。

　天井には金きん属ぞく製せいの軌き条じようが縦じゆう横おうに走っていた。そこから無数の鎖くさりがぶらさがっていた。鎖の先せん端たんには牛の肉や豚ぶたの肉が吊つられている。それぞれ一頭丸ごとだ。どれも頭部が切せつ断だんされ、内ない臓ぞうが取りのぞかれ、あとは肉を切りわけるだけの状じよう態たいになっている。

　肉のかかっていない鎖も多くあった。鎖の先端には肉をかけるための鉄鉤がついている。鋭い切っ先が天井を向いている。肉の数は、三十頭ぶんはあるだろうか。

「これだけありゃあ、うちの連中が全員、一か月は暮くらせますぜ」

「だろうな」

　ディタは金猿にこたえ、先へ進んだ。肉と肉の間を縫ぬって歩いた。

　足先になにかが当たった。立ちどまって見ると、女物の靴くつだった。しかも子こ供ども用ようだ。役に立たないがらくた。いまいましい。昨夜、奪うばった棺ひつぎのことをまた思いだした。

　足もとの靴を蹴け飛とばした。靴は散らかった、木製の板が張はられた床を転がっていった。

　床にはほかにも肉片（これが最も多い）や脂し肪ぼうの塊かたまり、肉を包むために使うらしい紙のくず、布ぬの切きれ、手ぬぐいだったらしいもの、服だったらしいもの、食べ物のかす（食肉処理をしながらパンを食べていた変人がいるらしい）、割れた酒さか瓶びんなどが無数に散らばっていた。ほとんど床を埋めつくしていると言っていい。悪臭は相当なものだ。

　金猿が通り過ぎざま、吊るされている肉をぴたぴたと叩たたいた。

「場所はいまいちですが、肉自体は新しん鮮せんみたいですぜ。切りわけられたぶんを表で見たときには、どうかと思ったんですがね。このあたりのは悪くねえ」

「そんなことはどうだっていい。それより、ウーゾはどこだ？　あたしたちが入りこんでいるっていうのに、なんでだれひとり出てこない？」

「さあ。なんででしょうね？」

　金猿が首をかしげる。

「わからないね」

　怖いおばちゃんも言った。ほかの仲間たちも首をかしげている。

　ディタは心の中で舌した打うちした。足を止めて、拳こぶしを握にぎりしめた。

　あらゆる方向に対し、声をあげる。

「おい、ウーゾ！　怖おじ気けづいたっていうのか!?　いますぐ姿すがたを見せろ！」

　かなり大きな声で呼よびかけたはずだが、反はん応のうはなかった。声は肉と肉の間にこだまするばかりだ。いまの音量なら建物の隅すみ々ずみにまで届とどいているはずなのだが。

　金猿がまた、別の肉を手のひらでなでた。指先についた血をながめ、それをぺろりと舌ですくった。

「留る守す、みたいですね」

「くそっ」

　ディタはもう一度、「ウーゾ、出てこい！」と怒鳴った。だが、やはり無反応だ。ウーゾは手下たちともども、どこか別の場所へと出かけているのだろう。この精肉店はもぬけの殻かららしい。

　仲間たちが訊きいてくる。

「どうします？　待ちますかい？」

「横取りされた棺を捜さがそう。それから、仕返しだ。表の男をなんとか叩き起こして、ウーゾたちがどこへ行ったのか聞きだす」

　ディタは、前を向いたままで指し示じした。

「金猿。何人か連れて、二階と三階を調べろ」

「その前に、腹はらごしらえをしちゃいけませんかい？」

　ディタは眉まゆをひそめ、彼のほうをふり返った。

　金猿は大げさに腕を広げ、この場全体を示しめした。ここには新鮮な肉がいくらでもある、と言いたいらしい。

「俺たち、朝からなにも食ってないんですぜ？」

「なに馬鹿なこと言ってる」

「ここの肉、いかにもうまそうじゃないですか。ちょいと試してみませんかい？」

　金猿以外の者たちも興きよう味みを示している。酔よいが勢いきおいを与あたえている。たしかに、ふだん食べている野鳥や野の兎うさぎ、鹿しかの肉などよりもよほどうまそうに見える。

　口の中に唾だ液えきが湧わいてきた。ディタは必死で自分を抑おさえつけた。いまはウーゾに仕返しをすることが先決だ。棺を取りかえすことが先決だ。そのために来たのだから。

「この酔よっぱらいめ……」

「ならせめて、ここにある一番上等の肉を片っぱしから味見するってのはどうです？　めちゃくちゃに食い散らかしてやるんですよ。仕返しって意味では効こう果か的てきだと思いますがね」

　金猿が短刀を構かまえた。軽いしぐさでふりおろし、吊るされた牛肉の表面をそいだ。肉汁と血けつ液えきがしたたり落ちる。それほどに新鮮な肉だった。まだ今朝、入荷されてきたばかりなのだろう。

　金猿は垂たれた肉をつかみ、角灯の下にかざした。うれしそうにながめた。血が、脂身が、艶つやのある光こう沢たくを放っている。

「あたしは、どっちだってかまわないよ」

　怖いおばちゃんが大おお槌づちをふりあげた。肩にかついだ。先端からは血がしたたっている。こちらは、さっき表で男の肩を砕いたときに付着した血液だ。床へと滴したたり、牛や豚たちの血と混じりあっている。

　ディタも室内をながめまわした。吊るされた肉から肉へ、視線を移うつしていく。

「そうか……それは、そうだな」

　ここにある肉は、ウーゾたちの大切な商品なのだ。それを荒あらしてやれば、ちょっとした仕返しにはなる。ささやかなことではあるが、少しはディタのいらだちをしずめる役に立ってくれるかもしれない。

　仲間たちの顔を見まわした。角灯の明かりが不健康そうな陰いん影えいを刻きざんでいる。目が期待に輝かがやいている。族長であるディタの一言を待っているのだ。いまさら禁きんじるのは酷こくというものだろう。なにより、ディタ自身も空くう腹ふくは感じている。

「よし。わかった」

　鉤かぎ爪づめをふるった。手近な肉に突つき刺さした。

「やるからには、徹てつ底てい的てきにやるんだ。ぜんぶの肉をめちゃくちゃにしてやれ。吊るされた肉をウーゾたちだと思って、思いきり斬きりつけろ！」

　仲間たちが喝かつ釆さいし、短刀をかかげる。




　　　　バレッツ




　昼の貧ひん民みん街がいにはうさんくさい連中が群むれていた。

　建物の前にうずくまっている者、多数。戸口に腰こしかけて暇ひまそうに通りをながめている者、多数。路地に隠かくれて外をうかがっている者、意味不明のうなり声を発しながら俳はい徊かいしている者なども目についた。あとは不ふ潔けつな格かつ好こうの子供たちが走りまわっているぐらいか。おめえらせめてズボンぐらいはいてくれよな、とバレッツは思う。

　バレッツたちは『氷ひ室むろ』という看かん板ばんがある建物の前に立った。中では特大の氷こおりが製せい造ぞうされている。それらを鋸のこぎりで切せつ断だんする音が響ひびいている。

　ウーゾの精肉店は不潔な通りをはさんだ斜ななめ向かいにあった。店頭に人ひと影かげはない。さっきから何人かの客が訪おとずれてはいるが、皆みな、困こん惑わくした様子で陳ちん列れつ台だいの奥おくをのぞきこみ、首をかしげながら立ち去っている。客の相手をするはずの人間がいないのだ。理由はわからないが。

「乗りこもう」

「ああ」

　バレッツはミゲルに返事した。

　相あい棒ぼうはすでに長ちよう套とうから腕うでを出している。柄えの先に三本の鎖くさりが、その先にそれぞれ星型鉄球が取りつけられた武ぶ器きを握にぎっている。左の腕には小ぶりの盾たてまで構かまえている。戦せん闘とう準じゆん備びは万ばん端たん、というわけだ。

　一いち応おう、釘くぎを刺しておいた。

「勘かんちがいすんなよ？　目的はレベッカの奪だつ還かんなんだ。ウーゾたちと戦いたいわけじゃねえ」

「わかってる」

「ならいいけどよ」

　深しん呼こ吸きゆうをひとつ。バレッツは自分の胸むねにふれた。拳けん銃じゆうの存そん在ざい感かんをたしかめた。必要になるまでは抜ぬかないつもりだった。教会でシャボーを脅おどす場合とはわけがちがう。

「ミゲル。侵しん入にゆうするのは裏うら口ぐちからだ」

「表にも人気はないが」

「どっちにしても、逃とう走そう経けい路ろは──そうなる可か能のう性せいのある道は下見しときてえからな。裏、まわろうぜ」

「わかった」

　通りを横切った。建物の裏側へまわるべく、せまい裏路地を通った。

　このあたりの連中は二階や三階の窓まどからゴミを落とすらしく、路地にはそれらが堆たい積せきし、地ち層そうのようになっていた。暗く、不潔で、鼻が曲がる。異い様ような怪かい物ぶつがひそんでいても不思議ではない。一歩、足を踏ふみだすたびに、くるぶしの上までがゴミに沈しずんだ。じくじくと音を立てて、腐ふ敗はいした液えき体たいが染しみこんでくる。

「ちくしょう。靴くつもズボンも、台なしだぜ」

　先行するミゲルの足もとをながめた。彼がはいているのは革かわ製せいの長靴だった。長套の裾すそはちゃんと持ちあげているようだ。ちくしょう、ちゃっかりしてやがる。

　路地の間から頭を突きだし、精肉店の裏口があるはずの場所をながめた。店の裏側は水路に面しており、裏口はそのまま小さな橋に続いていた。橋は水路をはさんだ別の路地へと渡わたされている。

　肉屋の連中は水路に屑くず肉にくを捨すてているらしく、水路や橋の縁ふちは薄うす茶ちや色いろに汚よごれていた。羽虫もたかっているようだ。水路の水は、街のどんな場所で見るよりも濁にごっている。

　建物の角から身を乗りだし、精肉店の上層を見上げた。壁かべには雨どいが張りついている。窓は各階に四つずつ。どれも薄汚れた木もく製せいのよろい戸で覆おおわれており、中は見えなかった。これらの窓に限かぎって言えば、ここ数年は一度も開けられたことがないように見える。レベッカがどこにとらわれているのか、見当もつかない。

「無事でいてくれよ」

　バレッツは念じるようにつぶやいた。

　ミゲルの鎖がしゃん、と音を立てた。

「壁を登れないこともないが。上じよう層そうの窓から侵入するのは危き険けんだろうな」

「ああ。窓と面した部屋に連中がいないともかぎらねえ。登っている間に気づかれれば、抵てい抗こうする暇ひまもなく殺やられる。窓を越こえたとたん袋ふくろ叩だたきに遭あう、なんてのもごめんだ」

　バレッツは同意した。

　ミゲルが提てい案あんしてくる。

「となると、やはり裏口からいくか」

「表と裏。二手に分かれてもいいぜ」

「面めん倒どうだ。このまま押おし入ろう」

　ミゲルとバレッツはうなずきあった。侵入経路は裏口で決まりだ。入ってすぐの部屋にだれかがいた場合は、すみやかに攻こう撃げきし、口を封ふうじる。それが最も簡かん単たんで確かく実じつな方法だろう。

　また迂う回かいし、水路の反対側へ渡った。裏口へ至いたるはずの小橋へと出てきて、ためらわずに渡る。バレッツは橋の終端で立ちどまった。

　ミゲルが進みでた。裏口の、木製の扉とびらに耳を当てた。だいじょうぶだ、と目で合図してくる。中から物音は聞こえてこないらしい。あとの段だん取どりは、言葉を交かわさなくてもわかった。

　ミゲルが扉の把とつ手てをつかんだ。さっと引き開けた。

　バレッツはミゲルの脇わきをすり抜け、扉の中へすべりこんだ。

　倉庫のような部屋に出た。汚れた、何度も再さい利り用ようされているらしい木箱が壁際に積みあげられている。ほぼ天てん井じようまで届とどいている。

　正面の壁には、木箱に埋うもれるようにして別の扉が埋うめこまれていた。

　その扉へ、今度はバレッツが歩み寄よった。息を殺し、板一枚をへだてた向こう側の音を聞きとる。

　うしろからミゲルが扉をくぐり、近づいてきた。

「どうだ？」

「待ってくれ。いま聞いてる」

　バレッツはさらに注意して耳をそばだてた。

　異い臭しゆうならぬ異音が、かすかに聞こえてきた。

　いままでに耳にしたことのない音だ。雪原を踏ふみしめる音に似にていなくもない。そんな音が重なりあっているように感じられる。よくわからない。

「だれかいるのか？」

「どうかな。変な音がしやがる。なにかが動きまわってるような気配もあるんだけどよ。なんとも言えねえ」

「進まなければ、あの少女は戻もどらない」

「わかってる。いまどうするか考えてんだから、ちょっとだまってろ」

「人がいるなら、それはそれでいい。覚かく悟ごを決めて、中へ踏みこむまでだ」

　ミゲルが鉄球つきの鎖くさりをかかげてみせた。

　たしかに、建物の内部へ侵しん入にゆうするには、ここを通るしかない。ここを抜ぬけようが表からまわってこようが、結局は同じことだろう。おそらく建物の構こう造ぞう上、同じ部屋を通らなくてはならない。

「わかった。しょうがねえ……このまま行っちまうか」

「扉に鍵かぎはついていないようだ。俺が蹴けりあけて、先に入る」

「わかった。うしろから援えん護ごする」

　バレッツは銃じゆうを抜きだした。両手に一丁ずつ構かまえ、銃口を上へ向ける。

　ミゲルが前へ出た。足をふりあげ、前へ突つきだし、足あし裏うらを扉に叩きつけた。

　激はげしい音とともに蝶ちよう番つがいが弾はじけとんだ。扉が丸ごと飛んでいった。ミゲルはすぐさま前へ、ふっ飛んだ扉を追うように身を投げだした。部屋へ飛びこみ、床ゆかの上で身体からだを一回転させる。一連の動作で起きあがる。素す早ばやく身構え、中の状じよう況きようを観察する。

　バレッツも間かん髪はつ入れずに踏みこんだ。ミゲルのうしろで二丁の銃を構え、腕を旋せん回かいさせて、あらゆる方向へと銃口を向ける。すぐに撃てる状態を保たもつ。中は暗く、色眼鏡サングラスをかけた状態では少し見にくい。

　バレッツは怒ど鳴なった。

「おめえら全員、動くんじゃねえ！」

　中には思っていた以上の人ひと影かげがあった。いや、すべてが人影ではない。肉の塊かたまりが吊つるされていたり、床に落ちていたりするようだ。それでも五、六人は確かく実じつに動いていた。それらの視し線せんがいっせいに集まってくる。

　中にいた全員と目が合う形になった。

「なんだってんだ……？」

　中にいた連中を目まのあたりにして、バレッツは思わず銃口を下げた。

　見覚えのある獣じゆう人じんたちが、驚おどろきに目を見開きながらも、肉を咀そ嚼しやくしている。







「なんでこいつらが……？」

　異い様ような光景だった。角灯の光が獣人たちを照らしている。彼らの影を壁かべへ、天井へ、床へと投げかけている。

　獣人たちは手に手に短刀を握にぎっている。金きん猿えんもいる。昨夜、船で見かけた大おお槌づち使つかいの老ろう婆ばもいるようだ。

　ある者は床へと身を折り曲げ、ある者は吊るされた肉にしがみつき、ある者は巨きよ大だいな肉にく塊かいを持ちあげている。あるいはまともに歯を肉へ食いこませている。

　彼らの身体からだは血でまっ赤に染そまっていた。特に口のまわりが血で汚れている。口から頰ほお、あるいは喉のどもとにかけてがまだらに染まっている。歯から血がしたたっている。そんな連中がいっせいにふり向いてきたのだ。驚かずにいられるわけがない。

「獣人たちが、こんなとこでなにやってんだよ？」

　ウーゾたちがよからぬことをしているのではないか、ということは考えていた。だが、まさかこのような光景を目にするとは思わなかった。獣人たちが肉に食らいついている現場に居い合あわせてしまうとは。

「なんてやつらだ。そりゃ人間とはちがうし、生肉を食うって噂うわさは聞いてるけどよ……」

　バレッツは相棒の横顔を盗ぬすみ見た。ミゲルでさえもが言葉を失い、片かた膝ひざをついて構えた姿し勢せいから立ちあがれないでいるようだ。度ど肝ぎもを抜かれた様子で獣人たちを見ている。

　と、バレッツは気づいた。

「あの女もいるじゃねえか。すばしっこいガキ！」

　昨夜、帆はん船せんの上で飛びまわっていた獣人の少女だ。腕には特とく徴ちよう的てきな鉤かぎ爪づめを装そう備びしている。彼女の口も血で汚れている。肉を食べていたのだ。

　彼女たちのほうも、裏口からだれかが入ってくる、などという事態は予期していなかったらしい。驚きが顔に出ている。

「おい、おまえ──」

　そう言いながら、少女が肉を吐はきだし、にらみつけてきた。腕をさっとふるい、鉤爪の先端をバレッツたちのほうへ向けてくる。顎あごを、鋭するどい刃やいばを血が伝っている。

　ほかの獣人たちは、まだ驚きから覚めていないようだ。

　ミゲルが警けい戒かいするように武ぶ器きを持ちあげた。

　少女たちとバレッツたちとの距きよ離りは五、六メートルといったところか。鉤爪の間合いではないが、注意するにこしたことはないだろう。少女の素早さは昨夜、見たことで十分にわかっている。

「おまえがウーゾだな!?」

　少女に言われて、バレッツは脱だつ力りよくした。おかげで驚きが薄うすれた。冷静になれた。急になにを言いだすというのか。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　あきれると同時に、腹はらも立った。

「馬鹿言えっ。あんなとち狂くるった野や郎ろうと一いつ緒しよにすんな！」

「噓うそつけっ。ウーゾでないなら、なんでここにいる!?」

　この獣人たちはウーゾと会うためにここへ来ていたらしい。それも、穏おだやかとは言いがたい理由で。

「俺おれたちもウーゾに用があるんだ。そのために来てる」

「噓をつきやがれ」

　金猿が否ひ定ていしてきた。

　やっとほかの獣人たちも我われに返り、警けい戒かいを身にまといはじめた。赤い顔でうなり、武器を脇わきに構え、不ふ規き則そくに並ならんだ。彼らの手から肉にく塊かいが落ちる。刃の先から血がぽたぽたと落ちる。

　床ゆかには肉片の山がいくらでもあった。正体不明の布ぬの切きれや紙切れ、割われた硝子ガラスの欠片かけら、その他、雑多な屑などもあった。

　ふいに、ミゲルが妙みようなことを口走った。

「バレッツ、あそこに靴くつが落ちてる。それも子こ供どもの靴だ。どこかで見たような気がするが」

「はあ？　なに言ってんだ、こんなときによ」

「あれだ。あの靴」

　ミゲルが武器を傾かたむけ、床の一点を指し示しめす。

　バレッツは見た。たしかに靴があった。獣人たちの足もとで、牛とも豚ぶたともつかない肉に埋うもれていた。

「靴が落ちてるってことは──」

　いやな想そう像ぞうが脳のう裏りに広がった。人肉屋の異い名みようを持つウーゾ。あの靴は、ここで殺され、さばかれた人間の靴なのだろうか。ならば、落ちている布切れも人間の服なのだろうか。吊るされている肉も人間？──その可か能のう性せいがないとは言えない。

「あの靴……」

　ミゲルがいったん口ごもり、感情を殺した声で言った。

「レベッカがはいていた靴だ」

「んだと？」

　冗じよう談だんではない。ウーゾがレベッカを傷きずつけるのではないか、と危き惧ぐしてはいたが──すでにここで殺されてしまったというのか。そんな馬鹿な。

　バレッツはミゲルの身体からだを押しのけ、前へ飛びでた。靴を少しでもよく見ようと身をかがめた。

「動くな！」

　獣じゆう人じんの少女が鋭するどい声を発した。

　直後、バレッツの足もとへ短刀が飛んできた。少女が投げつけてきたのだ。バレッツの足もとに落ちていた肉塊に、刃が深々と刺ささった。

　バレッツは足を止めた。床の短刀を、肉を信じられない思いで見つめた。短刀が突きたてられた肉は、レベッカの肉かもしれないのだ。そんな馬鹿な。

　獣人の少女が激げつ昂こうしている。全身の産うぶ毛げを逆さか立だてている。

「勝手に動くなっ。あたしたちだって武器は持ってる！　おまえの銃じゆうよりも、こっちのほうがずっと速いんだ！」

　バレッツは首をふった。また獣人たちのほうへ目を戻もどした。肉をむさぼり食っていた獣人たち。彼らにゆっくりとたずねる。どうしても口調がたどたどしくなる。

「食ったのか？　おめえら、あの子を食っちまったっていうのか？　おめえらが凶きよう暴ぼうなやつらだって話は聞いてるけどよ。そんなやつらなのか？」

「なんの話だ？」

「女の子だよ！　女の子を殺して、むしゃむしゃと食って、だからそんなふうに口や胸むねが真っ赤になってて。その中にはあの子の血や内ない臓ぞうもあって──」

「ふざけるな。あたしたちはだれも殺したりしてない！　ただここへ来て、ここで肉を見つけて、そしたら──け、結果的に、少し口をつけることになっただけだ！」

　少女の頰ほおが赤らんでいる。なぜか恥はずかしがっているように見える。いじましくも肉を食べていた、その現げん場ばを人間に見られた、ということに赤面しているのかもしれない。

「バレッツ。いったんさがれ」
















　ミゲルがそろそろと、用心深く前へ出てきた。獣人を刺し激げきしないためだ。バレッツの肩かたをつかみ、うしろへ下がらせてくる。その間も片手で武器を構え、いつでも応戦できるよう注意している。

　バレッツはミゲルの導みちびきに従したがった。考えを口に出して整理した。

「獣人たちはだれも殺してない。ここにあった死体を食っただけだってことは……」

　あらためて、床に落ちている靴をながめた。さっきよりも近い距きよ離りなので、より詳しよう細さいに観察することができた。

　まちがいない。上品な赤い靴だ。レベッカがはいていた靴。こんなどうしようもない貧ひん民みん街がいに落ちているような類たぐいの代しろ物ものではない。いま見えているのは片かた方ほうだけだが、きっともう片方もどこかに埋うもれているのだろう。どこかの、肉と臓物の下に。

　バレッツは、だれにともなく言った。

「もうすでに、ウーゾがレベッカを始末してたってことか？　だから、その死体がここに棄すてられてて。それを獣人たちが食っちまったってことか？」

「そうかもしれないし、そうでないかもしれない」

　ミゲルが言った。

　バレッツは反はん射しや的てきにつっかかった。

「そうかもしれない、なんてよく言えるな!?　平気な顔で！」

「平気なわけじゃない。こういう顔なだけだ」

「おれたちのせいで死んじまったかもしれねえんだぞ!?　それだけじゃねえ。獣人の胃におさまっちまったかもしれねえんだぞ!?」

「おまえたちの、その声……」

　獣人の少女が抑おさえた声で言った。感情の昂たかぶりを無理やり制せい御ぎよしている。汚よごれた顔でバレッツたちを凝ぎよう視ししている。ほかの獣人たちの間にも動どう揺ようが広がっているようだ。

「やっぱりそうだ。その声！　あたしはだまされない！」

　少女の身体が激げき情じように揺ゆれている。鋭い犬歯が唇くちびるを嚙かんでいる。

　鉤かぎ爪づめのついた腕うでが差しあげられた。どうやら怒いかりにふるえているらしく、切っ先の位置が安定しない。なにを怒おこっているというのか。レベッカを食べたのは獣人たちだというのに。

「そっちのやつ……おまえがあたしの脇わき腹ばらを射いた。おまえがウーゾなんだ。おまえらが昨日のふたり組なんだ。あたしたちから棺ひつぎを横取りしたやつら！」

　そっちのことか──バレッツはやっと思いだした。レベッカのことに気を奪うばわれていたために、すっかり忘わすれていた。

　獣人たちがいっせいに吠ほえた。遠吠えをあげた。金猿が「まちがいありませんぜ、お頭。俺もしっかり覚えてる！」と叫さけんだ。老ろう婆ばが「あの大男が言ったとおりだったね」と不気味な声で言った。咆ほう哮こうが合わさり、大きく、高く響く。

「あの棺を返せ！　それに、ただですむと思うな！」

　獣人の少女が飛びだしてきた。身を低くして走りはじめる。一いつ瞬しゆんでバレッツたちとの間に距離がなくなる。少女が下から跳びあがった。えぐるようにして鉤爪をふりあげてきた。

　ミゲルが素す早ばやくバレッツと位置を入れかわった。前へ出て、左手の盾をかまえた。先ほどはいったん腰こしのうしろへと戻されていたものだ。少女の鉤爪と盾が嚙かみあう。金きん属ぞくどうしが高い音を響ひびかせる。

　ミゲルが反撃に転じた。右手の鉄球をふりおろした。少女の背せ中なかを容よう赦しやなく狙ねらう。

　少女は攻こう撃げきの気配を察知し、ミゲルの左側へ転がって逃のがれた。鉄球が空を切った。

　ミゲルがすぐさま鉄球を引きもどす。戻そうとして──だが、中ちゆう途とではばまれた。小こ柄がらな、だが異い様ように手の長い獣じゆう人じんが鎖くさりの一本をつかんでいた。金猿だ。

「お頭に手出しはさせねえ」

　ミゲルが顔をしかめた。金猿と鎖の引きあいになった。

　金猿は小柄で華きや奢しやに見える。だが力には自信があるらしい。さすが獣人といったところか。

　ミゲルが盾をふりあげた。ふりおろした。それも金猿に受けとめられた。

　両者がやりあう間にも、ほかの獣人たちが近づいてきている。あの少女はすでに立ちあがり、素早く床ゆかを蹴けって移い動どうし、ミゲルの右側へまわりこもうとしている。

「バレッツ。手伝え」

「ああ……」

　返事をした。銃じゆうを持ちあげた。だが一瞬、どこを狙えばいいのかわからなくなった。

　心の揺らぎが集中を乱みだしている。吊つるされた肉が視し界かいへ入るたびに、どうしてもレベッカのことを考えてしまう。

「くそっ。マジで、殺されちまったのかよ……」

「バレッツ！」

　ミゲルが怒ど鳴なりつけてきた。彼は盾の内側でなにか操そう作さしている。

　そうバレッツが考えた直後、金猿が悲鳴をあげてのけぞった。肩に短い矢が刺さり、血が流れていた。金猿自身、涙なみだ目めでその傷きずを見ていた。ミゲルは盾の内側に弩いしゆみを隠かくし持っていたのだ。その矢を金猿に向けて放ったのだ。

　獣人の少女が顔色を変えた。「金猿！」と悲ひ痛つうな声で叫さけんだ。ミゲルのほうへ、怒りに燃もえた視線を放つ。

「貴き様さま、またその武器で！」

　金猿は痛いたみに身もだえし、ミゲルの鎖から手を放した。

　ミゲルが、自由になった武器を持ちあげた。三つの鉄球をふりまわし、周囲から獣人たちを遠ざけていく。

　獣人の少女は意味不明なののしり声をあげた。ミゲルのほうへ躍おどりかかった。交こう錯さくする鎖や鉄球など気にもとめていない。

　ミゲルが器用に鎖を操り、鉄球を下から上へとふりあげる。少女が両腕で鉤爪をくりだし、三つの鉄球を受けとめる。鉤爪の刃を鉄球の棘とげに嚙ませる。双そう方ほうともに、驚おどろくべき反はん射しや神しん経けいと動体視力だ。

　感心している場合ではない。バレッツはいやな気配を感じとった。どことも言えない身体の一部を、鋭するどい悪お寒かんが走り抜けた。

　ミゲルの舌した打うちが聞こえた。彼は武ぶ器きを柄つかごと少女のほうへ投げつけた。急に身体からだをひねったかと思うと、床を蹴り、バレッツのほうへ腕を伸ばしてきた。

　バレッツは気づいた。視界の隅すみに鈍にぶい輝かがやきがあった。角灯の光を反射する輝き。短刀が宙ちゆうを横切っていたのだ。バレッツの首くび筋すじを狙ねらい、飛来していたのだ。奥おくにいる獣人のひとり、例の老婆が放ってきたらしい。老婆は、いまは大おお槌づちを床へ下ろしている。

　刃がバレッツの皮ひ膚ふを切り裂さく寸すん前ぜん、ミゲルが短刀をつかみとった。みごとに柄の部分をつかんでいた。

「バレッツ、どうした。気をつけろ」

「ああ。すまねえ」

　全身に冷たい汗あせが流れていた。レベッカが殺された──かもしれない──せいで、動どう揺ようし、状じよう況きよう判はん断だん能のう力りよくが停止している。

　ミゲルの背はい後ごで人ひと影かげが動いた。

　バレッツは警けい告こくを発しようと思った。だが間にあわなかった。

　獣人の少女がミゲルの下へもぐりこんでいた。体当たりをかけるようにして、ミゲルの胸むなもとへ、長ちよう套とうの内側へ飛びこむ。

　ミゲルの目が見開かれた。彼自身、少女の接せつ近きんには気がついていたが、バレッツをかばっていたせいで素す早ばやく対たい応おうできなかったらしい。

　バレッツは見た。鉤爪がミゲルの脇わき腹ばらに突つき刺ささっていた。昨夜、ミゲルが少女を射いたのとまったく同じ位置だ。

　少女はさらに鉤爪をひねり、ミゲルの痛いた手でを増ぞう大だいさせようとしたが、ミゲルの肘ひじうちにはばまれた。彼女はミゲルのさらなる追撃を受ける前に、すぐさま後方へと距きよ離りをとった。

　獣人の少女が、不ふ敵てきに笑いながら言ってくる。

「まだまだ、これからだぞ」

　相あい棒ぼうの身体がぐらついた。

「ミゲル！」

　バレッツはミゲルを抱だきとめた。

　彼は手の中の短刀を強くつかんでいた。先ほど、バレッツの首を狙って放たれた短刀だ。今度はミゲルの額ひたいに玉の汗が流れている。

「問題ない。少し、油ゆ断だんしただけだ」

「ちくしょう。すまねえ」

　動揺している場合ではない。相棒を死なせてしまっては意味がない。

　バレッツは相棒をうしろ側へかばった。また位置を入れかわった。

　銃じゆうを握にぎりしめた。再ふたたび、たしかな重みを感じることができた。状況を見み極きわめる。

　獣じゆう人じんは、すぐそばにいるのが四人。その奥おく、離はなれた場所にいるのがふたり。近くにいる獣人のうち、金猿のほうはまだ矢を受けた衝しよう撃げきから立ち直っていない。少女のほうは、ほかのどの獣人よりも素早い。

　バレッツは腕を広げ、左右の銃を同時に撃うった。近くにいるふたりの、無傷の獣人たちへ一発ずつ。いずれも太ももへ撃ちこみ、動きを一いつ瞬しゆんで封ふうじた。

　続けて少女を狙ねらった。また左右の銃で同時に一発ずつ。だが少女はさらに後方へ跳んでかわした。二発とも外れだ。

　撃たれた獣人たちが間近で叫んでいる。少女がいらだったように叫ぶ。

「くそっ。おまえたちは、すぐにそういうものを使う！」

　少女が短刀を抜き、投げつけてくる。

　バレッツは冷静にそれを狙った。滞たい空くう中ちゆうの短刀を撃ち落そうと思ったのだ。

　だが、その必要はなかった。後方から別の短刀が投げられ、少女の短刀を宙で弾はじいた。二本の短刀が勢いきおいを失って落下する。

「俺も、バレッツに、ふだんから同じことを言っている」

　背後から相棒の声が聞こえてきた。

　バレッツは思わずにやついてしまった。ふり返ってたしかめるまでもない。ミゲルがさっき受けとめた短刀を投げて、少女が投げた短刀を迎げい撃げきしてくれたのだ。

　さらに銃を構かまえた。離れた場所の獣人たちへ銃口を向けた。少女と、老ろう婆ばと、もうひとりは中肉中背の男。三人が反はん射しや的てきに身をかがめる。

　バレッツはまた──そんな気分ではないが──にやつきそうになった。

　引き金をしぼる寸すん前ぜんに銃口を上げ、天てん井じようから垂たれさがる鎖くさりを狙い、次々と撃った。吊つられた肉が落下する。獣人たちの頭上へ降ふりそそぐ。重量のある鎖が蛇へびのような動きですべり落ちる。

　少女は鉤爪で肉にく塊かいを払はらった。老婆は大槌をふるい、肉塊を弾きとばした。だがすべての肉塊を、鎖を弾くことはできない。彼女たちは回かい避ひするだけで精せいいっぱいだ。

「よし、いまだ。逃にげるぞ」

　バレッツはやっとふり向き、相棒をうながした。

　ミゲルが脇わき腹ばらを押おさえつつ、首をふる。周囲では矢を射られた、あるいは銃で撃たれた獣人たちが涙なみだを流しながら暴あばれている。

「その必要はない。十分に勝てる」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえ。怪け我がしてんだぞ？　勝ち負けにこだわってる場合かよ」

　それに、とバレッツはつけ足した。

「もし本当にあのガキ、レベッカが殺やられたんだとしたら、おれはウーゾをぶっ殺さなきゃ気がすまねえ。それがおれたちの義ぎ務むだ。こんなやつらの相手してる場合じゃねえんだよ。ウーゾを見つけだす前に、怪我なんかしてられっか」

　たとえ、レベッカが獣人たちの胃におさまっていたとしても。

「いまさら獣人どもをぶっ殺して、腹の中からあのガキのひき肉を引きだすなんてごめんだ」

「わかった。いいだろう」

　ミゲルがうなずき、自発的に後こう退たいを始める。

　もう少し食いさがってくるかと思ったが、意外と脇腹の傷が深いのかもしれない。できるだけ早く手当てをしてやらなくては。バレッツは苦く思った。

「逃がすか！」

　少女たちが肉塊を押しのけ、鎖をはらいのけ、追いすがってくる。

　バレッツはうしろ向きに歩き、背後にミゲルをかばいながら、連続して銃を撃った。獣人たちの進行をはばむ形で、彼らの足もとへ弾だん丸がんを撃ちこむ。

　少女は肉塊を盾たてに銃弾を防ふせいだ。苦い表ひよう情じようでうなった。

「おまえの銃。なんでそんなに弾たまが撃てる……？」

「来れるもんなら来てみやがれ！」

　バレッツは扉とびらがあった場所をうしろ向きに抜けた。扉自体はさっきミゲルが蹴けりとばしたため、部屋の内側へ倒たおれている。

　銃を構えたままで倉庫へ入った。ミゲルが腕を伸ばし、積まれていた木箱をでたらめに崩くずした。ちょっとした足止めにはなるだろう。

　バレッツたちは外へ通じる扉を開けた。石の小橋へと踏ふみだした。すぐさま木製の扉を閉しめきった。

「さっきはすまねえ。ぼーっとしちまった」

　バレッツはミゲルに謝あやまり、彼に肩かたを貸かした。ミゲルの脇わき腹ばらには血がにじんでいた。地面には血の滴しずくが跡あとを作っていた。本ほん格かく的てきに急いだほうがよさそうだ。

　小さな橋を渡わたり、裏うら路ろ地じを抜ぬけた。一いち応おうは表通りと呼よべる場所にまで出た。通りの先に比ひ較かく的てき、大きな石橋が見えている。弧こを描えがくように湾わん曲きよくしているため、一見すると石の丘が出現したような錯覚をおぼえる。

　バレッツはいったん立ちどまり、路地の奥おくへ向けて銃じゆう弾だんを撃うちこんだ。獣じゆう人じんたちは角の向こうへ身をもどした。

　不ふ潔けつな街を進んだ。住人たちはさっさと扉や路地の間へ逃にげこみ、息を殺している。あるいは濡ぬれた地べたに這はいつくばっている。こういった騒さわぎには慣なれているのかもしれない。わざわざ三階の窓まどを開け、頭を突きだし、こちらを見下ろしているような連中も目についた。

　前方の橋が近づいてきた。下の運うん河がを行き交かうゴンドラが目に入った。船頭が櫂かいを操あやつっている。水路の底を突き、船を進ませ、方向を調整している。バレッツは迷まよわず橋の傾けい斜しやを駆かけのぼった。ふり向き、鉤爪の少女を目にとらえた。

　腕を上げる。獣人たちに向けて銃弾を放つ。撃って撃って撃ちまくる。

　獣人の大半は石いし畳だたみの道に伏ふせた。一部は飛びのき、左右の路地へ身を隠かくした。だが少女だけはひるまない。銃弾の軌き道どうを見み極きわめ、身をかわし、着実に追いすがってくる。懐ふところから短刀を投げつけてくる。

「逃にがすもんか！」

「うるせえ。おめえにつきあってる暇ひまなんかねえんだよ！」

　銃を撃った。飛んできた短刀に命中させ、刃を粉々に砕くだいた。

　いつの間にか橋の中央、頂ちよう上じよう部ぶへ来ていた。通行人たちが左右へと分かれている。バレッツも橋の左ひだり端はし、石いし造づくりの手すりへと歩み寄よった。通行人たちがさっと場所を開けた。

　手すりにミゲルの身体からだをもたせかける。自分も背中をつけて、横目で橋の下をうかがう。ちょうど小型のゴンドラが真下を通りかかるところだった。

「ミゲル。跳とべるか？」

「なんだと？」

「下のゴンドラに飛び移うつるんだ。それしか逃げる方法はねえ」

「……わかった」

　ミゲルは自分から腕を解ほどいた。バレッツの身体から離れた。上体を手すりの外側へ倒たおし、そのまま身を折るように落ちていった。一いつ瞬しゆんの迷まよいさえなかった。さすがミゲルだ。

　下から派は手でな激げき突とつ音おんが聞こえてきた。男の裏返った悲鳴が聞こえてきた。どうやらミゲルは船頭の上へまともに落下したらしい。船頭を下した敷じきにしたらしい。

「やるじゃねえか」

　バレッツは顔を橋の上へ戻もどした。

　獣人の少女が猛もう烈れつに追せまってくる。鉤かぎ爪づめをふりあげ、まともにバレッツのほうへ飛びこんでくる。

「仕返ししてやる！」

「あばよっ」

　バレッツは手すりに背中を向け、橋の床面を蹴けった。後方へ身を投げた。宙ちゆうへ身を躍おどらせながら、顔の前で二丁の拳けん銃じゆうを構かまえる。引き金をしぼる。銃声が響ひびく。

　少女は鉤爪を交差させ、銃弾をすべて防ふせぎ、弾はじいた。だがそれ以上のことはできない。最前までバレッツがいた場所へ着地する。手すりに手をかけ、足をかける。だがそのときにはもう、バレッツは橋の下まで落ちている。

　背中に衝しよう撃げき。

　耳もとから、相あい棒ぼうの声。

「うまくやったな」

　バレッツはミゲルに受けとめられていた。彼がしっかりと抱だきとめてくれたのだ。

　下からまた情なさけない声が聞こえた。船頭の悲鳴だ。ミゲルは船頭を下敷きにしたままでバレッツを受けとめたらしい。

　落下の衝撃でゴンドラが揺ゆれまくっている。左右の水面で水が跳はねている。そのしぶきがバレッツたちの服を濡ぬらしている。このまま転てん覆ぷくするのではないか、とバレッツは不安になった。だがゴンドラは耐たえてくれた。

　ミゲルとふたりで橋を見上げた。少女が手すりから身を乗りだしていた。鋭い歯を食いしばり、遠ざかるバレッツたちを憎にく々にくしげな目でにらんでいる。獣人の仲間たちが追いつき、少女のまわりに並ならんでいる。共に吠ほえながらバレッツたちを目で追っている。

「バレッツさん？」

　身体の下から、覚えのある声が聞こえてきた。

　バレッツとミゲルは同時に下を向いた。

　船を操あやつっていた男が櫂かいを握にぎり、うつぶせになって伸のびていた。ふたりぶんの体重をかけられ、じたばたと手足をふりまわしていた。聞きおぼえのある声。それに、見おぼえのある服……。

　バレッツは男の正体に気づいた。驚きに銃を落としかけた。うしろの、獣人たちの存そん在ざいを忘わすれかけた。

　思わず間ま抜ぬけな声を出してしまう。

「おめえ、シャボー!?」
















　　　　レベッカ




　もちろんレベッカは無事だった。

　しかも、ついに解ほどけたのだ。

　縄なわが。

　ウーゾたちが出ていったあと、レベッカはずっともがいていた。椅い子すに縛しばりつけられた状じよう態たいから、なんとか逃にげだそうと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　努力を始めてから数分で椅子が倒たおれ、床ゆかへ頰ほおをつけることになった。ぞっとする思いで身体を上下へ動かし、よじり、芋いも虫むしのような動きを経けい験けんし、手首の角度を必死で変える羽目になった。だが、その甲か斐いはあったわけだ。

　自力で立ちあがった。倒れたままの椅子を起こし、とりあえずその上へ腰かけた。息を深く吸すいこみ、長く吐はきだす。縛られていた手首をさすってみる。足首の状態もたしかめてみる。靴くつは片かた方ほうが脱ぬげたままだ。まだ一階の処しよ理り場じように落ちていればいいが。

「あの音や声。なんだったのかしら」

　ちょうど椅子ごと倒れてしまった頃ころに、階下から轟ごう音おんや言い争う声が聞こえてきたのだ。音は燧石銃フリントロツク・ピストルの発はつ射しや音おんと似にていたような気がする。銃声を聞いたのは昨夜が初めてのことだった。船が襲おそわれたときに、おじさまの部下たちが撃っていたっけ。

　下で、だれかがだれかを撃ったのだろうか。あの言い争うような声は、発はつ砲ぽうの原げん因いんとなる口こう論ろんかなにかだったのだろうか。このあたり一帯は治安が悪そうだから、そういう事態だってあるのかもしれない。

「とりあえず、靴を取りもどさなくちゃ」

　そして、一いつ刻こくも早くこの場所から逃げださなくては。

　レベッカは扉とびらを開けた。階かい段だんへ出た。来るときに通ったとおりの経けい路ろで一階へ降おりた。別の扉を抜ぬけて、靴を落としたはずの処理場へと足を踏ふみ入れる。

　直後、男と目があった。凶きよう暴ぼうそうな顔が目の前にあった。濃こい産うぶ毛げにおおわれた顔が、それもふたつ。獣じゆう人じんの顔だ。

　レベッカは声の限かぎりに悲鳴をあげた。なぜか相手も仰ぎよう天てんしたらしく、共鳴するように驚おどろきの声をあげた。三人で向かいあい、しばらくの間──互たがいに疲つかれ果てるまで──声をあげつづけた。

　やがて、レベッカは叫さけぶのをやめた。息を切らせ、肩かたを荒あらく上下させながらも、獣人たちをじっと観察した。相手も同じような状態でレベッカを凝ぎよう視ししている。しばらく見つめあった。

　彼らが獣人であることはまちがいない。だが昨日、船を襲ってきた獣人の一員なのかどうかはわからない。人間に獣人の顔の区別などつくわけがないのだ。このような中年の男──少なくともレベッカの目にはそう映うつった──となると、なおさら見分けがつきにくい。

　レベッカは質しつ問もんしてみた。

「あなたたち、だれ？」

「おめえこそ、だれだ？」

　逆ぎやくに、獣人の片割れが訊きいてきた。なぜか苦しげに歯を食いしばっている。歯の間から赤黒く濁にごった唾だ液えきが垂たれている。

「わたしはレベッカよ。さっきまで上の部屋に閉とじこめられていたんだけど。がんばって、自分で逃げてきたの」

　レベッカの言葉に、獣人たちは顔を見合わせた。部屋はどちらかと言うと肌はだ寒ざむいぐらいなのに、彼らは顔から汗あせを流している。服の、脇わきの下にも汗の染しみが広がっている。

　獣人の一方が、もう一方に言った。

「ここの主、ウーゾはかなりの悪あく党とうだって話だ。ガキが閉とじこめられてたとしたって、べつに不思議ではねえな」

「ああ。誘ゆう拐かいだとかなんとか。いかにもありそうな話だぜ」

　獣人たちがうなずきあう。彼らはどこか間の抜けた雰ふん囲い気きを放ってる。昨夜の戦いぶりを見るかぎり、獣人たちがすべて愚ぐ鈍どんだとは思えない。このふたりだけが特別のんびりした性せい格かくなのだろう。

　レベッカは、あらためてたずねた。

「それで。あなたたちは？」

　そのときになって初めて、彼らが怪け我がをしていることに気づいた。ふたりとも太ももに血が赤黒くにじんでいる。そこだけズボンに穴あなが開き、破やぶれている。

「まあ、やっぱり。あなたたち、撃たれたのね!?　やっぱり、さっき聞こえた音は銃声だったのね!?」

「そうか。上にも聞こえたんだな」

　獣人たちが顔をしかめ、各おの々おのの傷きずを見下ろす。

「すごく痛いたそうね」

「ああ。痛え」

「失礼なことを言って申しわけないけど。あなたたち、あまり清せい潔けつそうには見えないわ。そのままにしてたら、傷がばい菌きんだらけになっちゃう。せめて、きれいな水で洗い流さないと」

　レベッカは広い室内を見まわした。吊つるされていたはずの肉が床ゆかへ投げだされ、引き裂さかれている。獣人たちの周囲には無ぶ骨こつな短刀まで落ちているではないか。

　少し前に見たときは、こんな状態ではなかった。この連中が散らかしてしまったのだろう。短刀を使い、肉をめちゃくちゃに裂いてしまったのだろう。おそらくは食べるために。ほんとにもう、行ぎよう儀ぎが悪いんだから。レベッカは少しだけ腹はらを立てた。

　さらに視し線せんを流し、倉庫へ通じているらしい扉を見つけた。戸板が外れ、床に転がっている。なんて場所だろう。そちらから目をそらした。さらに、さらに部屋を見まわす。

　すぐに見つかった。部屋の隅すみに、木でできた貯ちよ水すい槽そうがあった。どこか飼かい葉ば桶おけを思わせる代しろ物ものだ。中身は木もく製せいの台を洗あらい流すための水だろう。一応は澄すんでいるようだ。

　レベッカは貯水槽のほうへ歩み寄った。

「ふたりとも、こっちへ来て。傷を洗ってあげるから。この水でいいのかどうかはわからないけど。だけど、そのままにしてるよりはましでしょ？」

　獣人たちはとまどったように顔を見合わせている。

　と、表から大おお勢ぜいの話す声が聞こえてきた。レベッカ自身が連れてこられたときに通った、陳ちん列れつ台だいがある入り口の方向だ。

　ウーゾたちがもう帰ってきたのだろうか。だとしたら、勝手に逃げだしたことをとがめられるに決まっている。まずいことになった。これほど早く帰ってくるとは予想外だった。

　レベッカは下した唇くちびるを嚙かんだ。ふと思いつき、獣じゆう人じんたちに警けい告こくする。

「あれがウーゾだとしたら……あなたたちも、早く逃にげたほうがいいわ。ここのお肉を、こんなにしちゃったんだし」

　表の声が近づいてきた。

「逃がしちまったね」

「そうだ……まったく。あいつらも痛めつけたけど、あたしたちだって相当の痛いた手でを受けた。矢で射いられたり、銃で撃たれたり」

「棺ひつぎも手に入ってないしね」

「そう、横取りされたあの棺ですよ。お頭かしら、どうします？」

「ここでも捜さがすが、どうせ連中だって隠すぐらいのことはしてる。簡かん単たんには見つかりそうにないな。それに、あのふたり組への仕返しもまだ終わったわけじゃない」

「なら、ここでウーゾが戻もどってくるのを待ちますか」

「それも考えどころだ。すぐに帰ってくるとは思えないし──」

　扉が開き、ウーゾたちとは別の連中が入ってきた。人間ではない。また獣人だ。

　レベッカはすぐに気づいた。先頭にいるのはあの少女だ。昨夜、先せん陣じんを切って帆はん船せんを襲おそってきた獣人の少女。まちがいない。

　ならば、彼らは昨夜の獣人たちなのだろうか。銃じゆう傷しようのある獣人たちもその仲間か。

　彼女たちがなぜウーゾの精せい肉にく店てんへ来ているのだろう。会話から察するかぎり、なにか浅からぬ因いん縁ねんがあるらしいが。

　獣人たちが室内へ入り、足を止めた。彼らはレベッカの姿すがたに気づいた。レベッカを疑うたがわしそうにながめる。視線を転じ、元からいたふたり組のほうへ、説明を求めるような顔を向ける。

「なんだ、この女は？」

　少女がふたり組にたずねる。彼らは貯水槽のほうへ向かいかけているところだった。

　ふたり組がレベッカのほうを一いち瞥べつする。おどおどとこたえる。

「女の子です。人間の」

「そんなことは見ればわかる！」

「上の部屋で、ウーゾに閉とじこめられていたらしいですぜ。いまは、自力で逃げだしてきたとか。きっと誘拐とか人じん身しん売ばい買ばいとか、そういうやつでしょう。連中はやることが悪どい」

「そうなのか？」

　獣人の少女がレベッカに顔を向け、訊きいてきた。

「正せい確かくにはちがうけど、だいたいはそんな感じかしら」

　レベッカは返答してから気づいた。足もとに靴が落ちていた。言うまでもなく、レベッカ自身の靴だ。

　そちらへ駆かけ寄より、拾いあげた。歩くたびにスカートの裾すそが床にこすれ、あるいは落ちている肉の塊かたまりにこすれ、布ぬの地じに血や肉にく片へんや臓ぞう物もつ片がこびりついた。

　靴の中に入った肉片を取りのぞき、つま先を入れた。かなり汚よごれてしまっている。もう棄すてるしかないが、しかたない。いまだけはこれをはいていよう。

　レベッカは何度か足踏みをしてから顔を上げ、獣人の少女にたずねた。

「あなたたちは、なぜこんなところにいるの？」

「おまえには関係ない。ウーゾが帰ってこないうちに、とっととここを離はなれろ」

　扉のほうへ顎あごをしゃくる。ぶっきらぼうな口調だが、親切で言ってくれているようだ。

　うしろの獣人たちもうなずいていた。撃うたれたふたり組の獣人たちは、先ほどのレベッカの指し示じに従したがい、貯水槽の前に立っている。レベッカに向けて軽くうなり──感かん謝しやを示しめしてくれているらしい──自分で傷口を洗いはじめている。
















　レベッカはふと、獣人たちの会話を思いだした。彼らがここへ入ってくるときに交かわしていた会話だ。ウーゾを待つとかなんとか。

「ねえ、あなたたち。ウーゾをさがしてるんでしょ？」

　レベッカはたずねた。ウーゾたちの帰りなど待っていられない。こうして自力で縄なわを解ほどいてしまったのだからなおさらだ。そして──自力で〈指ゆび切きり〉亭ていへ行けないことはないだろうが、この獣人たちを利用できるならばそれに越こしたことはないだろう。そうしたところで、レベッカに失うものはなにもないのだから。

　レベッカからの質問を聞いて、獣人たちがまた低い声で言葉を交わしだした。どうやら頭目らしい少女が胸むねの前で腕うでを組み、眉まゆを吊つりあげた。

「だとしたらなんだ？」

「あたし、あいつらがどこへ行ったか知ってるわ。よかったら、教えてあげたっていいけど」

　知っているもなにも、ウーゾたちに向かうべき場所を教えたのはレベッカなのだ。

　上階で話をしたとき、レベッカはウーゾたちに「獣人たちのところへ行け」と伝えた。つまりは、いまここにいる獣人たちの本ほん拠きよ地ちだ。獣人たちがいまここに来ている、ということは──ウーゾたちとは入れちがいになったのかもしれない。

　獣人たちがレベッカの言葉を聞き、興きよう味み深ぶかそうな表情になる。少女が前へ進みでてくる。

「なぜだ？　なぜおまえがそんなことを知ってる？　ウーゾの居い場ば所しよなんか」

「ここに閉じこめられていたときに、たまたま耳にしたの。ウーゾたちも、あたし相手に──こんな女の子相手に警けい戒かいしたりしないから。なんでも気にせずにしゃべってたわ」

「筋すじは通ってるんじゃないかい？」

　二百歳さいぐらいに見える老ろう婆ばが口をそえた。

　獣人の少女がうなずき、またレベッカのほうを見てくる。

「本当だな？」

「本当。噓うそなんかついたってしかたないもの」

　さっきはウーゾたちに疑うたがわれ、椅い子すに縛しばりつけられ、閉とじこめられてしまった。この獣人たちは素す直なおに信じてくれればいいのだが、とレベッカは思った。

「ウーゾたちがどこへ行ったか、わたしが教えてあげる。その代わり、わたしをある場所へ連れてってほしいの。酒場なんだけど、〈指切り〉亭って聞いたことある？　わたし、そこへ行きたくって」

　またも、獣人たちの輪がざわめいた。

　小こ柄がらで腕うでの長い、その腕に怪け我がをしているらしい男が一歩、前へ進みでてきた。男の髪かみはわざとらしい金色をしている。しゃべり方は軽いが、不気味な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている男だ。

「知ってるもなにもねえさ。俺おれたちはちょっと前まで、そこにいたぐらいなんだからよ」

「ほんとに？　獣人でもあんな場所へ行くのね」

　レベッカは驚おどろいて言った。

　いまの発言に気を悪くしたらしく、獣人の少女がわずかに口をとがらせた。獣人でも、という表現がまずかったのかもしれない。

　しまった、失言だったわ。

　へそを曲げられる前に、レベッカはたたみかけた。

「なら、決まりね。さっそくだけど、〈指切り〉亭へ連れてってくれる？　わたしは噓なんかつかないし、ついたってしかたないから。ウーゾたちがどこへ向かったかは、歩きながら教えてあげる」

　背はい後ごから間の抜けた悲鳴が聞こえてきた。ふたり組の獣人たちだ。水が傷きずにしみたらしい。




　　　　バレッツ




　ゴンドラが進んでいく。飛び降おりた橋が遠ざかっていく。サザラックの街は異い様ように入り組んでいるため、獣人たちに追いつかれる心配はまずない。彼らもわざわざ船を調達して追おうなどとは考えていないだろう。

　周囲を生活感あふれる景色が流れていく。いつの間にか陽が傾かたむき、空気に冷たさが忍しのびこみはじめている。バレッツは色眼鏡サングラスをかけているため、夕陽にまぶしさをおぼえることはなかった。

　船底に腰こしをついたミゲルが「助かったようだな」とつぶやいた。

「それはいいとして」

　バレッツは身体からだごと艫とものほうをふり返った。

　シャボーはバレッツたちの下から抜ぬけだし、艫へと位置を移うつしていた。さっきはどさくさにまぎれてミゲルの首くび筋すじをなでようとしたが、邪じや険けんにふりはらわれたようだ。

「なんでおめえがいやがんだよ。こんなところに！」

「おふたりを呼よんでくるように言われたんですよ」

「だれに!?」

　前へ進んだ。シャボーの胸むなぐらをつかみ、ねじりあげた。

　彼は片かた手てで櫂かいを握にぎりしめ、もう一方の手で舷げん縁えんをつかんでいる。バレッツの手から必死で逃のがれようとしている。

　ゴンドラが左右へ交こう互ごに傾かたむき、激はげしく上下した。舷げん側そくから濁にごった水が流れこんでくる。

「危あぶないじゃないですか。手をどけてください！　苦しいじゃないですか！」

「質しつ問もんにこたえやがれ！」

　シャボーが通りかかってくれたこと自体はありがたい。おかげで助かった。だが、ただの幸運で済すませることはできない。シャボーが貧ひん民みん街がいの中心部へ来るなど、滅めつ多たにあることではないのだ。

　シャボーがせきこみ、涙なみだ目めでこたえる。

「だれだか名前は知りませんけど。すごく身体の大きな、怖こわそうな人が来たんですよ。教会に。それで、大だい至し急きゆう、バレッツさんたちを呼んでくるように言われて」

「でかくて怖そうな人だと？」

　バレッツは背はい後ごの相あい棒ぼうをふり返った。

　ミゲルは舳へ先さきの傾けい斜しやに背中をあずけていた。いまは傷きずの応おう急きゆう処しよ置ちをしている。薄うすい下着を引き裂さき、腹はらに巻まきつけている。

　その彼が手をとめ、険けわしい顔を上げた。バレッツと目を合わせた。

「あの男かもしれんな。キルベガン」

「おれもそう思う」

　バレッツはシャボーの法ほう衣いから手を放した。

「おい、シャボー。くわしいことを話せ」

「くわしいこともなにもありませんよ」

　神父は苦しげに息を吸すった。

「まず最初に、あの男は、バレッツとミゲルはどこだ、それにあの子はどこだ、と訊きいてきたんです」

　まちがいない。キルベガンだ。

　バレッツはおそるおそる、シャボーにたずねた。

「で。おめえはなんてこたえたんだ？」

「そりゃ、あの子というのが──レベッカでしたっけ？──バレッツさんたちが連れてきた女の子だ、ということはわかりましたから。彼女はいま別の場所にいる、バレッツさんたちが迎むかえに向かっているところだ、とお伝えしておきましたけど。正直に」

「それだけか？　ウーゾに連れてかれたとか、そういうことは言ってねえんだな？」

「ええ、まあ。そこまでは訊かれませんでしたから」

　バレッツは胸むねをなでおろした。もしキルベガンがそれを聞いていたなら、きっと怒いかり狂くるっていたにちがいない。なにせ、彼は対たい抗こうする犯はん罪ざい組そ織しきにレベッカの存そん在ざいを知られないために、わざわざ夜中に（覆ふく面めんまでかぶって！）彼女を移い送そうしていたのだから。自分たちでは動かず、わざわざバレッツたちに行ゆく方えを捜さがさせていたのだから。

　それらの配はい慮りよをすべてバレッツたちがぶち壊こわしにした、最も渡わたしてはいけない相手──少なくともその中のひとり──であるウーゾにレベッカを渡すことになってしまった、などということを知って、冷静でいてくれるわけがないのだ。

「だが」

　と、ミゲルが口をはさんだ。

「我われ々われがすでにレベッカを手に入れていた、そのことを隠かくしていた、ということ自体は知られてしまったようだな」

「でなきゃ、あの大男が教会へ来ることなんかありえねえ。そんな質問をしてくることもありえねえ」

　バレッツはため息をついた。いったいどこから漏もれてしまったのだろう。

　キルベガンは体たい格かくがいいだけでなく、頭も切れそうな男だった。バレッツたちが〈指切り〉亭ていから出ていったあと、ステラと話しているうちに、自分で真相に気づいたのかもしれない。あるいは、ステラが口をすべらせてしまったか。

「ありそうなこったぜ。どっちにしてもよ」

「それでですね」

　シャボーが居いずまいを正した。ちらりと、気づかわしげに進行方向をうかがった。

　つられてバレッツもふり返った。ゴンドラの針しん路ろが横へそれている。舳へ先さきが水路の側そく壁へきにぶつかりかけている。

　バレッツはうなずいてみせた。シャボーはうなずきかえし、立ちあがり、櫂で側そく壁へきを突いた。船が正せい常じような流れへと戻る。

　バレッツは船底に身を沈しずめた。ミゲルの肩かた越ごしに前方をながめた。一区画ぶんほど先に、かなり大型のゴンドラが浮うかんでいる。桟さん橋ばしに停てい泊はくしているようだ。

　話の先をうながす。

「それで、なんなんだ？」

「その大おお柄がらな男だん性せいは、いますぐバレッツさんを呼んでこいって。急ぐように言え、俺おれがすごく怒おこってるってことを伝えろって。そう言ってきたんです。もちろん、そんな怖そうな人に逆さからえるわけないでしょう？　だから、こうして船を出して、ウーゾさんの精肉店へ向かっていたんですが」

　あとはわかるだろう、というように肩をすくめた。貧ひん民みん街がいへ向かっていたところ、ちょうどバレッツたちと鉢はち合あわせすることになった、ということだろう。納なつ得とくできる話だった。ウーゾの肉屋へ向かっていたシャボー。その肉屋から逃にげてきたバレッツとミゲル。出くわしても不思議ではない。

　バレッツは頭の後ろで手を組んだ。寝ねそべるような格かつ好こうになった。キルベガンの威い容ようを思い浮うかべる。

「あの野や郎ろうがすごく怒ってる──か。ま、そうだろうな。噓うそがばれちまったわけだし」

「だが、その怒いかりなど知れたものだ」

　ミゲルが冷静に指し摘てきしてくる。

　バレッツは再ふたたびため息をついた。深く、深く。

「おれもそう思う。さっきおれたちが肉屋で見たことを知っちまえば、怒るどころじゃなくなるぜ。あのおっさん……」

　数分前に見た光景が否いや応おうなく思いだされた。バレッツたち自身が獣じゆう人じんたちに襲おそわれたことなど、たいしたできごとではないのだ。あの場の光景が意味することに比くらべたら。

　あの場にはレベッカの靴くつが転がっていた。靴は血と肉と臓ぞう物もつにまみれていた。

　正体不明のさまざまな物体がひしめく、この上なく不ふ潔けつな空間。あの場所で、レベッカは殺されてしまったのかもしれない。ウーゾに。常じよう軌きを逸いつした残ざん虐ぎやく性せいで知られる男に。レベッカの父と対たい抗こうしている男に。

「さっき見たことを内ない緒しよにするっつっても……だめだ。どうせいつかはばれちまう。おれたちはキルベガンの野郎に殺されちまう。それに、そういう問題じゃねえ」

「たしかに、そういう問題ではないな。キルベガンが我々を殺しにきたところで、返り討うちにすればいいだけの話だ」

「だから、おめえはそれしか頭にねえのかって」

「身体を動かしていたほうが、悩なやみを抱いだかずにすむ」

　ミゲルが腰こしの剣けんに手をかけた。剣ではないのかもしれない。別の武ぶ器きの柄つかかもしれない。

　バレッツは口をつぐみ、相あい棒ぼうを見つめかえした。ミゲルはミゲルで、彼なりにレベッカのことを気にしているのかもしれない。だから、身体を動かしていたほうが、などと言っているのかもしれない。

　バレッツはうなずいた。

「まあ、そうだ。キルベガンが逆ぎやく上じようして、オールド・クロウの組織が一いち丸がんとなっておれたちを狙ねらってくるかもしれねえ──なんてさっきは考えたけどよ。実じつ際さい、そんなことはどうだっていいんだよな。問題は、本当にあのガキが死んじまったかもしれねえってことだ。おれたちがドジ踏ふんだせいで」

　彼女がオールド・クロウの娘むすめだなんて知らなかった。修しゆう道どう院いんに預あずければ安全だと思った。修道院の出しゆつ資し者しやがウーゾだなんて知らなかった。

　だが──そんな言いわけを並ならべたててみたところで、結果はなにも変わらない。現状が変化するわけではない。レベッカが殺されてしまったかもしれない、という事実は依い然ぜんとしてバレッツたちの前に横たわっている。

　そして、その現状を生みだしたのは、少なくともその原げん因いんを作ったのは、バレッツたち自身なのだ。自分を責せめずにいるのは難むずかしい。

「あーだめだおれ。こういうの、すげえ弱いんだよ。苦手なんだよ。心が繊せん細さいっていうの？　精せい神しん的てきな重じゆう圧あつに耐たえられない人間っていうかさ」

「だから、なんだというんだ？」

　ミゲルが腰こしを浮うかせた。傷きずの手当ては終わったらしい。

　シャボーは櫂かいを操あやつり、何度か角を曲がっている。そろそろシャボーの教会が見えてくるあたりだ。そのまま向かわせておけばいいだろう。

　シャボーはいろいろと質しつ問もんしたそうな顔をしているが、バレッツは無む視しした。

「思ったんだけどよ」

　代わりに、相棒に言った。

「キルベガンに、正直に話さねえか？　なにもかもぶちまけるんだ。レベッカがウーゾにさらわれたことも、殺されちまったかもしれねえってことも。なにもかも」

「ほう」

「その上で、あらためて頼たのむんだよ。もうしばらく時間をくれってよ。おれたちに、あのガキを取りもどすか、場合によっては仇かたきをうつってことになるのかもしれねえが──とにかく、そのための機会をくれってよ。どうせいつかはばれるだろうし。だからってキルベガンやらオールド・クロウやらを恐おそれてこの街から逃げだす、なんてごめんだろ？」

「当然だ」

「ステラやら親おや父じさんやらにも迷めい惑わくがかかっちまうだろうし。ま、ステラに関しては共犯なんだから、どうなろうと知ったこっちゃねえけどよ」

　彼女がいまの会話を、そしてくわしい事情を聞けば、「正直に話すなんて本気!?　馬鹿じゃないの!?　そんなの、わざわざ殺してくださいって頼むようなもんじゃない。ていうか、いますぐ逃げるべきよ。オールド・クロウやキルベガンの手が届とどかないところへ。いや待って、あたしまで巻まきこまれたらたまんない。あんたたち、逃げちゃだめ。逃げないで、すぐに死んで！　けじめのために首をさらして！」とかなんとか、恐ろしい勢いきおいでまくしたてるにちがいない。

　崩くずれた石いし塀べいが近づいてきている。シャボーが水路の側そく壁へきに櫂を突き、ゴンドラの速度を落としている。

　ミゲルがわずかに身を起こした。

「俺としては、特に反はん論ろんする理由はないが」

「だれかになにかを告白したい、すべて吐はきだして胸のつかえをおろしたい、という話をされているみたいですが」

　シャボーが水面から櫂を引き抜いた。朽くちかけた桟さん橋ばしまではあと少しだ。

「よければ、私が聞いてもかまいませんよ。懺ざん悔げや告こつ解かいを受けるのも私の役目ですし」

「おめえに悩なやみぶちまけるぐらいなら、銃口をくわえて撃って死んじまったほうがまだましだぜ」

「ひどい」

「俺もそう思う」

　ミゲルにまで言われ、シャボーは泣きそうな顔になった。

「ひどい」

「ひどいもんか。おれたちの置かれてる状じよう況きように比くらべたら、おめえの毎日なんて、天国みたいなもんだ」

　バレッツは息を吐きだした。今日、何度目のため息かわからない。

　舷げん縁えんの手すりに手をかけた。身体からだを引きあげ、桟橋へと跳とび移うつる。シャボーから縄なわを受けとり、突きでた支柱のひとつに結びつける。

　なんとなく教会の鐘しよう楼ろうを見上げた。

　その背はい景けいで、夕ゆう陽ひが最後の輝かがやきを放ちはじめている。




　　　　ステラ




　ステラは己おのれの目を疑うたがった。

　レベッカが〈指ゆび切きり〉亭ていの扉とびらを開けている。そのまま扉を手で押おさえつけている。店の外にいる連中へ声をかけている。

　しかも、ステラがカウンターから身を乗りだして見たところ、その外にいる連中というは獣じゆう人じんたちのようなのだ。今日ここに来た、あの獣人たち。なにがどうなっているのか、さっぱり理り解かいできない。

　獣人たちに手をふり、別れの挨あい拶さつまで投げたあとで、レベッカは店内へ入ってきた。

「ただいま。驚おどろいたでしょうけど、わたし、自力で帰ってきたわ」

　カウンターのステラへ、にっこりと笑いかけてみせる。少し、意地の悪さが感じられる笑い方だ。

　ステラは扉が閉しまるのを目でたしかめた。獣人たちは立ち去ってくれたらしい。その点はありがたかった。

　あらためて扉の手前、レベッカのほうへ注意を向けなおした。

「あんた、どうしたっていうの？　なんでひとりで帰ってこれんのよ？」

「驚いた？」

「驚いたに決まってるじゃない！」

「わたし、あなたたちに謝あやまらせにきたの。わたしを、あんな修しゆう道どう院いんへ閉とじこめようとしたことを」

　どうだ、と言わんばかりに胸むねを張はっている。

　もちろん、ステラとしては「まいりました」とこたえるしかない。

　ステラはレベッカにたずねた。

「それより、バレッツたちはどこ行っちゃったわけ？　キルベガンは？」

「あら。わたし、おじさまの名前を言ったかしら。そんなはずないんだけど」

「ここへ来たのよ。あんたをさがしに」

「そうなの？」

　レベッカの顔が、かすかに青くなった。得意げな態たい度どが一いつ瞬しゆんで消えた。

「せっかくここで暮くらそうと決めていたのに。もう突つきとめられてしまったの？」

　ここで暮らそうなんて、そんなこと勝手に決めないでほしいわ──と、ステラはひそかに毒づいた。

　もちろん口には出さず、訊きかれた質しつ問もんにだけこたえる。

「突きとめられた、というのとはちょっとちがうけど。でもキルベガンは、あんたがここにいることは知ってるわよ」

「そんな」

「少なくとも、ここで暮らすのは無理なんじゃない？」

　今度は、ステラが意地悪くほほ笑えんでみせる番だ。

　レベッカが心細そうに店内を見まわす。

「せっかく家出してきたっていうのに。せっかくいい場所が見つかったと思ったのに。あんまりだわ」

「ねえあんた、これ以上ないぐらい勝手なこと言ってるけどさ。みんな、ものすごく心配してるんだからね？　キルベガンも、たぶんあんたの両親も、それにバレッツやミゲルだって。当たり前のことだけど。それに、それだけじゃないし」

「なにが、それだけじゃないの？」

「あんたがちゃんと帰ってくれなきゃ、あたしたちにまで迷めい惑わくがかかんのよ。あたしもバレッツも、ミゲルも、キルベガンにめちゃくちゃ怒おこられる羽目になるんだから。わかるでしょ？」

「わたしを売りとばしたりしたんだから。いい気味だわ」

　レベッカが再ふたたび挑ちよう戦せん的てきな顔つきになる。

　ステラは、できればその話はキルベガンに伝えないでくれ、と切に願った。キルベガンには「レベッカは修道院に預あずけた」と話してあるのだ。「修道院へ売り飛ばした」とは言っていない。

　ステラはレベッカに向かって、人さし指を立ててみせた。辛しん抱ぼう強く説明する。

「いい？　めちゃくちゃ怒られるってのは、あんたが思ってる程てい度どのことじゃないの。あたしたちの命に関わるようなことなの。とんでもないことなの」

「そんなこと言われたって──」

　困こまったように口をつぐむ。頰ほおをふくらませ、そっぽを向いてしまう。

「とにかく、わたしは帰らない。窮きゆう屈くつな生活なんて絶ぜつ対たいにいやなの」

「わがままばっか言わないでよね」

「わたし、ずっといい子にしてきたわ。これが初めてのわがままなの。戻もどりたくないの。わがままばっか、なんて言わないで！」

「だけど、ここにいたらキルベガンが──おじさまが来るわよ？」

「なら、どこかほかの場所へかくまって」

「なんであたしがそんなことしなきゃなんないのよ。それに、それじゃ意味ないんだってば！」

　ステラは頭をかきむしりたくなった。レベッカの強ごう情じようさには参らされる。

　とにかく、レベッカをキルベガンに渡わたさなければならない。まったく、バレッツたちはなにをやっているのだろう。なぜ教会でレベッカをつかまえて、その場でキルベガンに引き渡していないのだろう。バレッツたちもキルベガンも、なんのために教会へ向かったというのか。

「──わかったわ」

　説得はあきらめるしかなさそうだ。

　ステラは接せつ客きやく用ようの前まえ掛かけを外し、簡かん単たんにたたんだ。レベッカに向かって手まねきしてみせる。

「カウンターの横から……そう、こっち側へまわってきて。この奥おくへ入って。しばらくは店の中にかくまっといてあげるから。その間に、わたしはあんたの行き先を見つけてきてあげる」

「ほんとに？　おじさまを呼よんでくるつもりじゃないでしょうね」

　図星だった。なかなか鋭するどい少女だ。今朝、ミゲルが言っていたように。

　鋭いが、純じゆん真しんでもある。

　ステラはレベッカを見下ろし、できるかぎり穏おだやかな声で話しかけた。

「あたしの父親が別のところでも店をやってんのよ。正せい確かくには、この店も父親のものなんだけどね。ここと同じような店で、そこも上に部屋があるから。あんたの行き先、そこならかまわないでしょ？　ここへだって好きなときに来れるし。あんたのおじさまには、あたしが適てき当とうに言っといてあげるから」

「本当に、本当なのね？」

　疑うたがわしげな態たい度どが少しずつ氷ひよう解かいしていく。心の中で信じたい、と願っている相手をだますのはたやすい。

　噓うそよ、とステラは心の中でつぶやいた。ついでに心の中で舌したを出した。

　レベッカがカウンターをまわってくる。

　ステラは手を腰こしに当てた。レベッカの姿すがたを正面に見下ろし、あきれかえった。

「それにしてもあんた、どこ行ってきたわけ？　ひどい格かつ好こう。それに、ひどいにおい」

「やめて。気にしてるんだから」

　ステラは思った。この子、あたしがいない間に店を汚よごさなきゃいいけど。




　　　　ウーゾ




　ウーゾは肉切り包丁をもてあそんだ。

　目の前には獣じゆう人じんたちが並ならべられている。地面にひざまずかされている。数は二、三十人といったところだ。二、三十匹ぴきと言うべきだろうか。周囲をウーゾの手下たちが歩きまわっている。抵てい抗こうされないように監かん視ししている。数は獣人たちの約半数。皆みな、油ゆ断だんなく燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを構かまえている。オルメカは各天てん幕まくの中をまわり、最後の確かく認にんをしている。

　獣人たちは目に怒いかりをたぎらせている。食いしばった歯の間からうなり声を発し、手下たちを──と言うより、主にウーゾを──にらんでいる。

「僕ぼくは、いま、すごく怒おこってる」

　ウーゾは獣人たちに言った。

　肉切り包丁から目を上げ、あらためて獣人たちの宿しゆく営えい地ちを見まわした。いまいる場所は周囲を天幕に囲まれた、広場のようになった場所だ。低くなった太陽に照らされ、天幕が草原に長く影かげを伸のばしている。

　獣人の宿営地がここにある、ということはわかっていた。獣人たちが野や盗とうまがいのことをしている、という噂うわさを聞いていたからだ。ウーゾは「それなら逆に獣人たちの本ほん拠きよ地ちを襲ってやろう。貯ためこんだお宝たからを横取りしてやろう」と考え、以前から情じよう報ほうを集めていた。おかげで今日、ここへたどり着くことができた。もっとも、襲しゆう撃げきがこんなに早まるとは考えていなかったが。

　ウーゾたちがここへ踏みこんだとき、天幕の外に出ている獣人は女や子こ供どもばかりだった。男たちは天幕の中で昨夜の傷きずをいやしていた。おかげであっさりと制せい圧あつすることができた。女や子供を人質にとり、抵抗を先せん制せいで封ふうじられた。

　ありがたい話だ、とウーゾは思った。獣人たちがオールド・クロウ──サザラックで最も大きな力を持つとされる男──の積荷を奪うばってくれて、勝手に傷ついてくれて。そしていまは、そのお宝をウーゾたちに提てい供きようしようとしてくれているのだから。もちろん、喜んで、というわけではないだろうが。

「僕は、本当に怒ってる」

　もう一度、ウーゾはくり返した。半分は本当で、半分は噓。

　獣人たちをあっさり屈くつ服ぷくさせられたことはうれしい。だが、肝かん心じんのお宝が見つかっていない。いくら捜さがしても出てこないのだ。それは不満だった。

　手下たちに天幕の中を調べさせた。中にあったものを片かたっぱしから外へ出させた。怪しいと思ったときは地面まで掘ほりかえさせたぐらいだ。にもかかわらず、価か値ちあるものはなにひとつ見つかっていない。

　屑くずだった。この場にあるものは、ひとつ残らず屑ばかりだった。

「いいかい？　君たちが昨日の夜、オールド・クロウの船を襲ったことはわかってる。豪ごう華かな棺ひつぎを持ち帰ったこともわかってる。なのに、なんでそれがないんだよ。どこに隠かくしたっていうの？」

　ウーゾは包丁の切っ先を獣人へ向けた。鼻面から皮ひ膚ふ一枚まいぶんの位置へ突きつけた。

　その獣人は男で、ウーゾの目の前で地面に膝ひざをついていた。目には挑ちよう戦せん的てきな光が宿っていた。

「正直にこたえないなら、首をはねたっていいんだよ。君の首じゃなくて、まわりにいるみんなの首をね。たくさんいるみたいだから、残らずはねるには時間がかかるんじゃないかな。君が思いだすための時間は、たっぷりとあるよ」

　わざと包丁をひらめかせた。

　獣人の背後へ、ちょうどオルメカが戻もどってきた。白い肌はだを持つ体重二〇〇キロの男。

　ウーゾは彼にうなずきかけ、天幕のほうへ目配せした。オルメカはうなずきかえし、別の仲間にいくつか指し示じを出した。全員で天幕のほうへ戻っていく。

　数分後、あたりに焦こげくさいにおいが漂ただよいはじめた。天幕のひとつから煙けむりが立ちのぼりはじめる。入り口から煙の塊かたまりが吹ふきだしてくる。やがて、地面に近いあたりから炎ほのおが現れ、少しずつ上へと広がりはじめた。オルメカたちが火を放ったのだ。

　強がっている獣人たちの目に、恐きよう怖ふと怒りの色が揺ゆらいだ。

　ウーゾはけたけたと笑った。

「馬ば鹿かな人間どもが」と、目の前の獣人が吐はきすてた。

「馬鹿な獣人にそんなこと言われるとは思わなかったな」

　ウーゾはいったん腕を引き、また手首を返して、刃をさっと横へ払はらった。獣人の毛が何房ふさか、はらりと下へ落ちた。

　獣人が、あざけるような声で強がる。

「馬鹿は馬鹿だ」

「君たちよりは賢かしこいと思うけどね。さあ、早く言ったほうがいいよ。お宝はどこ？　奪うばった積荷はどこへやったの？」

「あの棺は、もうここにはねえのさ」

　新しい情報が出てきた。

「どういうこと？」

「中身が屑だったんで、捨すてちまったってことさ」

　獣人の顔に底意地の悪い、うれしそうな笑えみが浮うかんだ。

　ウーゾは気づいた。まわりの獣人たちも、なにやらにやついているようだ。ウーゾの手下たちは困こん惑わくし、気味悪がりながら獣人たちを見下ろしている。

　ウーゾは刃の先をふった。男に話の続きをうながした。

「言っておくけど、僕にはったりなんて通用しないからね。いますぐやめたほうが身のためだよ」

「はったりなんかじゃねえ。俺たちが奪ったのは棺だけだ。でもって、あの棺の中身は屑ばかりだった。あんなもんは必要ねえってんで、俺たちのお頭かしらは、ちょっとした情報と交こう換かんすることに決めたんだ。棺は、中身ごと、ついさっき街へ送っちまったのさ。これがどういうことかわかるか？」

　獣人の男が顔中をゆがませてにやつく。

　うしろから、ほかの獣人が口をはさむ。

「おめえらがここへ来たのは、まったくの無む駄だ足あしだったってことさ！　二重の意味で無駄足だ！」

「そんな話、僕が信じると思うの？」

「信じようが信じまいが知ったことじゃねえ。送ったもんは送ったんだからよ」

　ウーゾは身をかがめ、獣人の目をのぞきこんだ。

　獣人はまばたきひとつしない。縦たて長ながの虹こう彩さいを持った瞳ひとみは揺ゆらぎもしない。それどころか、腹はら立だたしいにやにや笑いが見返してくるばかりだ。どうやら噓はついていないらしい。

「そんなこと、僕は信じない」

　オールド・クロウがわざわざ密みつ輸ゆさせてきたお宝たから。それが、屑などであるはずがないのだ。

　この連中がお宝を奪い損そこねただけだろうか。たんに価か値ちのない代しろ物ものしか奪えなかっただけだろうか。それとも、この連中には価値がわからないような、それほど特とく殊しゆな代物だった、ということだろうか。そちらのほうが可か能のう性せいは高いように思える。

　ウーゾは顔をしかめ、身を起こした。

「棺の中身が屑かどうかは、僕の目で直ちよく接せつ、たしかめる」

「ま、そうしてみるこったな。そのほうが、実物を見て驚おどろく楽しみがあるぜ」

「そのお宝。どこへ運んだって？」

「教会だ。シャボーって男がひとりで仕切ってる教会。そこへ持ってきてくれ、という話だった。さっきも言ったが、馬鹿な男が情報の見返りとして欲ほしがったのさ。おめえとおなじような馬鹿がな」

　獣人たちが人間離ばなれした声で笑う。

　ウーゾは考えた。少なくとも欲しがる人間はいるのだ。それだけの価値があるなにか。やはり、獣人たちが価値を理解できなかっただけだろう。いまは、好きに笑わせておけばいい。

「その男。何者だって？」

「んなこと知るかってんだ。酒場でたまたま知りあった相手さ。名前も知りやしねえ」

「なら、男がくれた情報っていうのは？」

「くわしいことは知らねえ。俺たちは留る守す番ばんだったんでな」

　獣人の男が腕うでを差しあげてみせる。包帯が巻まかれている。昨日の襲しゆう撃げきで負ふ傷しようしたため、今日はずっと宿しゆく営えい地ちでおとなしくしていた、ということだろう。

「お頭に同行してたやつが戻もどってきて、いま俺が言った程てい度どのことだけを教えてくれて、すぐに棺を持って出てったんだ」

「なるほどね。ま、それについてはどうだっていいさ」

　お宝以上に価値のある情報だとは思えない。それほどの価値のあるものがこの世に存そん在ざいするとは思えない。気にする必要はないだろう。

　それにしても──。

「その男。棺を、シャボーのところへ運ばせたって？」

　なぜあんな場所を、シャボーの教会などを指定したのか。わけがわからない。情報を提供したという男がシャボーの知りあいだとも思えないが。

　ウーゾは首をふり、戻ってきたオルメカたちと顔を見合わせた。手下たちは「どうしたもんですかね？　俺たちにはわかりませんや」というように肩をすくめている。

「正直に言ったぜ。これでもういいだろ？　武器をよそへ向けろ。とっとと消えやがれ」

　目の前の獣人が立ちあがりかけた。

　ウーゾは包丁を差し向け、同じ姿し勢せいへ戻らせた。

「どうやら本当の話みたいだけど。でも、もし噓うそをついてたりしたら、すぐまた殺しにくるからね」

　手下たちに指し示じを出した。縄なわを持ってこさせ、獣人たちをふたり一組で、背中あわせに縛りつけさせた。




　　　　ステラ




　突つきとばすようにして扉とびらを開けた。教会に入った。

「どうしたんだ？　バレッツたちが来るはずなんだけどな。連中かと思ったら、おめえかよ」

　しんとした教会の内部に、野太く低い声が流れる。建物の構こう造ぞう、そして元からの声量のために、異い様ように大きく響ひびきわたる。

　ステラは身しん廊ろうに立った。いったん両りよう膝ひざに手をつき、息を整えた。

　ここまで全力でゴンドラを進ませてきたのだ。自分専せん用ようのゴンドラ。ふだんは〈指ゆび切きり〉亭ていで出す食材の仕入れなどに使っている。

　これほど気合を入れて櫂かいを操あやつったのは初めてのことだった。もう十年ほど歳としを食ってたら同じことはできなかったわね──と、ステラは、荒あらい息を吐はきながら思った。

「おめえか、じゃないわよ。あんたこんなところでいつまでもぐずぐずとなにしてるわけ？　それに、バレッツたちがどうしたって？」

　一息に言い、キルベガンにたずねた。

　彼は祭さい壇だんの前にもたれ、ステラのほうをながめていた。飄ひよう々ひようとした態たい度どで返答をよこす。

「いやなに、ここの神父に訊きいてみたら、レベッカは別の場所にいるってんでな。しかもそれをバレッツたちが迎むかえにいってるってんで、待ってたのさ」

「迎えにいってるかなにか知らないけど。それに、バレッツたちがどこでなにしてるのか知らないけど。あの子、うちの店に来たわよ？　自分で、自分の足で」

「なんだと？」

　キルベガンが祭壇を押して、身廊のほうへ出てきた。特に気分を害した様子はないが、眉まゆをひそめ、けげんそうな顔をしている。

　その顔を見て、ステラは「しまった」と思った。バレッツたちがなにもしていないのにレベッカが帰ってきた、などと言う必要はなかったかもしれない。「バレッツたちが走りまわったおかげでレベッカが帰ってきた」と、噓でもいいから言うべきだったかもしれない。

「それとも、これ以上、噓は重ねないほうがいいかも……」

「なんだって？」

　キルベガンが身廊を入り口のほうへ近づいてくる。

　ステラは額ひたいの汗あせをぬぐった。

「ううん、なんでもないから。気にしないで」

「ほんとなのか？　レベッカが戻ってきたってのはよ」

　キルベガンが聖せい像ぞうのほうをふり返る。

「あの神父、なにしてやがんだか」

　よかった。ステラは胸むねをなでおろした。「役立たず」という意味における責せめの矛ほこ先さきは、どうやらシャボーに向いてくれたようだ。バレッツやミゲルではなくて。

　ステラは隣となりにあった祈き禱とう席せきの背をつかんだ。まだ息が乱みだれている。

「シャボー神父がどこでなにしてるのか、なんて知らないし興きよう味みもないけど。でも、あの子が戻ってきたってのは本当。でね……そう、忘わすれるところだった。自分がなんでこんなに急いでここへ来たのか」

「なんなんだ？」

　訊かれて、ステラはまた深く息を吸すいこんだ。

　無人にし、表の扉に『準じゆん備び中ちゆう』の札をかけてきた〈指切り〉亭。その内外の映えい像ぞうが脳のう裏りで再さい生せいされた。小さな人ひと影かげが椅い子すや卓テーブルの間をちょこまかと動きまわっている映像。

「店でも言ったと思うけど、あの子──レベッカって子、家出したいとかなんとか言ってんのよ。だから、あんたのところへは帰りたくないって。こうやってあたしだけ出てくるの、一苦労だったんだからね。ほんとはあんたを呼よんでくるんじゃないかって、めちゃくちゃ疑うたがわれたんだから」

「つまり、なにか」

　キルベガンがステラの一メートル前に立った。大きさがより強く実感された。頭三つぶんほど身長がちがう。否いな、四つ分かもしれない。横よこ幅はばは三倍、体重も三倍といったところか。

「おめえがここへ、大あわてで駆かけつけてきたってのは──」

「早く帰らなきゃ怪あやしまれるってこと。あの子に店から逃にげられちゃう。だれかに見み張はっててもらえばよかったんだろうけど、ちょうど客がいないときだったし。少しでも早く、あんたに知らせたほうがいいと思って」

「いい判はん断だんだ。悪くねえ」

「でしょ？　ならさ、永えい遠えんにうちでただ酒を飲めるって約束、なしにしてくれる？」

「それよか、とっとと帰ろうぜ」

　ステラの頭に手を置いてきた。頭が手のひらにすっぽりとおさまってしまう。

「ちょっと──」

　首を強ごう引いんに入り口のほうへ向けられた。同じ速度で歩かされた。キルベガンはただ酒の約束──罰ばつ則そくと呼ぶべきか──を撤てつ回かいするつもりはないらしい。悪あく党とうなりのけじめということだろう。それはそれでかまわない。だめもとで口に出してみただけだ。

　ステラは両手を使い、なんとかキルベガンの手を頭からどけた。重く、厚あつく、硬かたい手だった。

「あの子、まだうちの店に居い着つきたいとかなんとか言ってるんだから。早いとこ連れて帰ってよね。ほんとに居着かれたりしたら、たまったもんじゃないもの」

「月に金貨一枚まいずつやるって言ったら、どうだ？」

　妙みような提てい案あんが出てきた。ステラは警けい戒かいしつつも、訊きかえした。

「どういうこと？」

「月にそれだけやるから、レベッカを預あずかれってことだ」

　ふたりの間に沈ちん黙もくが落ちた。

　やがて、ステラは言った。

「二枚ってのはどう？」

「決まりだ」

　ふたりで教会を出た。




　　　　ディタ




　ディタは歯を食いしばった。拳こぶしを握にぎりしめた。長く鋭するどい爪つめが手のひらに食いこみ、痛いたみを伝えていた。いまにも血が流れそうに思えた。

　宿しゆく営えい地ちは見るも無残な姿すがたへと変わりはてていた。

　あちこちで天てん幕まくの布ぬのが引き裂さかれ、入り口から家具などの中身が放ほうりだされている。めちゃくちゃに積まれている。天幕のひとつが燃もえあがっている。その火を傷きずついた仲間たちが必死で消しとめようとしている。だが、無む駄だなことだ。あの天幕を元へ戻もどすことはできない。あきらめるしかない。それは、一目見ればわかった。

　傷ついた天幕は縫ぬいなおせばいいだろう。さすがに燃えたものはどうしようもないが、汚よごれた毛もう布ふは洗あらえばいいし、中にあった狩しゆ猟りよう道どう具ぐや生活用品などは、新たに買ったり作ったりすればいいだけの話だ。カネと時間はかかるが、元へ戻せないわけではない。

　ディタがなによりゆるせないのは、このような被ひ害がいを与あたえた者たちが存そん在ざいする、という事実だった。自分たちの本ほん拠きよ地ちが襲おそわれた、という事実自体がゆるせない。受け入れがたい。

　ふたり組の顔が脳のう裏りにちらついた。色眼鏡サングラスをかけた男と、古い時代の武ぶ器きを使う長ちよう套とうの男。おそらく後者のほうがウーゾだ。ディタを射いた、弩いしゆみの使い手。

「あいつらだ。あたしたちに襲われたのを逆さか恨うらみして、仲間を連れてここへ来たんだ」

　ディタたちはレベッカから「ウーゾたちは獣じゆう人じんたちの本拠地へ向かった」と聞き、あわててここへ駆かけもどってきたのだ。そして、荒あらされた宿営地を目にした。罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はきながらも後始末に追われる仲間たちを目にした。彼らから、これらはすべてウーゾとその手下たちの仕し業わざだ、という話を聞かされたのが十五分ほど前。

「絶ぜつ対たいにゆるさない。必ず殺してやる」

　ディタは誓ちかった。

　金猿は別所で手当てを受けている。怖こわいおばちゃんは仲間たちにだみ声を飛ばし、宿営地の片づけを指し揮きしている。さすが怖いおばちゃんだ。彼女が参加してからは、作業効こう率りつが数倍は上がった。

「ウーゾたちは、教会へ行ったんだな？」

　確かく認にんのために、ウーゾに尋じん問もんされたという仲間にたずねた。

　彼はうなずいた。

「昨日、お頭がかっぱらってきた棺ひつぎ。ウーゾって野や郎ろう、あれに興きよう味みがあるみたいですぜ。いまは、あれを追っかけていきました。行き先は教会でさ」

「わかった」

　仲間は天幕のほうへ戻っていった。

　ディタは怖いおばちゃんのほうをふり返った。

「教会へ向かう。作業は一時、中ちゆう断だんだ」

「そうするかい？」

「動ける仲間を集めてくれ。思ったほど傷の深くなかった連中。それに、ウーゾの襲撃を受けたときここにいなかった連中。それなりにいるだろ？」

「軽傷の者、無傷の者。合わせて十五名足らずってところだね」

「十分だ。不意打ちさえされなければ、あたしたちが負けることなんて絶対にない」

　いまにみていろ、とディタはひとりごちた。つい最近も同じ言葉を吐きだした気がする。

　教会へ、ウーゾたちをぶち殺しにいこう。




　　　　バレッツ




　バレッツは唾だ液えきを飲みこんだ。飲みこんだものの、量は少なかった。口の中は渇かわいていた。隣となりへ目を向けてみる。

　ミゲルもバレッツのほうを見ていた。緊きん張ちようはしていないようだ。夕ゆう陽ひが彼の顔に濃こい陰いん影えいを落としている。そのために、険けわしい表ひよう情じようがいっそう強調されて見える。

　うしろではシャボー神父がうっとりとミゲルの首くび筋すじをながめている。

　バレッツは色眼鏡サングラスを鼻の上へ押おしあげた。扉のほうへ、軽く頭を倒たおした。

「行こう」

　教会の扉とびらを押おし開けた。中へ踏ふみこんだ。

　そこにはさまざまな色の光があった。ステンドグラスを通され、着色された光。だが、それだけだ。大男の姿すがたはない。

　祈き禱とう席せきに腰こしかけているのだろうか。懺ざん悔げ室しつで聞き手のいない懺悔でも行っているのだううか。それとも、上の壁かべ際ぎわからこちらを見下ろしているのかもしれない。

　バレッツは中を見まわしてみた。やたらと高い天てん井じようを仰あおぎ、壁に張はりつくような通路も観察してみた。だが、やはりキルベガンの姿は見当たらない。

「キルベガン！」

　呼びかけてみたが、返答はなかった。声は建物の内部で反はん響きようし、増ぞう幅ふくされて、バレッツ自身の耳を打つばかりだ。街のざわめきがかすかに届とどいている。

「なんでいねえんだ？」

　バレッツは相あい棒ぼうのほうをふり返った。

　ミゲルとシャボーも建物内へ入っていた。彼らのうしろで扉がゆっくりと、きしみをあげながら閉とじていく。その音がやけに、耳ざわりに響ひびいた。

「そのようだ」

「そのようですねえ」

　シャボーがミゲルとバレッツの脇わきを通りすぎ、身しん廊ろうを祭さい壇だんのほうへ向かった。自分の定位置へ戻もどりたいのだろう。そのほうが落ちつけるのだろう。

　バレッツは彼の背中に問いかけた。

「なんでだ？　キルベガンの野や郎ろう、おれたちを呼よんだんじゃねえのか？　すぐに来いって言ってたんじゃねえのか？　なんで待ってねえんだよ」

「そんなこと言われましても……ほんとに、どうしていないんでしょう？　私が出るときは、たしかにいたんですよ。ここの、祭壇の前に」

「シャボー、おめえ。ひょっとして、噓うそついてんじゃねえだろうな？」

「なんで噓なんかつかなきゃいけないんです？」

　祭壇の前で、シャボーが身体からだごとふり返った。

「そりゃおまえ……ふだんからおれたちには、カネをせびられたり手の甲に短剣ぶっ刺されたりしてるから。その仕返しとかなんとか」

「そうなのか？」

　ミゲルが険けん悪あくな表ひよう情じようで問いただした。もしそうならただじゃおかない、と脅おどしをかけるように。

　シャボーが激はげしく首をふる。

「とんでもありませんよ！　ミゲルさんに仕返しなんて、私がするわけないじゃありませんか！」

「ならいい」

　ミゲルが肩かたの力を抜ぬいた。

　直後、背後で扉がまた開いた。耳ざわりな音が発せられた。

　バレッツは一いつ瞬しゆん、ミゲルとシャボーがちゃんと扉を閉しめていなかったのではないか、そのために風かなにかの関係で開いてしまったのではないか、と思った。

　だが、そうではなかったようだ。

　獣じゆう人じんの男が入ってきた。獣人はバレッツたち三人を数秒、じっとながめた。だがそれ以上の関心は示しめさず、無意味な舌した打うちをひとつ、背中で扉を完全に押し開けた。そのままの状じよう態たいで保たもち、身をかがめた。なにか重そうなものを引きずり、運び入れてくる。

「おい。あれって──」

　バレッツにはすぐにわかった。棺ひつぎだ。

　ミゲルも気がついたらしい。バレッツたちが昨夜、オールド・クロウの帆はん船せんから持ち去った棺。レベッカが入っていた棺。あれと同じものを、獣人が一生けんめい運び入れようとしている。

　同じ棺が大流行している、などということは考えられない。おそらく、いま引きずられているのは獣人たちが奪うばい去ったほうの棺だ。ふたつあったうちの、バレッツたちが奪えなかったほうのひとつ。

　獣人は棺を黙もく々もくと運んだ。扉から六、七メートルほどの位置で下ろし、身を起こした。息をつき、額ひたいの汗あせをぬぐう。バレッツたちのほうをあらためて見てくる。

　バレッツは獣人のほうを向いたままで、背はい後ごのシャボーにたずねた。

「あいつ、なんなんだ？」

「知りませんよ」

「おめえの友だちか？」

「まさか。好みでもありませんし」

　毛深そうだもんな、とバレッツは心の中で言った。

「配達でも頼たのんでやがったのか？」

「冗じよう談だんじゃありません」

「なら、なんで棺が運ばれてくるんだよ。こんなところへ」

「おい。あの大男はどこだ」

　バレッツたちのやりとりを無む視しし、獣人が口を開いた。

　ミゲルが敏びん感かんに反はん応のうし、獣人の正面に立った。

「大男というのは、キルベガンのことか」

「名前なんか知らねえ。俺たちは大男に、こいつをここへ届とどけるよう言われたんだ」

「届けるように言われた、なんて言われてもよ」

　バレッツは腰に手を当て、棺を見下ろした。

「おめえ獣人だろ？　あの物ぶつ騒そうなガキ──鉤かぎ爪づめを使う女の仲間だろ？」

「そうだ。それと、お頭かしらのことを物騒なガキなんて呼ぶな」

　獣人がミゲルの肩かたごしに、バレッツのほうをにらみつけてくる。

　奇き妙みような話だった。獣人たちはキルベガンの乗った船からこの棺を奪った。なのに、キルベガンに言われて棺を届けにくるというのは──。

「わけがわかんねえな」

「おい、おめえら」

　獣人が腕を上げた。バレッツたちに指を突きつけてきた。

「俺は、ちゃんとこいつを届けたからな。なんでこんなもんが欲ほしいのかわからねえが、んなこたどうだっていい。これで取り引き成立だ。あとは知らねえ」

　彼はくるりときびすを返すと、また扉を開けて、そのまま外へと去っていった。夕ゆう陽ひの射さす世界へと消えていく。

　またも扉のきしむ音が響き、場の沈ちん黙もくを際きわ立だたせた。

　バレッツたちは顔を見合わせた。

「なんだったんだ？」

「とにかく、中を見よう」

　ミゲルが棺に歩み寄よる。

　たしかに、中身にはこの上なく興きよう味みがあった。レベッカは「たいしたものは入っていなかったはずだけど」などと言っていたが、彼女がそう思いこんでいただけ、という可か能のう性せいは十分にある。

　バレッツも身しん廊ろうを棺のほうへ戻った。ミゲルとふたりで蓋ふたに手をかけた。

　前方で、また入り口の扉が開いた。

「なんだ？　忘わすれものでもしたってのか？」

　腰を起こした。さっきの獣人が戻ってきたのだろうと思った。

　見た。またちがった。今日は予想が外れてばかりだ。

　小こ柄がらな、バレッツたちよりも若わかい男が入ってきた。そのうしろから、人相の悪い（そして体たい格かくのいい）男たちがぞろぞろと続いた。異い様ように太い、色白の男も含ふくまれている。

　闖ちん入にゆう者しやたちは扉の前に、陣じん形けいを作るように並ならんだ。見れば、全員が手に燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを構かまえている。すべての銃口がバレッツとミゲル、それにうしろのシャボーへ向けられている。

　先頭の男がバレッツとミゲルに目をとめ、馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべた。

「驚おどろいたな。だれかと思ったら、けちな用よう心じん棒ぼうじゃない。いまは半はん端ぱ仕事ばかりやってるって話だけど。一度、どこかで会ったことあるよね？」

「おめえは──」

　相手も「驚いた」と口にしたが、バレッツはそれ以上に驚いた。声を聞いて思いだしたのだ。目の前の男──と言うより、少年と呼んだほうが適てき切せつだろう──とは面めん識しきがあった。それどころか、この数時間、バレッツが最も会いたいと思っていた相手だ。

　レベッカを取りもどすために。

「ウーゾ！　人肉屋ウーゾ！」







「馬ば鹿かな人間が荷を欲ほしがった、とは聞いていたけど。まさか、君たちだったとはね」

　ウーゾは懐ふところから巨きよ大だいな肉切り包丁を出した。背はい後ごの男たちは十人強といったところだ。皆みな、無表情に銃を握にぎりしめ、ウーゾからの指し示じを待っている。バレッツは太った男の噂うわさも聞いたことがあった。オルメカという名前だっただろうか。

　バレッツはとりあえず両腕を差しあげた。抵てい抗こうの意思がないことを示しめした。ミゲルにもうなずきかけ、同じ動作をするようにうながした。

　ミゲルが渋しぶ々しぶ、といった様子でバレッツにならう。さすがのミゲルも、多数の銃口を向けられた状態から、しかもかがみこんで棺に両手をかけた状態から反撃に移うつろうとは思わなかったらしい。彼にしてはめずらしく常じよう識しき的てきな判はん断だんだ。
















　バレッツは一歩、前へ踏ふみだした。すぐさま十以上の銃口が集中し、がらの悪い男たちの腕うでが突つきだされた。すべての引き金に指がかかっている。

　つばを飲みこみ、バレッツはたずねた。

「なんでだ？　なんでウーゾがこんなところにいやがる？」

「ほんとに。今日は、お客さんの多い日ですよねえ」

　背後から、シャボーの間ま延のびした声が聞こえてきた。

　それでバレッツは思いだした。ウーゾはこの教会の大口出しゆつ資し者しやなのだ。この場へ現れても不思議ではない。なぜいまなのか、という点は疑ぎ問もんだが。

「俺おれたちにとっては、ありがたいことだ」

　ミゲルがつぶやいた。彼はじっとウーゾの目を見すえている。

　バレッツはうなずいた。ウーゾにレベッカの居い場ば所しよをたずねられる、場合によっては仇討ちができる、という意味では、たしかにありがたいかもしれない。この場の状じよう況きよう──銃を向けられ、手を上げさせられている状況さえなければ。

「ウーゾ。おれたちは、ずっとおめえをさがしてたんだ」

　バレッツは相手の目を見つめながら言った。自分の言葉が引き金になり、記き憶おくがどっと押おし寄よせてきた。身体からだがふるえはじめる。

　脳のう裏りにレベッカの顔が浮うかんだ。食肉処しよ理り場じようの映えい像ぞうが浮かんだ。血まみれ、肉まみれ、内ない臓ぞうまみれの空間。そこに落ちて、肉の海になかば沈しずんでいた靴くつ。片かた足あしだけの赤い靴……。

「悪いけど、僕ぼくたちのほうは、君たちなんかにはこれっぽっちの興味もないんだ。興きよう味みがあるのは、そっちの棺ひつぎだけだから」

　ウーゾが包丁の切っ先をバレッツたちの足もとへ、棺のほうへ向けてきた。

「それなんでしょ？　オールド・クロウが密みつ輸ゆしようとしてたお宝たからって。いかにもそんな感じだよね」

　ウーゾもどこからか密輸の情じよう報ほうを手に入れ、積荷が奪われたことを知り、行ゆく方えを追っていた、ということだろう。

　バレッツは首をふった。

「それはそうだけどよ……でもいまは、んなこたどうだっていい。それより、おれの質しつ問もんにこたえろ。あのガキはどうした？　殺したのか？　あの場所で──おまえらの肉屋にある処理場で、ばらばらにしちまったのか？」

「なんのこと？」

　ウーゾはけげんそうな顔つきになった。隣のオルメカと顔を見合わせる。オルメカは手に銃を構えている。

「とぼけてんじゃねえ！　おめえが連れてったガキだ。女の子だ。オールド・クロウの娘むすめ──」

「新しい修しゆう道どう女じよのことです」

　シャボーがうしろから注ちゆう釈しやくを加えた。

　やっと、ウーゾの顔に理り解かいの色が浮かんだ。いまのいままで、まったく話が通じていなかったらしい。

「ああ、あの子」

「殺したのか？　どうなんだ!?」

「殺したりするわけないじゃない。ひどいなぁ、僕をなんだと思ってるの？」

　ウーゾが無む邪じや気きそうに笑う。実じつ際さいは邪気に満ち満ちた笑えみだ。

「ほんとだな？　殺してもいねえし、傷つけてもいねえんだろうな？　もし指を切ったり鼻をそいだりしてやがったら、ただじゃおかねえ！」

「してないさ。それより」

　ウーゾの笑みが深くなった。包丁をもてあそび、刃を手のひらにぴたぴたとつけた。

「さっき、オールド・クロウの娘って言わなかったっけ？」

「だからさらったんだろうが!?」

　感情が爆ばく発はつした。反はん射しや的てきにこたえていた。

　だが──ウーゾの表情や反応を見て、自信が萎なえるのを感じた。不安な気持ちが急速にふくらんでくる。

　まさか、ウーゾは、レベッカがオールド・クロウの娘だということを知らなかったのだろうか。バレッツがいま言ったせいで知ってしまった、なんてことがあるだろうか。

　身体からだが先ほどまでとは別の理由でふるえはじめる。

「噓だろ……？」

「感かん謝しやするよ、いいことを教えてくれて。これで、彼女があの船に乗ってた理由がよくわかった」

「んな馬ば鹿かな。ほんとに知らなかったってのか？」

「どういうことだ？」

　ミゲルが訊きいてきた。こたえられるわけがなかった。

　バレッツたちのやりとりをながめ、ウーゾが肩かたをすくめている。

「失敗しちゃったね。バレッツ」

「なんてこった……噓だ！　いまのは冗じよう談だんだ。んなことあるわけがねえ！　オールド・クロウに娘なんかいねえ！　だから、とにかくあのガキを返せ。早く！　いますぐに！」

「本来なら、お宝たからと交換だ、と言いたいところだけど。でも、この状じよう況きようを見たかぎりじゃ──」

　ウーゾは居い並ならぶ仲間を見み渡わたし、あらためてバレッツたちをながめて、くすくすと笑った。銃を構えた十人以上の仲間と、両手を差しあげたふたりの男たち。優ゆう劣れつの差は明らかだ。

「いまは、お宝も君たちの命も僕のものって感じだし。取り引きを持ちかける理由なんてないよね」

「ちょっと待て。んなこと言うなって！　こんな棺ひつぎぐらい、いくらでもくれてやるから！」

「だめ」

　くすくすくすくす。

　ウーゾが進みでてきた。肉切り包丁をひらめかせ、棺から離はなれろ、と指図してくる。

　うしろの連中も、ウーゾを囲むようにして前へ出てくる。多数の銃口が迫せまる。ウーゾの冷たい笑みは崩くずれない。

　バレッツとミゲルはしかたなく後退した。一歩一歩、うしろ向きに歩いた。棺から遠ざかり、祭さい壇だんのほうへ近づいていった。

　背はい後ごからシャボーの息づかいが聞こえてくる。

「みなさん、ここでの争いはやめてくださいよ？　神しん聖せいな場所なんですから」

「まったく。なんてこった」

　バレッツは無意味にわめきたくなった。頭を抱かかえたくなった。手を上げているせいで、それすらもできない。ちくしょう。

　せっかくレベッカの生せい存ぞんが確かく認にんできたというのに、またややこしい状況になってしまった。ウーゾにすべてを持っていかれてしまいかねないような状況。

　ウーゾたちが棺の周囲に立った。いまではオルメカたちまでもがにやにやと相そう好ごうを崩し、馬鹿にしたような目でバレッツたちを見ている。

　その背後で、扉が荒あら々あらしく、突つきとばされるようにして開いた。夕陽が射さしこんできた。

　バレッツとミゲル、それにシャボーは視し線せんを入り口のほうへ流した。

　ウーゾたちもいっせいにふり向いた。半数がバレッツたちに銃口を固定し、半数が銃口を扉のほうへ移うつした。

「今度はなんだってんだ、ちくしょう!?」

　バレッツは投げやりな気持ちで吐はきすてた。もうどうだっていい。しびれはじめていた腕うでを、勢いきおいよく脇わきへ下ろした。

　見た。今度こそさっきの獣じゆう人じんが忘わすれ物を取りにきたのかと思った。だが、やはりちがうようだ。

「あいつら……」

　獣人ではあったが、さっきと同じ獣人ではなかった。

　しかも、今度は群むれだった。

　十人以上の獣人たちが入りこんできた。素す早ばやく扉とびらのすき間を抜ぬけて、ひとりを中心にばっと広がる。中心にいるひとりは、見まがうはずもなかった。あの少女だ。

　バレッツはうめいた。

「なにがどうなってんだ？　もうほんとわけわかんねえ。棺が届けられて、ウーゾたちが現あらわれて。今度は獣人どもが入ってきやがった……」

「おまえら！」

　少女の目が炎ほのおを宿している。燃もえる目がバレッツを、ミゲルを、ウーゾたちをねめつけている。髪かみの毛が逆さか立だっているように感じられる。

　獣人たちは手に手に短刀を構かまえている。少女の両脇には金きん猿えんと、大おお槌づちを構えた老ろう婆ばがひかえている。

「ウーゾとその手下ども──よくもあたしたちの家をめちゃくちゃにしてくれたな！」

　少女の視し線せんはミゲルの上で固定されている。いまだにミゲルのことをウーゾだと勘かんちがいしているらしい。

　家をめちゃくちゃにした？　いったいなんのことだ？

　バレッツは大声で言いかえした。

「なに言ってんのか、ほんとわけわかんねえ！　それに、ウーゾと手下どもはそっちだ！　おめえらの目の前に固まってるやつら！」

「そんなことはわかってる！　こいつらは、おまえらの手下だ！」

「だからちがうって！」

「たしかにそいつらです。天てん幕まくを荒あらして、俺たちに包丁を突つきつけやがった！」

　獣人のひとりが声を張りあげ、ウーゾたちに短刀を向ける。

「おれたちとは関係ねえってば!?」

　バレッツは必死で主しゆ張ちようした。

　だが、少女は耳を貸かしてくれない。

「いまさら言い逃のがれなんかするな！」

「君がお頭かしらってやつなんだろ？」

　ウーゾが少女に、挑ちよう発はつ的てきに問いかけた。

　ややこしいことを言いだすんじゃねえ！──バレッツは心の声で叫さけんだ。だが、ウーゾに届くはずもない。

　貧ひん民みん街がいの人肉屋が続ける。さらに獣人の少女を挑ちよう発はつする。

「手下がやられたんで、頭が怒おこって出てきたってわけだ」

「なんだと!?」

「だけど、君たちにもう用はないからね」

　ウーゾがせせら笑う。冷たいまなざしを獣人たちに向ける。

「お宝はここにあるし、もう君たちから聞きだすこともないから。遠えん慮りよなく、返り討うちにしてあげるよ」

「おめえら、けんかふっかけあうのはやめろって。家を荒らしたとかなんとか。なにわけのわかんねえこと言ってやがる？」

　バレッツは両陣営に向けてうったえかけた。もし少女たちがここでウーゾを殺すようなことになれば、レベッカの居い所どころを知ることができなくなってしまう。

　だが、さっきと同様、だれも聞いていないようだ。

　ウーゾたちと少女たちは、あからさまな敵てき意いと緊きん張ちようをむきだしにしている。にらみあい、一いつ瞬しゆんも目をそらそうとしない。それどころか、獣人たちは、バレッツたちをも殺すつもりなのだ。むしろミゲルが悪あく党とうたちの頭とう目もくだと考えているのだ。

「んなわけねえだろうが!?」

　バレッツは続けて主張した。だが無む駄だな叫さけびだった。

　ウーゾの手下たちが額ひたいから汗あせを流している。銃じゆうを握にぎる手がかすかにふるえている。

　獣人たちも凶きよう暴ぼうそうに喉のどを鳴らし、鋭するどい歯を食いしばり、短刀やその他の武ぶ器きをきつく握りしめている。刃が夕ゆう陽ひを受けて、ぎらぎらとした輝かがやきを放っている。

　両者の間は約五メートル。ほとんどゼロ距きよ離りと言っていいような近さだ。ちょっとしたきっかけがあれば、双そう方ほうの銃じゆう弾だんが、刃が解とき放はなたれて、この場は地じ獄ごく絵え図ずと化してしまう。

　バレッツはうめいた。

「どうすりゃいいってんだ？」

「いいことを思いついた」

　ミゲルが腕を差しあげ、長套から出した。手には小ぶりの弩いしゆみがあった。

　バレッツは、背せ筋すじにいやな感覚をおぼえた。悪お寒かんが這はいあがった。

「おい、ちょっと待て。なにをするつもり──」

　バレッツは止めた。止めようとした。ミゲルのほうへ手を伸のばした。

　遅おそかった。ミゲルが指先を軽く曲げる。装そう置ちを操そう作さする。

　弩から矢が放たれた。オルメカの肩かたに刺ささった。オルメカは左手の銃をバレッツたちのほうへ向けていた。

　オルメカは「うっ」とうめいた。よろめき、腕が上を向いた。銃口が上を向いた。その拍ひよう子しに、指が閉じて、引き金が引かれた。

　パン、という間の抜ぬけた音が響ひびいた。

　上のほうで窓まどの割われる音が響いた。実じつ際さいに硝子ガラスが降ってきた。ばらばらと降りそそぎ、床ゆかや祈き禱とう席せきに落ちた。さらに細かく砕くだけ散った。

　後方でシャボーが「ああ、窓が！」と悲ひ痛つうな声をあげた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　直後、少女が吠ほえた。前へ飛びでた。獣じゆう人じんたちがいっせいに短刀をふりかぶった。短刀を投げた。

　ウーゾが身をかがめた。手下たちの銃口が次々と火を噴ふいた。火を噴きまくった。無数の銃が発はつ射しやされ、硝しよう煙えんが爆ばく発はつ的てきにふくらんだ。悪党たちの姿すがたを霧きりのように隠かくした。轟ごう音おんに空気が引き裂さかれた。耳が聞こえなくなった。

　硝煙の中から短刀が飛んできた。銃じゆう弾だんも飛んできた。バレッツたちのほうへ襲おそいかかってくる。

「馬鹿！」

　バレッツは叫んだ。ミゲルは涼すずしい顔をしている。

　舌した打うちし、バレッツは右側へ跳んだ。ミゲルも同時に、身しん廊ろうをはさんだ反対側へ身を投じた。ふたりで祈禱席の間へ飛びこみ、頭から転がる。

　頭上を短刀が、銃弾がかすめていく。







　祈禱席の足もとでうずくまった。燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを取りだし、両手にそれぞれ握りしめた。頭上を銃弾と刀が飛び交かっている。悲鳴と怒ど号ごうが飛び交っている。

「まったく。ミゲルの大馬鹿が」

　向かい側を見た。相棒は椅い子すの端はしからわずかに頭を突つきだし、この場の状じよう況きようをたしかめている。あの馬鹿は、自分も参戦する気まんまんのようだ。

　バレッツも祈禱席の背から頭だけを出した。そっと入り口のほうをうかがってみた。

　最初の撃うちあいで大半の連中は銃弾や刃やいばを受け、倒たおれていた。だが倒れながら、床ゆかを這はいずりながら、祈禱席にすがりつきながらも、必死で銃を撃ちつづけている。短刀を投げつづけている。短刀をふりまわしつづけている。なんてしぶとい連中だろう。

「おまえらごとき！」

　少女の、鋭い声が響いていた。彼女は小さな身体をたくみに操あやつり、銃弾を避よけ、ウーゾの手下たちに鉤かぎ爪づめの斬ざん撃げきを加えていた。そこへ銃弾が集中する。

　少女は後方へ跳とび、宙ちゆうで回転し、ことごとくかわした。ウーゾの手下たちから距きよ離りをとった。

　棺ひつぎが落ちているあたりではウーゾが獣じゆう人じんたちと斬きりむすんでいる。ウーゾの戦い方は独どく特とくだ。異い様ように姿し勢せいがいい。足をまるで使わない戦法。左手を背中にまわし、右手の肉切り包丁だけを突きだし、華か麗れいに往おう復ふくさせ、獣人たちに斬りつけていく。相手の武器を落としていく。相手を着実に、血祭りにあげていく。

　うしろからではちらりと横顔が見えるだけだが、ウーゾは常つねに薄うす笑わらいを浮うかべているようだ。直立の姿勢で、なめらかな、床の上をすべるような動きで前へ出ていく。身体の前だけで包丁を往復させていく。包丁を持つ手の動きはあまりにも速い。

「バレッツ！」

　ミゲルの声が飛んできた。それで我われに返った。

　金猿が柱の陰かげに隠れ、吹ふき矢を構えていた。いつの間にか移い動どうしていたのだ。金猿はバレッツのほうへ矢を放ってきた。極ごく細ぼその針はりが宙を横切る。

「くそっ！」

　バレッツは銃口を上げた。吹き矢の発射口をにらみつけた。角度を見定め、矢の飛来する軌道を頭の中で計算する。宙に線を描えがく。それに合わせて銃を撃った。

　手ごたえがあった。矢は空中で四散したはずだ。矢を四散させた弾丸がそのまま突き進み、金猿へと襲いかかる。金猿の手から吹き矢の筒つつを弾はじきとばす。金猿の手を血まみれにする。

　別の方向から銃弾が来た。気配で感知できた。

　あわてて身をかがめ、また入り口のほうへ目をもどした。

　ウーゾの手下たちが銃を撃っていた。ひたすら獣人の少女を狙ねらっていた。連中は複ふく数すうの銃を持っているようだ。一発撃つごとに銃を投げ捨て、懐に手を入れ、別の燧石式拳銃フリントロツク・ピストルを取りだしている。悪事で得た資し金きんがあるからこそできる戦法。

　少女が軽やかに跳びはねる。祈禱席の背を蹴けり、柱を蹴り、あっという間に壁かべの通路へと跳び移る。手すりをつかみ、跳びあがり、身を躍らせる。手すりをあっさりと越こえる。少女は壁の通路へと降おり立った。

　そこへ、さらに銃弾がまとめて襲いかかった。木製の柱が弾はじけとんだ。手すりの一部が弾けとんだ。木材の欠片かけらがあられのように落ちてくる。

　少女が銃弾をかわす。通路を祭さい壇だん側がわへ駆かける。バレッツが立っている側だ。少女は手すりの上へ跳び乗り、その上をさらに走った。短刀を投げ、反撃することも忘わすれない。

「あいつ。まさか……」

　バレッツはつぶやいた。

　と、少女と目が合った。彼女は怒いかりに燃もえる視し線せんを向けてきた。焼き殺されそうな視線だ。

　少女が手すりの上で身を屈かがめる。銃弾をかわし、思いきり跳ちよう躍やくする。

「やっぱそうかよ!?」

　バレッツは立ちあがった。

　少女は宙へ身を躍らせ、バレッツのほうへ襲いかかってきた。目が合ったとき、そのつもりではないかと思ったのだ。

　跳躍の勢いきおいに乗り、少女が降ふってきた。鉤爪をくりだしてきた。

「横取りしたやつ！」

「それは認みとめるけどっ。だからって、殺しにくるこたぁねえだろ!?」

　バレッツは銃を交差させて受けとめた。鉄の爪つめと鉄の銃じゆう身しんが嚙かみあい、火花を飛び散らせた。加速度に少女の体重を乗じた衝しよう撃げきが来る。

　なんとか持ちこたえ、うしろへ足をついた。

「あっち行けって！」

　鉤爪を受けとめたままで、右足をふりあげた。少女の腹はらを蹴りつけ、弾はじきとばした。

　少女はとっさに身を引き、衝撃を殺した。祈き禱とう席せきの背を蹴り、宙返りをひとつ、後方へ逃のがれる。

「殺してやる！」

　少女が短刀を投げてきた。投げると同時に、その短刀を追うように走りこんできた。

　バレッツはまず銃身で短刀を弾いた。後方へあとじさり、距きよ離りをとった。

　身しん廊ろうの中央へ出る。ちょうど後こう退たいしてきたミゲルと背中をぴったりと合わせる。互たがいに背をつけたままで、バレッツは左右の銃を構えた。

　ミゲルが肩ごしに訊きいてくる。彼は両手で長ちよう剣けんを構えている。

「バレッツ。だいじょうぶか？」

「おかげさんでね」

　バレッツの返答にうなずき、ミゲルが提てい案あんしてくる。

「そちらの娘むすめは、俺おれが引き受けよう」

「なら、おれは銃を持った連中の相手だ」

　ふたりで同時に、百八十度、身体からだの向きを変えた。背中をつけたままで位置を完全に入れかわった。ミゲルが少女のほうを、バレッツが祭さい壇だんの右側を向く格かつ好こうになる。

　うしろでミゲルが少女の突とつ撃げきを食いとめる。剣と鉤かぎ爪づめの刃はがお互たがいを弾はじきあう。

　バレッツは両手で銃を撃った。入り口から二本目の柱と四本目の柱。それぞれの陰を狙い撃った。うしろに隠れていた男たちがあわてふためく。

　彼らの銃そのものに銃弾を当てた。男たちの手の中で銃が暴ぼう発はつし、爆ばく炎えんと衝撃をまき散らした。

「おまえとは、決着をつけたいと思っていた」

　ミゲルが少女に宣せん言げんしている。剣をふり、向かっていく。

　バレッツは気づいた。扉の前だ。

　ウーゾが軽やかな足取りで棺へ近づいている。側面に手をかけ、底部を浮かせようとしている。入り口から外へ運びだそうとしている。襲い来る獣人たちは肉切り包丁で簡かん単たんに撃げき退たいしているようだ。

「おい待て！　ウーゾ！」

　バレッツは前へ身を投げて銃弾をかわし、ウーゾのほうへ追いすがった。

　ウーゾがふり向く。バレッツに目をとめ、口もとの薄うす笑わらいをさらに広げる。彼は肉切り包丁をさっとふるった。刃やいばについた血が床ゆかへ、祈禱席へ点々と散った。

「どうやら殺されたいみたいだね。おとなしくしていれば、死なずにすんだっていうのに」

「殺されたいもなにもねえだろ。レベッカの居い場ば所しよだ！　それを吐はきやがれ──っていうか、おれをレベッカのところまで連れていきやがれ！　でなきゃ、見み逃のがすわけにゃいかねえ！」

　と、銃弾が来た。オルメカがウーゾの前へさっとまわりこみ、矢の刺ささった肩かたを押おさえつつ、バレッツのほうへ撃ってきたのだ。

　バレッツは血のついた床を転がった。同時にオルメカの、無む傷きずなほうの肩を狙ねらい撃うった。

　だが、だめだ。バレッツの放った弾丸は途と中ちゆうで阻はばまれた。唐とう突とつに飛来した物体に当たった。かなり大きな物体。肉の塊かたまり。人間の身体。どうやらウーゾの手下らしい。手下はバレッツの弾丸を受けたことにより、血を吹ふきだし、きりもみ状じよう態たいになって落ちた。

「なんだ？」

　バレッツは男が飛来した方向を見た。ウーゾとオルメカも同じほうへ顔を向けた。教会内には硝しよう煙えんが立ちこめている。血ち煙けむりが立ちこめている。息苦しく感じられる。

「あたしたちの家を荒あらしておいて、ただで済すむなんて思わないことだね」

　老ろう婆ばだった。彼女は大おお槌づちを手もとへ引きもどしていた。さっきの手下はこの老婆から大槌の一撃を受け、軽々と吹きとばされてしまったのだ。宙へ跳ねあげられ、放物線を描えがき、バレッツたちの前へ落ちてくることになったのだ。

　老婆が動いた。祈禱席の間を小走りに近づいてきた。自分の身体よりも大きな大槌をかついでいる。大槌の先せん端たんからは血がしたたり、流れている。

「死に、ぞこない、なんかに、負けない」

　オルメカが銃を構かまえる。引き金を引く。弾丸が老婆へと襲いかかる。

　老婆はまばたきひとつしない。顔は元から無表情。彼女は大槌の柄えだけを動かし、銃弾を弾いた。

　オルメカは見た目からは想そう像ぞうできない速度で腕うでを動かし、使用済ずみの銃を投げ捨てた。別の銃を取りだし、老婆へと撃ちまくった。だが老婆はそれらも弾き、回かい避ひした。

　オルメカが顔をしかめ、銃を見下ろす。どうやら最後の銃だったらしい。銃そのものを老婆へと投げつける。もちろん無駄なことだ。そんな攻撃が効きく相手ではない。その間にも老婆は間近へと迫せまっている。

　ありがたいことに、老婆はオルメカを、あるいはウーゾを狙ってくれているらしい。バレッツのほうへ向かっているわけではなさそうだ。

　老婆が大槌をふりかぶる。恐おそろしい勢いきおいでふりおろす。血のついた鉄てつ塊かいがオルメカの頭上へと迫る。

　オルメカは反射的に腕を上げた。頭をかばおうとした。

　骨ほねの折れる音が響ひびいた。無数の銃じゆう声せいや悲鳴や怒声などの中にあって、たしかに聞きとることができた。

　オルメカの左腕が折れ曲がっていた。肘ひじと手首の間あたりだ。厚あつい脂し肪ぼうに大槌の柄が見てわかるほどめりこんでいた。

　オルメカの顔が瞬しゆん時じに赤くなった。オルメカは絞しめ殺される鶏にわとりのような声をあげた。だが、まだ倒たおれない。片かた膝ひざをついただけだ。オルメカは無事な腕を前へ伸のばした。大槌も、矢も受けていないほうの腕だ。

　老婆は逃のがれようとした。だが一瞬、オルメカのほうが速かった。

　オルメカの手が老婆の首をとらえた。しっかりとつかんだ。太く、白い手が老婆の首を締しめあげる。絞しめ殺される鶏の気分を味あわせようと、脂肪に隠された筋きん肉にくが怒ど張ちようする。

　オルメカが老婆にのしかかった。ふたりで重なるように倒れこんだ。祈禱席の陰かげに隠かくれ、一いつ瞬しゆん、バレッツの視し界かいから外れた。まるで肥ひ満まん体たいと老婆の激はげしい愛あい撫ぶだ。見ていて気持ちのいいものではない。

「いまのうち……」

　バレッツは銃を構え、立ちあがった。靴くつや服は血だらけ、皺しわだらけだ。

「悪いけど、あの子も僕ぼくがもらうよ」

　目の前で手下が骨ほねを砕くだかれ、倒れたというのに、ウーゾは表情ひとつ変えていない。バレッツのほうを冷たい薄笑いとともに見ている。

「させねえ！」

　バレッツは顔の前で銃を構えた。こんな冷血漢に、レベッカを奪うばわれてたまるか。

　二丁、同時に発砲した。

　ウーゾは一発をよけ、一発を肉切り包丁で弾はじき落とした。バレッツが次じ弾だんを放つ前に、素す早ばやく、やはり床ゆかの上をすべるような動きで前へ出てきた。一瞬で包丁の間合いへ入りこみ、バレッツのほうへ突つきこんでくる。

「くそっ」

　バレッツはなんとか銃身をふりまわし、包丁の一撃を弾いた。

　ウーゾが続けざまに突いてくる。バレッツはそれをかわした。だが、それ以上のことはできない。防ふせぐだけで精せいいっぱいだ。少しずつ押され、祭さい壇だんのほうへ後こう退たいさせられてしまう。

　うしろではシャボーがやかましくわめきつづけている。教会の内ない装そうが傷いたむだの聖せい像ぞうが壊こわれるだのステンドグラスが割われるだの（実じつ際さいに何枚まいかは割れたらしい）、叫さけびつづけている。もちろん、だれも相手にしていないが。

　バレッツはさらにウーゾの斬ざん撃げきを食いとめた。後退した。

　と、足の裏うらが、なにか妙みような感かん触しよくをとらえた。足もとでうめき声があがった。

　ちらりと目の端はしで確かく認にんする。倒れた男を踏ふみつけてしまったらしい。異い様ように手の長い男、金猿だ。バレッツに撃うたれたあとで、別の場所へ移い動どうしていたが、その過か程ていでまた別の銃弾を受けてしまったのか。運の悪い男だ。

　足の下で金猿が暴あばれる。長い手足をふりまわす。そのせいで、バレッツの体たい勢せいが急きゆう激げきに崩くずれた。仰あお向むけに倒れかけてしまう。

「じゃあね」

　ウーゾが包丁をくりだしてくる。

　バレッツはわざと倒れこみ、背中を床ゆかへ──ではなく、金猿の腹はらの上へ──つけた。辛かろうじて包丁の攻撃をかわした。身体からだの下で金猿が金切り声をあげる。

　ウーゾが追撃してくる。上から刃やいばをふりおろしてくる。

　バレッツは、今度は横へ転がって逃のがれた。包丁が床板へ、金猿の頭の真横へ突き刺さった。バレッツはその隙すきに立った。銃をウーゾの顔へ向けた。

「しぶといね」

　ウーゾが包丁を引き抜く。その下で金猿がのたうちまわっている。

「それだけが自じ慢まんなんでな」

　バレッツは引き金を引いた。

　だがウーゾは首を横へ倒しただけで避よけた。またも近づいてくる。包丁をふりまわしてくる。

　バレッツはのけぞってよけた。首の皮が切れた。全身に鳥とり肌はだが立った。冷や汗あせが流れる。あと数ミリ傷きずが深ければ、首を切り裂さかれていたところだ。場合によっては頸けい動どう脈みやくが切れていたかもしれない。

　ウーゾが肉切り包丁をふりかぶった。ふりおろしてきた。それを左の銃で受けとめた。ウーゾが続けて踏みこんできた。

　バレッツは右の銃をウーゾの腹へ押し当てた。すぐさまウーゾに、左手で払はらわれた。バレッツは銃口を真下へ向けた。ウーゾの、足の甲こうを狙ねらった。迷まよわずに撃った。

　ウーゾは素早く足を動かし、それを避けた。

　床に穴あなが開いた。穴から煙けむりが立ちのぼった。

　別の方向から銃じゆう弾だんが飛んできた。ウーゾの手下たちだ。左右、両側にいるらしい。獣じゆう人じんたちと交戦しながらも、ウーゾを守ろうとしている。

　バレッツは左手でウーゾの刃を押おしかえしつつ、右手を左腕の下へまわした。左ひだり脇わきの下から銃を撃った。柱の陰を、そこに隠れるウーゾの手下を狙い撃った。

　手下の男は短く野太い悲鳴をあげ、一撃で倒れた。バレッツはいま撃ったばかりの右腕を差しあげ、銃身でウーゾの右手を押し上げた。素早く左手を胸むねの前へ戻もどし、右腕の下へ入れ、また腕を交差させるようにして右側を撃った。ウーゾの部下に命中。祈き禱とう席せきの陰で、男がばったりと倒れる。

「手下はやっつけられても、僕ぼくは無理だよ。同じようにはいかないから」

　ウーゾが言ってくる。腕を引きもどし、またも突きだし、ひたすら攻撃を仕し掛かけてくる。

　バレッツはうめいた。どんどんうしろへ追いやられてしまう。だんだんシャボーのわめき声が近く、大きく聞こえるようになってきた。祭壇のすぐそばまで後退させられてしまった、ということだろう。

　背中に祭壇がふれた。バレッツはその上へのけぞるような格かつ好こうになった。祭壇にささげられた生いけ贄にえさながらだ。逃げ場がなくなった。もう後方へさがることはできない。ウーゾの攻撃をかわすことはできない。

「終わりだね」

　ウーゾの死し刑けい宣せん告こく。冷たくも無む邪じや気きな笑えみが満面に広がる。

　貧ひん民みん街がいの少年は、一いつ瞬しゆん、攻撃の手を休めた。己おのれの絶ぜつ対たいな優ゆう位いを十分に楽しんだ。

　ウーゾが腕を引き寄せる。肉切り包丁を、正面から、まっすぐに突きだしてくる。鋭い切っ先がバレッツの眉み間けんへと迫せまる。

　バレッツはその軌き道どうをしっかりと見定めた。ウーゾに言ってやった。

「そうでもねえんだよ」

　不思議と冷静な気分でいられた。

　右手の銃を突きだした。前へ。迷わず相手の武ぶ器きを狙った。包丁の先せん端たん、最も鋭い一点へ銃口を突きこんだ。肉切り包丁の切っ先を、銃口がしっかりとくわえこんだ。

　両者ともに精確この上ない突きだった。刃も、銃身も、まったく微び動どうだにしない。

「そんなこと──!?」

　ウーゾの表ひよう情じようが変わる。

「終わりだ」

　バレッツは引き金をしぼった。銃の内部で弾丸が解とき放たれた。銃身を通り、包丁の先端へぶち当たった。正真正しよう銘めいのゼロ距きよ離り射しや撃げき。刃がわずかに銃身の内部へ入りこんでいる、という意味では、それ以下の距離による射撃と言えるかもしれない。
















　銃弾の直撃を受けて、包丁の刃が爆ばく砕さいした。鉄の破は片へんをまき散らした。ありとあらゆる方向へ。バレッツの手は血だらけになった。

　鉄片がウーゾの顔をとらえた。ウーゾは絶ぜつ叫きようをほとばしらせ、眉間を押おさえ、急きゆう激げきにのけぞった。鉄片はバレッツの顔にも飛んできた。色眼鏡サングラスに当たり、レンズにひびが入った。だが、それだけだ。

　バレッツは手の痛いたみに歯を食いしばり、目に涙なみだをためつつ、傷ついた腕を下ろした。祭さい壇だんにもたれた格かつ好こうのままで、ウーゾが身もだえする様を見守った。どうやらウーゾの眼がん球きゆうも無事のようだ。

　少年の甲かん高だかい悲鳴を聞きながら、ため息をついた。

「ほんとに、やっと終わりだ」

　無傷の、左の腕をふりあげた。銃じゆう把はでウーゾの顎あごをなぐりつけた。

　ウーゾの身体からだが一瞬、宙ちゆうへ浮うかんだ。脱だつ力りよくし、床ゆかへと落下してくる。バレッツは身を起こし、前へ進みでて、肩かたでウーゾの身体からだを受けとめた。そのまま抱だきかかえた。

　教会の内部を見まわしてみる。銃声や獣人たちの雄おたけびはいつの間にかおさまっていた。いまだに最も激はげしい戦いをくり広げているのは──老ろう婆ばとオルメカぐらいのものだ。どちらも武器を投げだし、素す手ででの取っ組みあいを続けている。オルメカの白すぎる肌には老婆の歯型が無数につけられ、そこから妙に赤い血が流れている。

「ミゲル。そっちはどうだ？」

「こちらも、いま終わったところだ」

　向かって右側、祈禱席のさらに向こうで、ミゲルが少女の身体を抱かかえていた。少女の身体には金きん属ぞく製せいらしい網あみがからみついていた。ミゲルが放ったものだろう。

　少女はぐったりとしている。気を失っているようだ。一方、ミゲルの剣けんも、根本から折られていた。勝負には勝ったが、危あやういところだったらしい。

「なあ、ミゲル」

　バレッツはなんとなくたずねた。

「銃が卑ひ怯きようだっていうけどよ。そういう網とかを使うのは、卑怯とは言わねえのか？」

「言わない」

　きっぱりとした、迷まよいのない返答が来た。

「どうだっていいさ」

　バレッツは息を吐はきだし、教会内へ意い識しきを引きもどした。獣じゆう人じんたちもウーゾの手下たちも、大半が重じゆう傷しようを負っているが、意識を保ほ持じしている者も多いようだ。

「おい、おまえら！」

　連中に向かって呼よびかける。

　その時点でやっと、老婆とオルメカが戦いを休止する。ふたり同時にふり向き、自分たちの頭目が倒たおされたことを知って驚おどろき、魂たましいを抜ぬかれたような表情になる。

「おめえらの親玉はおれたちが片かたづけた。一いち応おうは生きてるが、生かすも殺すもおれたち次し第だいだ。殺してほしくなけりゃ、そのまま抵てい抗こうせずに寝ねてろ。そうすりゃすぐに医者を呼んでやる」

　バレッツはウーゾを抱きかかえたままで、倒れた男たちを迂う回かいし、入り口のほうへ戻もどった。

　ミゲルも戻ってきた。祭壇のうしろではシャボーがいまだに頭を抱え、「ああ、聖像に穴あなが。聖せい杯はいに傷が。貴き重ちような燭しよく台だいや絵が、あんなになってしまって──」などとなげいている。

　無む視しした。バレッツは無む造ぞう作さに投げだされたあるものに目をとめた。

　しばし思案し、相あい棒ぼうに一声。

「なあミゲル。そいつも運べるか？　ついでによ」

「どれだ？」

「それだよ。その棺ひつぎ──中身、興きよう味みあるだろ？　どうせなら見てみてえし」

「そうだな。問題ない、俺が運ぼう」

　ミゲルが少女を肩かたにかついだままで、祈き禱とう席せきの間を縫ぬって歩く。身しん廊ろうの中央へ出てきて、棺の前で身を折る。

「じゃ、行くか」

　バレッツは入り口の扉とびらに手をかけた。

　抱えられたウーゾの手から、硬かたい音とともに、肉切り包丁が床へ落ちた。

　バレッツはそれを見下ろし、わずかに目を上げ、獣人たちと貧ひん民みん街がいの悪あく党とうたちとを見み比くらべた。どちらも満まん身しん創そう痍いだった。

「こいつらが潰つぶしあってくれて助かったぜ。どっちか一方だけに襲おそわれてたら、ぶっ殺されてたところだ」

「そんなことはない」

　ミゲルが憤ふん然ぜんと言った。



















「なんじゃこりゃ？」

　バレッツは女物の服を持ちあげた。目の前にかざした。

〈指切り〉亭ていの床ゆかには棺が置かれていた。たったいま教会から運んできたばかりの代しろ物ものだ。昨夜、帆はん船せんから獣人たちが奪うばったほうの棺。

　ステラによると、この棺はキルベガンが適てき当とうなことを言って獣人たちをだまし、教会へ届とどけさせることに成功したのだという。それを、バレッツたちがここへ持ち帰ることになったわけだ。獣人の少女は直情型、悪く言えば単たん純じゆんな性せい格かくのようだったから、だますのは意外に簡かん単たんだったのかもしれない。

　そのキルベガンは、いまは丸まる椅い子すに腰こしかけ、にやつきながら棺のほうを見ていた。膝ひざにはレベッカがちょこん、と尻しりを乗せている。どうやら機き嫌げんがなおったらしく、いまは子こ供どもに似につかわしい、無む邪じや気きそうな笑えみを顔いっぱいに広げている。

　ミゲルもバレッツの隣となりで棺を、そしてバレッツが持ちあげた服を見ていた。ステラもカウンターの奥おくから首を伸のばしていた。

　店は、いまは表に『準じゆん備び中ちゆう』の札ふだをかけてあった。本来なら客の入りはじめる時じ刻こくだが、扉には鍵かぎがかけられ、窓まどにはカーテンが下ろされている。

「わたしの服だわ。それに靴くつもある！」

　レベッカがキルベガンの膝から飛び降おりる。バレッツのほうへ歩み寄よってくる。彼女はバレッツの手から服を引ったくり、うれしそうに照明のほうへかざした。

　バレッツは、すぐさまそれを奪いかえした。

「んなこたわかってる。なんでこんなものが入っているのか、と言ってるんだ。おれは」

　床に投げだされた屑くずを見つめる。女物、しかも子供用の服がいくつか。同じく女児用の下着がいくつか。靴が一足。あとは櫛くしや手ぬぐい、石けつ鹼けん、鋏はさみなどの日用品があるばかりだ。

　これが棺の中身だった。そのすべてだった。あまりにも人を馬ば鹿かにしている。

「レベッカの、引ひつ越こしのための荷物だからな。入ってて当然のもんばっかだろ？」

　キルベガンも椅子から降りて、床をきしませながら近づいてきた。バレッツの隣に立つと、影かげで棺の周囲全体が暗くなった。

　キルベガンはその場にかがみこんだ。レベッカを左の腕で抱きあげる。右腕をぬっと伸ばし、棺から靴を取りだす。

　キルベガンはレベッカに靴をはかせた。彼女は風ふ呂ろに入り、ステラの服を身につけていたが──大きさがまるで合っていない──、さすがに靴の替かわりまでは見つからなかったらしい。そのため、いままでずっと裸足はだしで待っていたのだ。

「おじさま、それをとってくれる？　あとで着がえるから」

「はいよ」

　レベッカに指さされ、キルベガンが服の束から一着、よりわけた。それをレベッカの胸むねに押おしつける。

　彼はバレッツの手からも服を取りあげ、棺の中へ戻し、しっかりと蓋ふたを閉しめた。

「感かん謝しやするぜ、こいつを教会から持ってきてくれてよ。といっても、たいした手間じゃねえだろうが」

「冗じよう談だんじゃねえ。あんたに呼ばれて教会へ行ったせいで、こっちは危あやうく死ぬとこだったんだぜ？　人肉屋やら獣じゆう人じんやらに殺されかけたんだ。たいした手間じゃない、なんてとんでもねえ」

　バレッツの不平を聞いて、キルベガンはげらげらと笑った。

「ま、それに免めんじて、おめえらに対するお仕置きはやめといてやるさ。オールド・クロウの船を襲って、俺おれに噓うそをついて、それで五体満足でいられるんだ。感かん謝しやするこったな」

「それはまあ、そうかもしれねえけどよ」

「でも、それだけじゃないんでしょ？」

　ステラが言って、身体からだをカウンターの奥へ戻した。どこか諦てい念ねんのにじむ口調だった。

　バレッツは不ふ審しんに思い、ステラにたずねた。

「それだけじゃないってのは？」

「前に言ってたとおり、わたしはここで暮くらすことになったの。よろしくね」

　レベッカが割わりこみ、身勝手な挨あい拶さつをしてくる。

　バレッツは思わずミゲルと目を合わせた。

　彼も「知らない、聞いていない」というように首をふっている。バレッツとミゲルが教会へ行っている間に、勝手に決められた約束のようだ。

　バレッツはレベッカのほうへ向きなおった。

「やけに機嫌がいいと思ったら。んなこと、勝手に決めてやがったのか？」

「勝手じゃないわ。わたしとおじさまとステラと、三人で話しあって決めたことだもの」

「おれは聞いてねえぞ。おれは、その話しあいに参加してねえ」

　バレッツは「はいそうですか、なんて言えるわけねえだろ？」とつけくわえた。

　子供を引きとって育てなくてはならない、しかもあのオールド・クロウの娘むすめを育てなくてはならないなんて、考えただけでもぞっとする。意い識しきが遠のきかけてしまう。

　キルベガンが軽く手を上げ、また腕うでを伸ばした。十分な距きよ離り、少なくとも棺ひつぎひとつぶんの距離が間にあるというのに、指先はあっさりバレッツの襟えりもとまで届とどいた。胸むなぐらをつかまれ、身体を引き寄せられてしまう。無理やり腰こしを浮うかせられてしまう。

「なんだよ──」

　バレッツは身をよじった。

　キルベガンの声が低く落ちた。

「そんな権けん利りなんてあると思うか？　おめえらによ。なにか話しあったり、決めたりするような権利が」

「冗談じゃねえ。あるに決まってんだろうが！　いっぺん噓をついたぐらいで──」

　バレッツはステラのほうを見やった。納なつ得とくできるわけがないのだ。

　彼女は沈しずんだ表ひよう情じようで、力なく首をふった。キルベガンに求められたのだからしかたない、拒きよ否ひできるわけがない、とでもいうように。

　バレッツはキルベガンの手をつかみ、遠ざけた。

「おれたちは盗とう賊ぞくなんだ。子持ちで盗賊なんかできるか！　託たく児じ所しよやってるわけじゃねえんだぞ!?」

「なら、明日から──じゃねえ、今日から始めるこったな。託児所を」

「託児所なんて失礼な言い方をしないで。わたしはもう子供じゃないわ。そりゃあなたたちに比くらべたら年下かもしれないけど。でも、託児所が要いるような年ねん齢れいじゃない」

　レベッカがませた口調で抗こう議ぎしてくる。

　バレッツは口の中で「どうだか」と言いかえした。

「なぜ預あずからなくちゃならない？　俺たちが」

　ミゲルがキルベガンにたずねた。表情には表れていないが、彼も十分にとまどっているはずだ。子供と一いつ緒しよに暮らす、などという経けい験けんは、彼にとっては未知の領りよう域いきにちがいない。

　キルベガンはバレッツから手を放した。ミゲルのほうへ顔を向けた。

「しょうがねえだろうが？　レベッカ自身が望んでるこった」

「おれは望んでねえ」

　バレッツは襟もとの乱みだれをなおした。いまは、色眼鏡サングラスはかけていない。

「それに、んなこと勝手に決めて、オールド・クロウが納得すんのかよ」

「俺自身、親おや父じさんと話しあって決めたんだ。おめえらが走りまわってる間に、連れん絡らくをとったのさ」

　キルベガンがバレッツに言ってくる。

「それに、親父さんのほうにもいろいろと事情があるからな。レベッカを手もとに置いときてえが、一緒に暮らすとなると、いろいろと危き険けんなことも出てきやがる。昨日や今日のごたごたで、そのことがよくわかった」

　彼は手の中の少女を見下ろした。

　少女は大男の視し線せんを受けとめ、「気にしてないわ」というように口をとがらせた。父親を取り巻まく状じよう況きようは十分に承しよう知ちしている、ということだろう。幼おさなさに似に合あわず。

「幸い、レベッカがここにいるってことは、俺と親父さん以外だれも知らねえ。親父さんの目が届く範はん囲いだし、それでいてだれかに怪あやしまれる心配もねえし。考えてみりゃ、悪くねえ条じよう件けんなんだよ」

「ちょっと待った。ウーゾが知ってるだろうが？」

　バレッツは口をはさんだ。

　横から、レベッカがすました態たい度どで言ってのける。

「あいつのところからは、わたし、自分で逃にげだしてきたんだもの。彼、わたしがだれかってことは知ってるかもしれないけど、私がここにいるってことまでは知らないわ」

　そういえば、とバレッツは思った。

　バレッツとミゲルは教会から出たあと、まず獣じゆう人じんの少女を解かい放ほうし、次にウーゾを目ざめさせた。「レベッカの居い所どころまで案内しろ」と要求し、精せい肉にく店てんの三階へ行って──そこで、レベッカが自力で逃げだしたことを知った。ウーゾも驚おどろいているようだった。バレッツとミゲルは困こん惑わくし、とりあえず〈指ゆび切きり〉亭ていへ帰りついたところで、レベッカとの再さい会かいを果たしたのだ。

「それでも、ここにいれば見つかる可か能のう性せいはあるだろう？」

　ミゲルがキルベガンに食いさがった。

　だが、キルベガンは「そうならないように気をつけな」と一いつ蹴しゆうしただけだ。信じられない。

　バレッツはキルベガンとレベッカを見比べた。実力者の用よう心じん棒ぼうと、実力者の娘。

「だけどよ……」

「そんなにいやだっていうの？」

　レベッカがバレッツの顔を見上げ、わずかに顔をゆがませた。怒おこったような、それ以上に哀かなしんでいるような表情になる。

　バレッツはあわてて取りつくろった。

「そういうわけじゃねえけどよ……わかるだろ？　おめえが嫌きらいなわけじゃねえが、いくらなんでも無理だって。学校だとかなんだとか、いろいろあるだろうし。なにをどうすりゃいいのかわからねえし。面めん倒どうみきれねえよ」

「俺がちょくちょく様子を見にくるさ」

「それじゃ意味ねえだろうが？　おめえみたいな目立つ野や郎ろうが出入りしてみやがれ。ウーゾたちの目を惹ひくに決まってる！」

　キルベガンを怒鳴りつけた。だが巨きよ漢かんの用心棒は涼すずしい顔をしている。

　バレッツはため息をついた。ステラに、視線で助けを求めた。

「なんとか言ってくれよ」

「受け入れるしかないんじゃない？」

　ステラが言った。数時間前とは明らかに態たい度どが変化している。

　バレッツはいぶかった。おかしい。ステラは、こんなに物分わかりのいい女ではなかったはずだ。

「さてはおめえ、カネかなんか握にぎらされたな？」

　バレッツの指し摘てきに、ステラは「うっ」と言葉を詰つまらせ、あたふたと目をそらした。どうやら図星だったらしい。なんて即そく物ぶつ的てきな女なんだ。あとさきを考えない女なんだ。

「ミゲル──」

「俺がここへ来るようになれば」

　相棒に助けを求めようとしたが、キルベガンに先手を打たれた。

　キルベガンがミゲルに片かた目めをつむってみせる。

「そうなれば、俺とおめえで、ちょくちょく稽けい古こをつけられるようになるよなぁ。お互たがい、腕を高められるんじゃねえのか？」

　キルベガンの言葉に、ミゲルの口もとがぴくりと引きつった。頰ほおがかすかに紅こう潮ちようし、目が輝かがやきを宿しはじめた。興こう奮ふんし、喜んでいるのだ。

　ミゲルはうつむいた。バレッツから視線を外し、ぼそりとつぶやいた。

「俺は、どちらでもいい」

「この裏うら切ぎり者が！」

　ミゲルのほうへ詰め寄ろうとした。

　だが、レベッカにさえぎられた。

　彼女は両方の手のひらでバレッツの手を包みこんできた。決然とした目が見上げてくる。

「わたし、窮きゆう屈くつなのはいやなの。だから、むしろ放っておいてくれたほうがいいぐらい。あなたたちに迷めい惑わくかけたりしないわ。自分の面倒ぐらい、自分でどうにでもできる」

「んなこと言ったってよ」

　バレッツは店の中を見まわした。自分に向けられた、きらきらとした視線。にやつく大男の視線。残りふたつは、あさっての方向を見ている。味方がいないことは疑うたがいようもない。

「なんてこった」
















　バレッツはぼやいた。ぼやいてはみたが、もはや抵抗は無む駄だだった。拒きよ否ひしても無駄であることはわかっていた。胸に絶ぜつ望ぼう感かんが広がっていく。

　レベッカのほうへ目を戻した。渋しぶ々しぶながらうなずいた。

「わかった。その代わり、ここでの規則ルールはおれが決めるからな」

「それはだめ。ここでの規則ルールはあたしが決めるの」

　ステラがすかさず、ぴしゃりと言い放った。

　バレッツの宣せん言げんを聞いて、レベッカが歓かん声せいをあげた。キルベガンの腕に強くしがみついた。

　キルベガンが彼女を抱だきあげる。にやつき、バレッツに片目をつむってみせる。大男らしからぬ仕草だが、妙みように愛あい嬌きようがあった。

「しっかり頼たのむぜ。なんせこの子は、俺や親父さんにとっちゃ最高の宝たからなんだからよ」





（了）









　あとがき（偽）







　とほうもない傑けつ作さくを書いてしまった。それがこれを書きあげたときの感かん想そうだ。




　おれはピカレスク小説が好きだ。とりあえず日本語では『悪あつ漢かん小説』とかもっとぶっちゃけて『悪者小説』とか書かれているやつ。主人公は愛とか正せい義ぎとか自由平等とかを説といたりしない。たいていは小こ悪あく党とうで、倫りん理り観かんとかは全ぜん然ぜんない連れん中ちゆう。そういう連中がなにか事件に巻きこまれて大暴れするのが、いわゆるピカレスク小説だ。ビバ、悪漢！

　べつにおれは悪者が好きというわけじゃない。『ラピュタ』も好きだし普通の感動的な作品を読んで涙なみだすることもある。本当だ。

　だがピカレスク小説にはそういった作品とはまたちがう魅み力りよくがある。悪漢。生なま々なましい本ほん音ねの男たち。でもほんの少し義ぎ理り人にん情じよう。バイオレンス。ちょっと危き険けんなロマンス。でも外げ道どうになりきれない。はっきり言ってどっちつかずの駄だ目め男たち──これがいい。

　この作品はそういった小説を目指して書かれている。

　主人公のバレッツは盗とう賊ぞくだが、変なところで正義感がある。ミゲルはミゲルで大量の武器を持ち歩いていつも敵を探しているようなところがあるが、殺人狂でもないし、一本筋すじが通った自分なりの哲てつ学がくを持っている。

　彼らは盗賊だが人は殺さない。そんな哲学を持っている。それで自分を律りつしている。

　そう、彼らは狂犬ではない。でも飼い犬でもない。野の良ら犬。そう。野良犬だ。

　そういうやつらが格かつ好こういい。青くさい正義とかは吐はかない。まわりの連中も期待しちゃいない。ただし彼らは正直だ。本音と自分の中の哲学（彼ら自身はそんなご立派なものだとは考えていないだろうが）に従って路ろ地じ裏うらを駆かけ抜ける男たち。飾かざり気けのない、けれど愛すべき野や郎ろうどもの物語。

　これだ。これからはこうでないと。これこそが次の時代が求めているもののはずだ！




　おれはなんて面おも白しろいものを書いてしまったんだろう。これはきっと売れる。まずは重じゆう版はんがかかりまくって、コミックになって、アニメになって、きっとハリウッドで実写化されるにちがいない。これでおれも億おく万まん長ちよう者じやだ。おれが引っ越しするという予定を聞いたとたんに、『彼が我が街から出ていったら納のう税ぜい額がくが減る！』と税ぜい務む署しよ長ちようと市長が菓か子し折おり持って引きとめに来るのだ。

　…………………なーんていうようなことを。

　きっと秋口ぎぐるは考えているにちがいない。きっとそうだ。断だん言げんしてもいい。やつはそう考えている筈はずだ。

　くそ、許ゆるせねえ（いかん、まだ、ぎぐるモドキ口く調ちようが抜けてない）。




　なので読者の方々。これで『面白い』とか言ったら彼は益ます々ます調子に乗るので言ってはいけません。『幾いくつもの出来事が絡からみ合って動く物語のスピード感が最高』とか『凶悪な悪役さえも何ど処こか憎にくめない感じに描かれているのは流石さすが』とか言ってはいけません。まして『キルベガン様イカす！』『ディタ萌もえ～』とか『いや、俺はレベッカが』『じ、実は僕はオルメカ様の豊満な肉体が』とかはいくら考えても言ってはいけないのです!!





二〇〇二／一〇／二四　榊　一郎






　追つい伸しん。

　それでもどうしても言いたくなったら──仕方ありませんな。そういう時は書きましょう。ファンレターに、そっと『次が読みたい』の一言と一いつ緒しよにね。







　あとがき（真）







　だめに生きる！　秋口ぎぐるです。




　これを書く前、担たん当とうさんに

「おもしろい『あとがき』を書いてください。ていうか書け。おもしろくしろ。でなきゃどんな目に遭あわされるかわかってんだろうな？」

　と脅きよう迫はくされた。

　もちろんその場では「はい。わかりました……」と（おびえる小動物のような目で）返答しておいた。だが実際は釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。当たり前の話だ。

　おもしろくしろだって？　おもしろい内容や文章を考えろだって？──そんなことは本文の中でやってる。本文を書く上で十分に、それこそ神しん経けい衰すい弱じやくになるほどに気をつかってる。この上さらに、『あとがき』でまでエンタテインメントを要求されるなんて！

　もちろん『あとがき』だって本の一部だ。読み手を意い識しきして、読み手が楽しめるような内容にしなくてはならない。それはわかる。わかるが……。

『あとがき』にリテイク（要ようするにボツだ）が出る、というのは行き過すぎだと思う。

　前作（〈ショットガン刑デ事カ／刑事暗殺。〉という本だ）のときは本当にひどかった。冗じよう談だん抜きで七回もリテイクを出されたのだ。

　以下、そのときのやりとり。




おれ「こんな感じでどうでしょう？」

担当さん「（『あとがき』を読んで）……なんだよこれ。内容が暗いよ。わかってる？　この本って十代の若者たちが読むんだぜ？　こんな『あとがき』読まされたら若者たちが暗くなるよ。未来に希望をなくしちゃうよ」

おれ「そ、そうでしょうか。おれのリアルな生活を書いただけなんですけど……」

担当さん「だめだ書きなおせ。ていうか死ね」

おれ「死ね!?」




　死ね、とか言われちゃうほど暗いおれの生活っていったい……？

　などと考えつつも、素す直なおに書きなおすおれ。




おれ「今度はどうでしょう？」

担当さん「（また読んで）……なんだよ、ガンプラ合がつ宿しゆくのことが書かれてないじゃんかよ（そういう企き画かくが前々作〈ショットガン刑事／強ごう奪だつ！　エプロン刑事。〉の『あとがき』に書かれていた）」

おれ「それ、忙いそがしくて開かい催さいできてないんですよ」

担当さん「ざけんな。なら開催しろ。明日開催しろ。ていうかいますぐ開催しろ」

おれ「無む理りですってば」

担当さん「なら開催したことにして書け」

おれ「むちゃくちゃ言わないでください！」

担当さん「ちっ、使えねーやつ。死ね。三百回ぐらい死ね」

おれ「さ、三百回!?」




　──こんなやりとりの末（多少、噓うそふくむ）、前回の『あとがき』は比較的無ぶ難なんな内容に落ちついたのであった。

　そして今回。

　おれは決意した。『あとがき』で前回みたいに苦労してたまるか。三百回も殺されてたまるか。『あとがき』ってのは息抜き的なページだろ？　著ちよ者しやと読者、双そう方ほうが安らげるページだろ？　ていうか絶ぜつ対たいにそう。そうでなくちゃだめ。そうでなくちゃ認めない！

　というわけで、今回はとことん安らいでやろう。楽をしてやろう。『あとがき』における──著者にとっての──究きゆう極きよくの楽とは？

　それはもちろん、書かないですませることだ。とはいえ、『あとがき』のページなし、というわけにはいかない。だから、この本の『あとがき』は別人に書いてもらおう。ぜんぶ任まかせる、というのはあんまりかもしれないから、せめて半分は書いてもらおう……。




　このような思し考こうの結果、おれは榊さかき一郎先生に自著の『あとがき』を依い頼らいしたのであった。榊先生とは長いつきあいだし、おれ自身、依頼を受けて、榊先生の奥さんが作られている同人誌（榊作品を題材にした同人誌。すげー完成度高いです。榊先生の公式サイトから入手できるはず）に原げん稿こうを書いたりもしている。榊先生ならきっと引き受けてくださるだろう、と思ったのだ。

　そしてもちろん、榊先生は引き受けてくださった。

　ぶっちゃけた話、おれは榊先生による『あとがき』をまだ拝はい読どくしていない。そして「榊さんのことだからおもろいこと書いてくれるだろうなー。一ひと筋すじ縄なわではいかないだろうなー」などと期待しつつも、自分から頼んでおいたくせに、いまさらちょっぴり怖くなってきたりもしている。どんなこと書かれることやら……。




　とはいえ、いまさら心配したところで始まらない。どうすることもできない。あとは完成した本を待つのみだ。もしこの『あとがき』もボツるようなら──そのときは逃げる。おれは逃げだす。困こん難なんに立ち向かわない主義！！！




　本来ならここで「それではみなさん、ごきんげんよう！」と締しめたいところだが、その前に告こく知ちをひとつ。




　二〇〇二年十二月、ファミ通文庫というレーベルから作品が出版される。タイトルは〈ロンドンストーリー〉。ファミ通文庫とは榊先生がらみの縁えんでつきあうようになった。ここでも榊一郎の名前が！




　おれの人生にさまざまな影響を与えつづける榊一郎先生。

　いくら感かん謝しやしても足りないぐらいだ。

　この恩は仇あだで返しますから！（←最さい悪あく）。





二〇〇二年　十月　秋口ぎぐる












バレッツ＆バンディッツ　楽らく園えんの棺ひつぎ








秋あき口ぐちぎぐる
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